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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　絆きずな









　遠く歓かん声せいが聞こえた。

　光のカーテンの向こう側で、何百何千という人々が待っている。

　今か今かと待ちわびている。

　期待と興奮をはらんだ眩まばゆい輝かがやきが、暗幕をすり抜ぬけて闇やみの中へと染しみ入り、少女の足元を照らし出した。

「はあぁ……いよいよね……」

　ステージの袖そでで国くに枝えだ詩し穂ほは深呼吸した。

　頭の中にまで響ひびいてくる心臓の鼓こ動どうに目眩めまいさえ覚える。

　ぎゅっと胸むな元もとに押しつけた右手は、ずっと小さく震ふるえたままだ。

（これから歌うんだ……あの光の中で……）

　考えるだけでものすごくワクワクして、でも、ものすごく怖こわい。

　光と闇が入り交じる中に立つ脚あしが震えていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、いっぱい練習したんだから……」

　おまじないのように何度も呟つぶやく。

　大丈夫、大丈夫、大丈夫──

「どうしたの、詩穂？」

　トンッと背中をたたかれ、詩穂は我に返った。

「か、花か音のんちゃん……」

　振ふり返った先で煌こう上がみ花音が微笑ほほえんでいた。

「ひょっとして緊きん張ちようしてるの？　ふふっ、そんな顔じゃみんなの前に出られないわよ？」

「うん、分かってる……つもりなんだけど……」

　頭では理解していても心が従ってくれない──詩穂の右手は震えたままだ。

「もう、詩穂ったら……ほら」

　花音は詩穂の正面に回ると、不安に怯おびえるその手を両手でそっと握にぎった。

「絶対に大丈夫。私が言うんだから間ま違ちがいないわ。詩穂は大丈夫……」

　花音が繰くり返し囁ささやく。

　まるで泣きじゃくる子供をあやすように、何度も何度も。

「…………ね？」

　ニコッと笑った花音を前に、詩穂の手の震えはいつの間にか消えていた。

「……ありがとう、花音ちゃん」

「ふふっ……どういたしまして」

　花音は安心したように詩穂の手を放すと、詩穂が見つめていた先──光あふれるステージの方に向き直った。

　その横顔を詩穂がそっと窺うかがって──息を吞のむ。

　自分に微笑んでいた花音とは違う、凜り々りしく自信にあふれた笑みを浮うかべる彼女がいた。

　不安に震えていた自分と、なんら怖がる様子のない花音。

　そんな花音が眩まぶしすぎて、詩穂は思わず見み惚とれてしまった。

「……ん？」

　気づけば花音に逆に見つめ返されていた。

　詩穂は照れたように視線を外す。

　少しの沈ちん黙もくをはさみ、そっと口を開く。

「……ありがとう、花音ちゃん」

「もう、それはさっき聞いて……」

「ううん、さっきのことじゃないの」

　不思議そうに首を傾かしげる花音に詩穂は続ける。

「私は歌が好き。歌うのが大好き。でも……ずっとひとりで歌ってきた。誰だれかの前で歌うのが怖かったから……」

　自分に自信がなくて、誰かに聞いてもらうなんて思いもしなかった。

　ずっとそうだった。

　だけど──

「花音ちゃんが私に手を差し伸のべてくれたの。詩穂の歌はすごいよって、きれいだよって教えてくれたの。そうじゃなかったら私、きっとここまで来られなかった……」

　詩穂は両手で花音の手を握った。

「だから……ありがとう、花音ちゃん。こんな私と一いつ緒しよにいてくれて……」

　呟く詩穂にしばらくキョトンとしていた花音は、

「…………なーに言ってるのよ」

　軽く微笑んで、自らの額を彼女の額にコツンと当てた。

「詩穂のためだけじゃない。詩穂の歌を聴ききたい、たくさんの人に聴いてほしいって私が願ったの」

「花音ちゃん……」

「だから、詩穂がここにいる理由の半分は私のワガママみたいなものよ。そんなふうに自分で全部を背負い込まないで」

　花音の手がそっと詩穂の髪かみに伸びる。

　アルファベットのＦをかたどったヘアピンをそっとなでた。

「約束したでしょう？　私たちは二人でトップを目指すって。二人で羽ばたくんだって」

　優やさしく語りかける花音に、詩穂の手も自然と花音の髪へと伸びていた。

　そこには同じ、Ｆをかたどったヘアピンがあった。

「うん……うん……」

　どこまでも自分を許容して、肯こう定ていして、応おう援えんしてくれる花音に、詩穂の目め頭がしらに熱いものがにじんだ。

「ありがとう……本当に……」

「もうっ、そういうのはこのステージが成功してからでいいの！」

「わっ、あいたた……」

　突つき合わせた額をグリグリしてくる花音に、詩穂が小さく悲鳴を上げた。

　やがてどちらからともなく、クスッと笑みをこぼす。

「……じゃ、行くわよ」

「うんっ！」

　花音と詩穂が駆かけ出した。

　暗いステージの袖から、光り輝く舞ぶ台たいの真ん中へ。

『それではご紹しよう介かいいたしましょう、いま話題の高校生ユニット……f*fフオルテシモのお二人ですっ！』








一章　影かげの足音









　星ほし守もりの活かつ躍やくにより、人類がイロウスから地球を取り戻もどしてしばらくが経たった。

　地上へ戻された神樹の力により地上の瘴しよう気きは一いつ掃そうされ、人々が暮らせる環かん境きようが戻りつつある。

　それまでコロニーに生活の場を移していた人々も、五年ぶりに懐なつかしの地球へと帰郷していた。

　荒あれた街並みは次々と復興され、かつての地上の姿を取り戻していった。
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「うーん、平和だね！」

　海風が気持ちよい港を散歩しながら、星ほし月つきみきはぐっと背せ伸のびをした。

　青々とした雲一つない空と、そんな青さをたっぷりと吸い込んだような水面みなものきらめきに、思わず目を細める。

「地球に帰ってきたなんて、いまだに信じられないよ」

「ええ、少し前までコロニーに住んでいたのがウソみたい」

　みきの隣となりで若わか葉ば昴すばると成なる海み遥はる香かもウンウンと頷うなずいていた。

　彼女たちは神樹に選ばれ、イロウスと戦う力を授さずけられた星守である。

　地球を取り戻すためにイロウスと戦うことが主な使命だったが、神樹を地球に戻すことに成功したいま、イロウスはその数をぐっと減らし、わずかに残った個体が散発的に出現する程度だった。

　それも、星守であるみきたちがすぐに駆けつけて退治する。

　イロウスの脅きよう威いはほとんど取り除かれたと言ってよかった。

　ゆえにこうして、立ち直りつつある街並みを眺ながめながら散歩する余よ裕ゆうも生まれていた。

　今は星守クラス一同で仲良く散策中である。




　みきたち三人から少し後方にて。

「カエデ、待って！　もうちょっとっ！」

　波打ち際ぎわのフェンスに身を乗り出しながらサドネが声を上げていた。

「サドネ、あまりはしゃぐと危ないですわよ！」

「楽しそうだからいいんじゃない？」

　千せん導どう院いん楓かえでが焦あせったようにサドネに駆け寄る一方、粒つぶ咲ざきあんこが頰ほおをゆるませる。

「サドネ、海はじめてっ！」

「海を見て喜ぶサドネちゃんも可愛かわいいわ～♡」

「私たちも、こんなにきれいな海を見るのは本当に久しぶりだな」

　芹せり沢ざわ蓮れん華げと楠くすのき明日あす葉はは、まるで子供を見守るお母さんとお父さんみたいである。

　右へ左へ大おお騒さわぎのサドネを温かく見守っていた。

「見て！　なんかうごいたよっ！」

　サドネが両手をぶんぶんと振り回す。

　呼ばれた藤ふじ宮みや桜さくらと南みなみひなた、綿わた木ぎミシェルの三人が、サドネの両りよう隣どなりから顔を突き出して海中を覗のぞき込んだ。

「大きな魚じゃのう！」

「なんかひらべったーい！」

「こっち見てるよ～！」

　水面の向こうで揺ゆれる巨きよ軀くに三人の目が釘くぎ付づけになる。

「なんて名前なの？」

「うーんとね……さかな！」

「カレイかヒラメあたりかのう」

「すごいすごーい！　動いてるところ初めて見た～」

　悠ゆう々ゆうと泳ぐ姿に、サドネと一緒になって歓かん声せいを上げていた。

「あははっ、みんなではしゃいでるよ」

「コロニーでは生きた魚には、なかなかお目にかかれないからな」

　盛り上がる四人を天あま野の望のぞみと火ひ向むか井いゆりもまた温かい眼まな差ざしで見つめていた。

「まあ、はしゃいでいるのはあの四人だけじゃないけどね」

「そうだな……」

　そう言いながら視線をずらした二人の先には、

「あの水草さん……初めて見たかも……」

　サドネに負けないくらい真しん剣けんに水面を見つめる常磐ときわくるみの姿があった。




「サドネちゃんがいると、なんか自然と優しい気持ちになれちゃうんだよね……」

　無む邪じや気きにはしゃぐサドネと、彼女を見守る星守たち──そんな平和な様子に、みきも気づけば笑え顔がおになっていた。

「そういえば……うららと心ここ美みは？」

　見当たらない二人に昴が辺りを見回す。

「……あ、いたわ！」

　遥香が指差した方向に、二人の姿があった。

　固まって散歩していたみきたちよりも、かなり後方を歩いていた。

「だからね、アイドルたるもの、いついかなる時も周りの視線を気にしなくちゃいけないのよ！」

「でも、うららちゃん……アイドルじゃないよね……？」

「いいの！　いつかアイドルになった時のための練習なの！」

　フフンと得意げな蓮はす見みうららと困り顔の朝あさ比ひ奈な心美である。

　なぜ二人が大きく遅おくれているかというと──

「うららちゃん……その歩き方、つらくないの……？」

「ぜーんぜんっ！」

　うららがファッションショーのモデルみたく、一歩を踏ふみ出すごとに細かくポーズを決めていて、それに心美がつきあっているからだった。
















　確かに辺りには星守クラスの仲間以外にもちらほら、カップルや家族、ペットの散歩をしている人々がいた。

　うららは彼らの視線を気にしていたのだ。

　もっとも、気にしているのはうららばかりで、誰だれも彼女を注視していないのだが。

「うららちゃん、歩き方、変だよ……？」

「こっ、このくらい普ふ通つうよ！」

　気き丈じように振ふる舞まうが、その額にはうっすら汗あせがにじんでいる。

「みんなからも遅れちゃってるよ……急ごう？」

「せっせと走るなんて、そんなアイドルらしくないことできない！　ここみだけ先に行ってて」

　うららがアイドル魂だましいをこじらせながら心美に促うながす。

　心美は困ったようにモジモジしていたが、そのままうららのそばを離はなれることなく、歩調を合わせていた。

「どうしたのここみ、行かないの？」

「うん……。だって……」

　うららちゃんと一いつ緒しよがいいから──どうにも気き恥はずかしくて本音を出せない心美だった。

「変なの……。遅れたくないって言ったのはここみなのに」

　怪け訝げんな顔をするうららは、捻ねん挫ざしそうな足取りのままのんびりと闊かつ歩ぽした。




「なにやってるんだろうね……？」

　心美とうららの姿を、みきたちが遠く眺める──その時だった。

　けたたましい警告音が平へい穏おんを破った。

「これは……」

『みんな、イロウスが現れたわ』

　携けい帯たいしていた通信機から、神しん樹じゆヶが峰みね女学園の教師、八や雲くも樹いつきの声が飛び込んできた。

「せっかくみんなでお散歩してたのに……」

　みきが肩かたを落としてがっくりする。

　そんな彼女を遥香がそっと慰なぐさめた。

「イロウスを倒たおせるのは星守だけなんだから……ね、みき？」

「……うん、そうだよね、遥香ちゃん！　よーし、早く倒してみんなでお散歩に戻るぞー！」

　うじうじ恨うらんでも仕方がない。

　星守の大切な役目なのだと気分を切り替かえた。

「なかなか全部はいなくならないね……いっそ、生き残ってるのがまとめて一気に出現してくれればいいのにっ！」

　昴も、イロウスへの闘とう志しを燃やす。

「行こう昴ちゃん、遥香ちゃん、みんな！」

　みきの声に昴と遥香、そして星守の少女たちが大きく頷いた。
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　イロウスの討とう伐ばつはスムーズに終わった。

　出現したイロウスの数は少なく、サイズも小型だった。

　神樹の聖なる力によって守られた地上で、なんとか生きながらえていた影えい響きようか、すっかり弱っていて以前のような勢いもない。

「ふぅ……みんな、おつかれさま！」

　誰も怪け我がすることなく無事に任務を終え、みきがホッと一息つく。

　だがそんな中、遥香と明日葉だけが神しん妙みような顔をしていることにみきは気がついた。

「どうしたんですか、明日葉先せん輩ぱい？　遥香ちゃん？」

　気になったみきが尋たずねると、二人が怪訝な表情のまま振り返る。

「いや……実は気になることがあってな……」

　明日葉が重い口を開く。

「最近、このあたりで起こっている連続少女失しつ踪そう事件……みきも聞いたことはあるだろう？」

「ええ、まあ……」

　みきも事件のあらまし程度は把は握あくしていた。

　中学生、高校生の女子生徒が突とつ如じよとして姿を消す事件だ。

　本来なら世間を騒がす大事件に発展していてもおかしくはないのだが、短ければ数時間、長くても数日で発見されていることから、誰もが不安を抱いだきながらもパニックには至っていない。

　少女たちが失踪している間の記き憶おくを失っていることも、事件の真相究明を困難にしていた。

　瘴しよう気きの残ざん滓しが溜たまっている場所に運悪く立ち入ってしまい、気を失ってしまったのだろうか──その程度の認にん識しきが一いつ般ぱん的だった。

「でも……その事件がどうかしたんですか？」

「この近くなの……失踪した現場……」

　遥香が見つめる先には細い路地がある。

　ここに到とう着ちやくした時、イロウスが姿を現したのがそこだった。

　そこでみきもようやく、二人が懸け念ねんしていることを察した。

「ひょっとして……今回だけじゃなくて……？」

　その言葉に遥香と明日葉は黙だまって頷うなずいた。

「これまでもイロウスを討伐すると、しばらくして失踪していた少女が姿を現すことが何度かあったらしい」

「それって……イロウスが女の子たちを誘ゆう拐かいしてるってことですか……？」

「そうとも限らないの。女の子が失踪する前にイロウスの警報が出ていたかというと、必ずしもそうではないみたい」

　少女たちはいずれも街中で失踪している。これがイロウスの仕し業わざなら、彼女たちが失踪する前に警報が出てしかるべきだ。

「…………今はそれ以上のことは分からない。だが……」

　イロウスの出現と少女の失踪──リンクしそうでリンクしない二つの事件に、みきは二人が難しい顔をしている理由を悟さとった。

「先生方もいろいろと調べているそうだ。ここで私たちがあれこれ悩なやんでも仕方のないことだが……やはり気になるな」

「はい……」

　遥香と明日葉の間に重い空気が漂ただよう。

　その様子は、みきの心にも暗い一筋の影かげを落とした。




　　　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　イロウスの退治を終えたみきたちは、報告のために神樹ヶ峰女学園へと戻もどった。

　みきと遥香、明日葉の三人は胸の内に抱かかえた一いち抹まつの不安を表に出さないよう、なるべく平静を装よそおった。

「お帰りなさい、みんな」

「イロウス退治、お疲つかれさん」

　ラボに戻ってきたところを、八雲樹と御み剣つるぎ風ふう蘭らんが出で迎むかえる。

　ねぎらいの言葉をかける二人は、戻ってきた生徒たちの中に浮うかない顔をした三人がいることをズバリ見み抜ぬいていた。

「みき、遥香、明日葉？」

　樹に声をかけられた三人の肩がピクリと跳はねた。

「どうかしたのか？」

「えっと……その……」

　みきは遥香と明日葉に目配せする。

　それに二人が視線で答えた。

「あの……ちょっと聞きたいことが……」

　みきたち三人はそれとなく樹と風蘭をラボから連れ出すことにした。

「それで、聞きたいことというのはなにかしら？」

　別室に場所を移したところで樹が切り出す。

「あの……最近起こっている女の子たちが失踪する事件、ありますよね？　あれって……イロウスとなにか関係があるんですか？」

　みきのその言葉に樹の表情が一気に険しくなる。

　そのままの勢いで隣となりの風蘭を見やるが、風蘭は小さく首を振った。

「最近の神樹に変わった様子はない。もしもイロウスが活発化してなにかしでかすようなら、必ず反応があるはずだ。だが……」

「それでは御剣先生、やはり心当たりが……？」

　明日葉の問いかけに風蘭がそっと目を閉じた。

「ああ、まさに今、アタシたちもその可能性を探さぐっているところだ」

「まだ確実なことは言えないけれど、イロウスの出現と失踪した女の子たち……あなたたちも気がついているように、あまりに近いのよ……時間も、場所も」

　しかし両者を結びつける根こん拠きよが見つからない──風蘭と樹も、みきたち三人と状じよう況きようとしては似たようなものであった。

「私たちに、なにか、できることはないのでしょうか……？」

　分かってしまったからには放ほうっておけない──遥香が問いかけるも、樹と風蘭は残念そうに首を振る。

「今の段階で目立った行動はできない。アンタたちの気持ちは嬉うれしいが、星守が本格的に動くとなれば、イロウスに不ふ穏おんな動きがあると宣言するようなもんだ。せっかく平和が戻ってきたんだ。このタイミングで下手に不安を煽あおるのもな……」

　確かな証しよう拠こが見つかるまでは、ことを大きくしたくないのだと風蘭が打ち明ける。

「確実なことが分かるまで公表を控ひかえるというのが、私と風蘭と……学園の方針です」

「ですがっ……！」

　明日葉が複雑な思いをぶつけようとした、その時だった。




「残念ながら……そうも言っていられない状況になってきました」




　唐とう突とつに割り込んできた声は神樹ヶ峰女学園の理事長──神峰かみね牡ぼ丹たんだった。

「理事長!?」

「どういうことですか!?」

　いきなりの登場と言葉の中身に、五人が牡丹の真意を問う。

「樹、風蘭……今すぐ星守たちを集めてください。もはや、我々に残された時間はありません」

　牡丹は覚かく悟ごを決めるように言った。

「我が学園の生徒数人が……姿を消しました」

　誰だれもが言葉を失った。

「……一いつ緒しよにいた友人が目を離はなした隙すきのことだったようです」




「そんな……」

「とうとう神樹ヶ峰にも被ひ害がいが……」

　怖おそれていた事態が現実のものとなってしまった。樹と風蘭の間に緊きん張ちようが走る。

「方針を、転てん換かんします。星守クラスには今回の事件……いえ、一連の失踪事件とイロウスとの関係について、調べていただきます」

　あまりに急な展開に、みきたちもショックを隠かくしきれない様子であった。

　しかし、彼女たちも『星守』だ。

　この星の平和を守る者としての覚悟は、とうの昔に固まっていた。

　すぐに気持ちを切り替えた彼女たちの瞳ひとみには、すでに力強い光が宿っていた。

「みき、遥香、二人はすぐにみんなを呼んできてくれ。私は、先生方と今後の動きを確認する」

「はい！　行こう、遥香ちゃん！」

「ええっ！」

　明日葉の言葉に、みきと遥香は力強く頷くと、仲間たちの待つ教室へと駆かけていった。
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　みきたちが向かった先、そこは秋あき葉は原ばらだった。神樹ヶ峰の生徒の失踪事件が起こった現場だ。

　すでに事情を把握しているみき、遥香、明日葉がそれぞれ先導役となり、手分けして捜そう索さくにあたることになった。

　みきは昴すばる、心美、うらら、あんこと一緒である。




「あの子たちも動き始めたみたいね」

　みきたちを眺ながめる二対ついの瞳があった。

「私たちより数も多くて、ちゃんとしたサポートも受けて……そんな星守が今までなんら行動を起こしてこなかった……。まったく、なにをやってたのかしら……」

「花か音のんちゃん、そんなふうに言わないの……」

　苛いら立だちを抑おさえきれない様子の煌こう上がみ花音と、それをなだめる国くに枝えだ詩し穂ほである。

　二人は星守たちの様子を遠巻きに見つめながら物もの陰かげに身を隠していた。

「星守さんたちには星守さんたちの事情があるのよ、きっと」

「どうだか……。地上からイロウスを追い払はらっただけで満足してるんじゃないの？　いま、こんなに大変なことが起こってるっていうのに……」

「ふふっ、花音ちゃん、顔が怖こわいわよ？」

　詩穂からニッコリと微笑ほほえみかけられ、花音はむぅと唸うなりながらも頷いた。

「分かったわ。でも……どちらにせよ、急ぎましょう。星守が頼たよりないぶん、私たちが頑がん張ばらないと」

「ええ……花音ちゃん」
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「秋葉原の地下にこんな空間が広がっていたなんて……」

　イロウスが出現した場所を中心に捜索することになっていたみきたちは、用水路の出口から逆に進んで地下水路へと潜せん入にゆうしていた。

　まともな明かりもなく、濁にごった水がチョロチョロと流れる中を進む──そうして弱々しいライトの光だけを頼りに歩いていると、なぜか明かりが灯ともされた脇わき道みちを見つけたのだ。

　そちらに歩を進めてしばらくすると、一気に開けた空間に出た。

　巨きよ大だいな柱が何本も並んでいて天てん井じようを支え、その天井も見えないくらい高い。

　十じゆう分ぶんではないものの明かりの数も増え、なんとか空間の全体像が見て取れた。

「人の手が加わっているみたい……昔、造られたなにかの施し設せつかな……」

　昴が周囲を警けい戒かいしながら先頭を進む。

　イロウスが潜ひそんでいるかもしれない以上、気を抜ぬくわけにはいかなかった。

　ここにイロウスが、いや、ひょっとしたら連れ去られた女の子もいるかもしれない──なにか手がかりはないかと五人が辺りを探る。

「……あ、みき先せん輩ぱい！」

　走り出した心美が、地面に転がっていたなにかを拾い上げる。

「これ……うちの校章!?」

　見覚えのあるデザイン──間ま違ちがいなかった。

「ここに校章があるってことは……やっぱりここに連れてこられたんだ……」

「じゃあ、いなくなった女の子たちは、ここに監かん禁きんされてたってこと!?」

　うららが背筋を震ふるわせる。

　自分たちが今、まさに事件の現場にいるのだという感覚が強くなる。

「みんな、女の子たちを探すよ！」

　みきが声をかけた──その時だった。

　暗がりの向こう──無数にある地下水路の奥から、荒あらい息いき遣づかいが聞こえてきた。

　息遣いは数を増し、近づいてくる。

　やがて、その正体が五人の前に姿を現した。




　それは──これまで目にしたことのないイロウスであった。




「な……なにあれ……」

「イロウス……？　でもあんなの、見たことない……」

「だって……あれじゃあまるで……」

　誰もが自分の目を疑った。




　そのイロウスは──二本の脚あしで立っていた。

　そしてなにより──人の形かたちをしていた。




　彼女たちが知っているイロウスといえば獣けものの姿をしたものばかりだった。

　空を飛ぶものもいるにはいるが、四本脚で歩くものが大半だった。

　それなのに、ここにいるイロウスはどうだろう。

　どす黒い衣ころもをまとったかのような容よう貌ぼう、輪りん郭かくはぼやけ、その正体をひた隠しにする。

　だが──二本の脚で立っている。

　ふらつきながらも、確かに二本脚で立っている。

　その姿は、人間となんら変わるところがなかった。

『ギギギギギッ!!』

　そのイロウスはみきたちを見つけると、両りよう腕うでを振ふり上げて突とつ進しんしてきた。

「くっ……なによ、こいつ！」

　イロウスの突進をかわしながらあんこが叫さけぶ。

「見た目が違っても、イロウスはイロウスでしょ！　うららがやっつけてやるんだから！」

「わ、わたしもっ！」

　星せい衣いになったうららと心美が飛びかかってくるイロウスを迎むかえ撃うつ。

　大だい丈じよう夫ぶ、いつもみたいにすればいい──そう言い聞かせて戦おうとする。

　だが、勝手が違った。

「きゃあっ!?」

「ここみ！」

　隙を突つかれて、のしかかられた心美に、とっさにうららが助けに入る。

「ここみ、大丈夫!?」

「う、うん……ありがとう、うららちゃん」

　二人がかりでどうにかイロウスをはね返した。

「心美ちゃんっ！　うららちゃんっ！」

　二人を心配するみきも、そちらに助けにいく余よ裕ゆうはない。

　彼女も、そして昴もあんこも──誰もが突とつ然ぜんのイロウスの襲しゆう来らいに、本来の力を出せないまま劣れつ勢せいに立たされていた。

　星守同士の連係は乱れに乱れ、個人個人が目の前のイロウスの相手をするだけで精いっぱいだ。

（くっ……このままじゃ……）

　どうにかしなければと五人がもがいていた時──みきの眼前のイロウスが奇き声せいを上げながら宙を飛んだ。

　巨大な柱にたたきつけられ、そのまま動かなくなる。

　その衝しよう撃げきにイロウスたちの動きがわずかに鈍にぶった。

（みんなが……きてくれた……？）

　しかし、イロウスの巨きよ軀くから解放されたみきが見たのは──見知らぬ二人の少女だった。

「え……？」

　その戸と惑まどいはみきだけではなく、他の四人も同じだった。

　彼女たちは何者なのか。

　なぜこんなところにいるのか。

　彼女たちがイロウスを倒たおしたのか。

　疑問は尽つきることなくこみ上げ、五人を混乱させた。

「まったく……そんなんで本当に地球を守れるの？」

　イロウスを吹ふき飛ばした金きん髪ぱつツインテールの少女がやれやれと肩かたをすくめる。

「ふふっ……大丈夫だった？」

　みきの無事を確かめるように、優やさしい顔をした青い髪かみの少女が微笑む。

「詩穂、まずはアイツらを倒しましょ、行くわよ！」

「ええ、花音ちゃん」

　二人はみきたちに背を向けるとイロウスへと飛びかかっていった。

　その戦いぶりに、みきたちは目を見張った。

　なんら怖おそれていない。

　異い形ぎようのイロウスを前にして果か敢かんに挑いどみ、圧あつ倒とうしている。

　おまけに二人の連係も、見事という言葉を通り越こして美しいくらいだった。

　一人がイロウスと相対すれば、もう一人はその背中をフォローする。

　一人がピンチになる前に、もう一人がその芽を摘つんでしまう。

　しかも二人の間には合図もかけ声もない。

　わずかな目配せに、返すアクションは小さな頷うなずきだけ──それだけで二人は完かん璧ぺきなコンビネーションを披ひ露ろうしていた。

　まるですべてが初めから打ち合わせ通りだったような──それこそ、イロウスさえもが二人を引き立てるための役者だったのではないかと疑ってしまうくらいに。

　流れるように次々とイロウスを倒す二人に、まるで舞ぶ台たいの演技を見ているような感覚に陥おちいるみきたちだった。




　イロウスたちが全ぜん滅めつするのに、たいした時間はかからなかった。

　打ち倒されたイロウスは、まるで最初からそこにいなかったかのように、跡あと形かたもなく消えていった。

「お疲つかれ様、詩穂」

「花音ちゃんも。怪け我がとかしてない？」

「とーぜんっ！」

　まるで疲れた様子も見せない花音と詩穂だった。

「す、すごい……」

　自分たちが押されっぱなしだった人型のイロウスを、瞬またたく間に討とう伐ばつしてしまった二人に、みきたちはただただ感心するしかなかった。

「あ、あの……」

　みきが二人に声をかける。

　すると花音はどこか不ふ機き嫌げんそうに、詩穂は優しい笑顔でこれに応こたえた。

「情けないわね……本当にあなたたちがイロウスから地球を取り戻もどした星守なの？」

「なっ……いきなり失礼ね！」

「ちょっと！　なんでうららたちが、急にそんなこと言われなきゃならないわけ!?」

　唐とう突とつな激しい言葉にあんことうららが反発する。

　しかし、花音はそんな彼女たちを真まっ直すぐ見み据すえ、自分は間違っていないと目で語る。

「私は本当のことを言っただけ……実際、さっきのイロウスにもまったく歯が立たなかったじゃない」

「そ、それは……」

「星守の使命は人々を守ること……そんな力で本当にやっていけるの？」

　見たことのないイロウスだったから、虚きよを突かれたから。

　言いたいことはいろいろあれど、ただの言い訳だと自覚している彼女たちは黙だまるしかなかった。

「花音ちゃん、それくらいで」

「だって詩穂！　この子たち、星守なのに私たちに助けられているのよ！　この程度の力じゃ、例の失しつ踪そう事件だって……」

「え……あの事件のこと、なにかご存じなんですか!?」

　目の前の二人はただイロウスを倒せる力を持っているだけではないとみきが察する。

　自分たち星守と同じように、少女失踪事件とイロウスとをリンクさせている。

「あなたたちには関係のないことよ。行きましょう、詩穂」

「ええ。それでは失礼しますね」

　回れ右した花音が地下空間の奥へ進む。

　詩穂はみきたちに深々とお辞じ儀ぎしてから花音の後を追いかけた。

「あの人たち、いったい……」

　昴が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　いったい何者なのか、なぜイロウスを倒せるのか、なぜあんなにも強いのか。

　さまざまな疑問がごちゃ混ぜになってこぼれ落ちた言葉だった。

「まったく！　なんなのよ、あの二人！　超ちよう感じ悪いっ！」

「ま、なんにせよ、あんまり仲良くなれる気はしないわね」

「う、うららちゃん、あんこ先せん輩ぱい……」

　苦い顔をするうららとあんこを心美がなだめる。

「でも……あの二人が言ってたこと、間ま違ちがってはいないんだよね……。実際、アタシたちだけじゃ勝てなかったし……」

「そう、だね……」

　昴の一言に、みきが暗い表情になる。

　世の平和を守るために戦うのが星守の使命──しかし、今回の新型イロウスに歯が立たなかったのは事実だ。

　このままでは──

「どうしたの、うららちゃん？」

　その時、さっきまで怒っていたはずのうららが神しん妙みような顔をして、なにやら唸うなっていることに心美が気がついた。

「ちょっとね……。うーん……どこだっけなぁ……」

　記き憶おくのスポンジをぎゅっと絞しぼるように、なにかを思い出そうと必死な様子であった。

「どこかで見た気がしたのよねぇ……」

「見たって……さっきの二人を？」

「うん……」

　しばらく悩なやんだ挙あげ句く、それでもうららは思い出せなかった。

「とにかく……私たちも先を急ごう！」

　気を取り直すようにみきが声をかける。

「行方ゆくえ不明の女の子たちが近くにいるのは間違いないんだから。イロウスには勝てなかったけど……せめて早く助けてあげなくちゃ！」

　みきの想おもいに一同も強く頷く。

　五人は気持ちを切り替かえて地下空間の奥へと進んでいった。




　開けた空間と地下水路が織りなす迷路をひたすら歩くこと小一時間。

　みきたちは再び巨きよ大だいな地下空間へとたどり着いた。

　すでにかなり深く潜もぐっている。

　これ以上を進むなら、さすがに一度引き返して態勢を整えた方が良いかもしれない──そんなことを話し合っていた時だった。

「あ、あれを見てください！」

　心美が指差す先にはさっきの二人がいた。

　そしてその足元には──

「うちの生徒だっ！」

　神樹ヶ峰女学園の制服姿の女子生徒たちが横たわっていた。

　気絶しているのかピクリとも動かない。

　みきたちは急いで少女たちのところへと駆かけ寄る。

「あら、来たのね。尻尾しつぽを巻いて逃にげたかと思ってたけど」

　少しだけ見直したというように花音が呟く。

「なっ……逃げるわけないでしょっ！」

「花音ちゃん、失踪した女の子たちは、ここにいる子たちで全員ね」

　手元の端たん末まつを操作しながら詩穂が報告した。

「みんな息はあるみたい」

「そう……良かった。あー、ちょっと疲れちゃったかも」

　花音が両りよう腕うでを伸のばして背伸びする。

「数が多かったものね、イロウス」

「ま、所しよ詮せんは敵じゃないけどね」

「あの……もしかして、ここにいたあの強いイロウス、全部倒しちゃったんですか？」

　まさかという顔でみきが尋たずねる。

「ここには一体もいなかったわ。ここに来るまでのやつのことよ」

　なんということもないように花音が言い放つ。

「確かに……ここに来るまで、イロウスは一いつ匹ぴきもいませんでした……」

「そんな、たった二人で全部のイロウスを……」

　改めて花音と詩穂の強さに感服するしかない五人だった。




『ねえ～、お腹なかすいた～、お菓か子し買ってきて～』




　その時、この場の空気にそぐわない気の抜ぬけた声が辺りに響ひびき渡わたった。

「葵あおいちゃんってば……」

　花音がやれやれと脱だつ力りよくしながら、通信機らしきものを取り出す。

「そんな子供みたいなことを言わないで。いい大人なんだから」

『あー、花音がいじめる……詩穂ぉ～』

「まあまあ、花音ちゃん。そんなこと言わないの」

『詩穂ってば優やさし～。花音も化け物退治より、私のことを心配してほしいな～』

「空腹の心配って……星守が頼たよりにならないから私たちがやるしかないの！」

『わーん、花音が怖こわい～』

「まったく……」

『それに二人には、他にもやることがあるでしょ？　早く帰っておいで～』

　その言葉を受けて、なにか言いたげだった花音がぐっとこらえる。

「はぁ……帰りましょうか、詩穂」

「ええ、花音ちゃん」

　これ以上の問答は意味がないと諦あきらめた花音が回れ右して、詩穂もそれに倣ならった。

「あとはあなたたちに任せるわ。この子たちを地上に連れて帰ってあげて」

「よろしくお願いしますね」

　あとに残された星守たちは、突とつ如じよ現れた謎なぞの二人組の実力に感心しつつも、次々とわき上がる疑問を抑おさえきることができなかった。

　彼女たちは、いったい何者なのか。

　なぜイロウスを倒たおす力を持っているのか。

　そしてなぜ、あれほどまでに自分たちを敵視するのか。

「結局、あの子たちが誰だれなのか分からなかったね……」

「そうね。ま、ワタシたちのことを良く思ってないってことだけは分かったけど」

「なんなのよ、あの態度！　うらら、ああいう人、好きじゃないっ！」

「う、うららちゃ～ん」

「でもとりあえず……この子たちを安全なところに連れていかなきゃだね」

　言いたいことは尽つきなかったが、みきたちはとりあえず星守としての役割を果たすべく、意識を失っている生徒たちを安全な場所へ運ぶことにした。
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　みきから知らせを受けた樹の協力もあり、地下空間の少女たちは無事に救助された。

　やはり連れ去られた瞬しゆん間かんから目を覚ますまでの記憶を失っていたが、肉体的にも精神的にも大事ないということで、とりあえずは一件落着となった。

　その立役者として賞賛されたのがみきたち星守だったのだが──もちろん、それを素す直なおに喜べるわけもなかった。




　神樹ヶ峰女学園へと戻もどったみきたちは、地下空間で出くわした少女たちについて樹に尋ねてみた。

「星守ではないけれど、イロウスを倒せる……」

　みきの言葉に樹がうーんと考え込む。

「残念だけどわからないわね。そういう存在がいるという情報も現時点では入っていないわ」

「そうですか……」

　樹の言葉にみきが大きく肩を落とす。

　気落ちした星守たちを前に、樹は彼女たちを激励するように柔らかく微笑んだ。

「でもみんな、よく頑がん張ばってくれましたね。行方不明の少女全員を無事に救出できたことは、大きな成果でしょう」

　残念ながらイロウスが少女を連れ去る理由だけが不明だが、それを補って余りある収しゆう穫かくだろう。

　そう感じて教え子を褒ほめた樹だったが──少女たちの表情は浮うかなかった。

「あの、理事長……」

　これまでの会話を隣で聞いていた牡丹へ、みきが思い切ったように口を開く。

「私たちは、星守は……弱いんでしょうか……？」

　新型のイロウスに狼狽うろたえてなにもできなかった自分たちを尻しり目めに、あの少女たちは難なく制圧していった。

　二人の連係も感動すら覚えた。

　それに比べて自分たちはどうだろう──すっかり自信をなくしてしまっていた。

「ふふっ……大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そんな不安をぬぐうように、牡丹はゆっくりと言い切った。

「私は、誰と比ひ較かくしてもあなたたちのことを、弱いなどと決して思いません」

「そう……ですか……」

　慰なぐさめの言葉を受けてなお、みきたちの表情は晴れない。

「でもワタシたち……あの人たちの言う通り、なにもできなかった」

「……そうね」

　昴とあんこがその時のことを思い出し、何度目になろうかというため息をもらした。

「やっぱり……私たちは弱いんでしょうか……」

「そんなことないっ！」

　心美の言葉にうららが声を荒らげる。

　だが、みんなの視線を受けてその勢いはすぐに沈んでしまった。

「そんなこと……思いたく、ないよっ……」

「うららちゃん……」

『はぁ……』

　少女たちの間に暗くよどんだ空気が漂ただよう。

　そんな空気を打ち破ったのは──風蘭だった。

「話は聞かせてもらった！」

　一同が振り向いた先で、理事長室の戸を開け放った格好の風蘭がニヤリと笑う。

「おまえら、もっと強くなりたいんだってな？」

「な、なにか方法があるんですか!?」

　風蘭の勢いに、みきが思わず前のめりになった。

「喜べ！　ちょうど、新しい特訓プログラムを試ためしたいと思っていたんだ！」

『新しい特訓！』

　あの二人に追いつける強さを身につけられるなら──それまでしょんぼりしていた少女たちの瞳ひとみに力が戻った。

「全員、星衣になってラボに集合！」

『はいっ！』
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　風蘭の特訓を乗り越こえた少女たちは、続けて街のパトロールに出ていた。

　イロウスが潜ひそんでいないか、潜せん伏ぷくしている痕こん跡せきはないかを調べるのだ。

　あの二人に早く追いつきたい、強い星守になりたい──その一心で続けざまに与あたえられる任務に挑いどんでいた。

　パトロールの際、心美とうららは渋しぶ谷や周辺を割り当てられ、二人で歩いていた。

　ヘトヘトになりながら、しかしみんなが頑張るのだからと元気を振り絞しぼる心美に対し、うららはずっと上の空だった。

「うららちゃん……？」

　なにやら考え込んだままのうららに心美が声をかける。

「えっと……うららちゃん？」

　聞こえていないのかな、と心美が顔を覗のぞき込むと、

「あーもうっ！　ここまで出かかってるのにっ！」

　突とつ然ぜん、喉のどのところを指でトントンしながら悶もん絶ぜつし始めた。

「思い出せそうで思い出せないのって、すっごいモヤモヤするっ！」

「思い出せないって……あの二人のこと？」

　そういえば地下空間で遭そう遇ぐうした時も、うららは二人に見覚えがあるようなことを言っていた。

「そんなに無理して思い出そうとしなくても……」

「だーめっ！　なんかよく分かんないけど……このままにしておくのはすっごくイヤなの！　思い出さなきゃダメだって、うららの中でなにかが訴うつたえてるのっ！」

「よく分かんないよぅ……」

　うららが必死になる理由がさっぱりな心美は、それ以上の追及を止めた。

　そのうち思い出してくれるだろう、くらいの気持ちで、今はパトロールに集中する。

　そんな感じでしばらく街を散策していた──その時だった。




『さーて、今週もやってきました！　ベストヒットＧＰ！』




　巨きよ大だいな街頭スクリーンから陽気な声とリズムが聞こえてきた。

『今日、紹しよう介かいするのはこの二人です！　どうぞ！』

『はい、初めましてーっ！』

　その声に──記き憶おくの海に沈しずんでいたうららの意識が一気に浮ふ上じようした。

　弾はじかれたようにスクリーンを見上げ、そして驚きよう愕がくする。

「あ、あ、あ……」

「うららちゃん？」

　急変したうららの様子に心美が首を傾かしげる。

　そんな彼女に答えることもなく、うららはただ、震ふるえる指をスクリーンに向ける。

　それにつられて頭上を見上げた心美も、やはり声を失った。

『私たちのこと、知ってる人はお久しぶり！』

『知らなかった方は、ぜひ覚えていってください！』




『私たち、二人合わせてf*fフオルテシモです！』








二章　アイドルとアイドル









　f*fフオルテシモのステージはいつだって観衆を魅み了りようする。

　ステージ上で繰くり広げられる華か麗れいなダンス、美しい歌声が人々に魔ま法ほうをかけ、夢の世界へと引き込んでしまう。

　その人気はデビュー以来、うなぎ登りで留とどまるところを知らない。

　流星のごとく現れたニューヒロイン、それがf*fフオルテシモだった。




「全力で行くわよーっ！」

　国際競技場で行われたライブは、万をゆうに超こえる人々を集めての規模だった。

　はるか遠くまで埋うめ尽つくされた観衆を見み渡わたしながら、花か音のんが元気よく声を張る。

「みんな、楽しんでるー？」

　詩し穂ほの呼びかけに観衆も大だい歓かん声せいで応こたえる。

　ともすればあまりの数に吞のみ込まれてしまいそうなプレッシャーだが、二人は逆にそれを励みにするように、ステージ上を右へ左へと駆かけ回った。

「ほらほらどうしたの？　もっと声出るでしょ？」

　花音が観衆に発破をかける。

　それに詩穂が目を細めた。

「ふふっ、花音ちゃん、楽しそう」

「楽しいに決まってるわ！」

　バッと花音が両りよう腕うでを広げる。

「ここにいるお客さんたちは、みーんな私たちf*fフオルテシモのライブを見に来てくれてるのよ！」

「うん、お客さんがいっぱい……すごく、キラキラしてるわねっ！」

　感極きわまったように潤うるんだ瞳で詩穂も盛り上げる。

「こんな時間がずっと続けばいいのに……」

「もう、詩穂ったら……まだ始まったばかりでしょ！　これから、もっともっと盛り上げていくんだからねっ！」

　その勢いに詩穂は一つ頷うなずき、観衆へと呼びかける。

「みんなーっ！　ちゃんとついてきてねーっ!!」

「ついてこないと置いていっちゃうんだからっ！」

　挑ちよう発はつするような花音のセリフを合図に、次の曲のメロディが流れ始めた。
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「お疲つかれ様でした！」

　ライブを終えた花音と詩穂は、スタッフに挨あい拶さつをすると控ひかえ室へと戻もどった。

　まだ火ほ照てった身体からだから汗あせを滴したたらせながら、大きな達成感を嚙かみしめていた。

「ふぅ……お疲れ様、詩穂！」

　控え室で二人きりになった花音が相方をねぎらう。

　すると、さっきまで笑え顔がおでスタッフに応えていた詩穂の表情が、わずかに曇くもっていた。

「どうしたの、詩穂？」

「ごめんね、花音ちゃん……ダンス、一カ所だけミスしちゃった」

「ミス……？　あぁ、あれね」

　ライブの中ちゆう盤ばん、激しいダンスがあるタイミングで、確かに詩穂の動きが半歩だけ遅おくれていたことを思い出す。

　もともと花音はダンス、詩穂は歌の方が得意だ。

「あのくらいならカバーできるから、全然大だい丈じよう夫ぶよ！」

　詩穂の得意不得意なんて知り尽くした花音である。

　そんなこと気にしなくてもいいと、満面の笑みで応える。

「う、うん……ありがとう……」

「それよりもラストの歌、最高だったわ！」

　花音が興奮した声で身体を乗り出してきた。

「なんていうか、詩穂の歌には心があふれてるのよね……私も負けてられないわ！」

　詩穂の歌声に惚ほれ込んでいる花音にとって、それはユニットの相方というだけでなく、一人のファンとしての感想だった。

「うん……ありがとう……」

　最高級の花音の褒ほめ言葉にも詩穂のリアクションは薄うすい。

　まだダンスのミスを気にしているのだと察した花音が、仕方ないわねと呟つぶやく。

「……詩穂？」

「えっ……」

　コツン──顔を上げた詩穂の額に、自分の額をくっつけた。

「あの日の約束、覚えてる？　私が詩穂をアイドルに誘さそった、あの日の約束のこと……」

　詩穂はハッとしたように目を丸くした。

「……もちろん覚えてる……忘れるわけないもの」

　花音の手をぎゅっと握にぎりしめながら答える。

「お互たがいの強みを合わせて高みを目指す……」

「そう……このヘアピンに誓ちかった……」

　花音の手が詩穂の髪かみをそっとなで、そこにあるヘアピンに優やさしく触ふれる。

「f*fフオルテシモはまだまだ上を目指せる……世界のてっぺん獲とるまで、足あし踏ぶみしてる暇ひまなんてないんだからね？」

「うん……うんっ……」

　詩穂もまた、花音がつけていたヘアピンをそっとなでた。

「二人で駆け上がるわよ……どこまでもっ！」

「うんっ……花音ちゃん！」

　ピピピピピ──

「なによ、もう……こんな時に……」

　電話の呼び出し音に花音が口をとがらせる。

　そのムスッとした顔が妙みように子供っぽくて、詩穂は思わずクスリと笑った。

『やっほ～、元気～？』

　花音の耳に陽気な声が飛び込んでくる。

「…………おかけになった電話番号は現在、おつなぎできませ……」

『ちょっとちょっと、急に着信拒きよ否ひにしないでよ～！』

「もう……どうしたの、葵あおいちゃん？」

　二人のマネージャー的な存在であり、面めん倒どうをみてくれたり面倒をかけたりしてくる困った人──七なな嶋しま葵だった。

『ちょっと用があってね……詩穂もそこにいるんでしょ？」

「ええ、葵先生」

　電話口に口を寄せて詩穂が答える。

「言っておくけど、もうお菓か子しは買いに行かないから」

『そんなんじゃないって～。とりあえず、ライブお疲れ様ってことで。二人の声が聞きたかったの』

「はぁ……。分かったわよ。それでどうしたの？」

　やれやれと花音は先を促うながした。

『イロウスを退治しにいって休んだ授業の補習についての相談♪』

　補習という単語を耳にして、しばし花音の表情が固まった。

『やっぱり学生だから、そういうところはちゃんとしないとね～』

「…………おかけになった電話番号はたった今、使用不可能に……」

『だから着信拒否にしないでってば～！』

　そんな感じで葵とじゃれ合う花音を、詩穂は微笑ほほえましく見守るのだった。
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　奏かなで乃の宮みや女学院。

　全国でも有数のお嬢じよう様さま学校で、通うのも名家の令れい嬢じようがほとんどのこの学校。

　そんな学校の登校時間ともなれば、飛び交かうのは『ごきげんよう』というお上品な挨拶ばかりだ。

　そんな中、校門の一角に黄色い声が飛び交う人だかりがあった。

「花音様！」

「ごきげんよう、詩穂様！」

「あ、あの！　昨日のライブ行きました！　とっても楽しかったですっ！」

「あの……これっ、クッキー作ってみたんです！」

「あ、抜ぬけ駆がけなんてずるい！」

「わ、私も明日、なにか作ってきます！」

　花音と詩穂の周囲に女生徒たちがひしめき合っていた。

　人気絶頂のアイドル二人は、学校でも注目の的だった。

「ふふっ、いつも応おう援えんありがとう！」

「これからも頑がん張ばりますね」

　しっかりとファンサービスも忘れない二人は、一人ひとりに丁てい寧ねいに相手をし、そんな姿がまた女生徒たちを夢中にさせていった。

「はーい、みんな、そこまでー」

　どこか間延びした声が近づいてきた。

「奏乃宮の生徒は、淑しとやかに気高く、がモットーでしょ～？　あんまりミーハーになっちゃダーメ」

　やってきたのは、ちょうど出勤してきた女性教師、七嶋葵だった。

　ショートボブでどこか幼い容姿である。

　注意された女生徒たちは、後ろ髪がみを引かれるような名残なごり惜おしさを抱いだきつつ、しかし先生の言葉に校舎へとトボトボ進む。

　ようやく花音と詩穂に平へい穏おんが戻ってきた。

「ふふっ、花音ちゃんってばモテモテね。ほら、クッキーの袋ふくろにお手紙が……ラブレターかしら」

　詩穂がちょっとイジワルっぽく微笑む。

　すると花音がどことなく不ふ機き嫌げんな顔になって、

「そういう詩穂だってこの前、誰だれかに呼び出されてなかった？」

「部活の後こう輩はいに呼び出されて進路の相談を受けていただけよ」

　なんでもないと答える詩穂にジト目の花音が詰つめ寄る。

「ホントに？」

「本当に。ひょっとして私が取られちゃうって心配した？」

「べ、別に心配なんか……」

　ほんのり顔を赤くした花音がそっぽを向き、そんな彼女を詩穂は微笑ましく見つめていた。

「やっほ～、お待たせ」

　生徒たちを教室へ誘ゆう導どうした葵が戻ってきた。

「おはよ、葵ちゃん」

「もう、葵ちゃんじゃなくて葵先生でしょ～？」

「ふふっ、おはようございます、葵先生」

「詩穂は良い子ね～、花音も見習ってほしいわ～」

「ほっといてよ、もう……」

　自分はそういうキャラじゃないの、と花音が口をとがらせる。

「そうそう、お願いがあったんだった……」

　葵がショルダーバッグをごそごそとあさり、取り出したのはペンと色紙だった。

「葵先生、これって……」

「うん、サインちょーだい！」

「ちょーだいって……さっき偉えらそうに生徒に注意してたのはどこの誰よ……」

　とことん思考回路の読めない葵に、苦く笑しようするしかない二人だった。

「ん～、まあ、サインがほしいのは本当だけど……気にしてないかなって思って」

『気にする……？』

　意味が分からず首を傾かしげる二人だったが、葵はそっと詩穂に、

「昨日のダンスのミス……気にしてないかなって」

「あっ……。気づかれて……いたんですね」

　予想外の耳打ちに詩穂も驚おどろく。

　一いつ緒しよに踊おどっていた花音ならともかく、葵にまで見み抜ぬかれていたのは予想外だった。

「まーね～。これでも一応、あなたたちの先生だからね～」

　抜けているようで大事なところでは鋭するどい──花音も詩穂も、そんな葵のことをなんだかんだで信しん頼らいしているのだった。

「詩穂のことだから変に深刻に考えてないかなーって」

「大丈夫よ。ちゃんと私がフォローしておいたから」

　書き慣れた様子でサインを終えると、花音は色紙を葵へと返した。

「ん、ありがと！　それじゃーねー」

　受け取った葵が子供みたいにはしゃぎながら校舎へと走っていった。

「葵ちゃんってば……ホント、脳天気なんだか鋭いんだか」

「ふふっ……そこが葵先生の素す敵てきなところね」

「まあ、葵ちゃんのおかげで私たちもいろいろ助かってるしね」

　頼たよれるお姉ちゃんのような、手のかかる妹のような──なかなか一言では言い表せないのが七嶋葵という存在だった。

「花音ちゃん、私たちも教室に急ぎましょう」

「そうね、トップアイドルが遅ち刻こくしたらかっこ悪いし」

　f*fフオルテシモから奏乃宮女学院の生徒へと気持ちを切り替かえる。

　こうなると、二人が交わす会話も年相応のものになるわけで──

「詩穂、今日は久しぶりにオフの日だし、放課後にどこか寄っていかない？」

「ステキね。そういえば最近、渋しぶ谷やに新しくケーキ屋さんができたって聞いたわ。パンケーキが美味おいしいらしいの」

「パンケーキ！　いいわね！　私もちょうど甘いものが食べたいなって思ってたの。さすが詩穂！」

「もう、花音ちゃんってば……それじゃあ放課後。一緒に行きましょうか」

　そんな他愛たわいないおしゃべりをしながら、二人は教室へと急いだ。
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『みんな、楽しんでる？』

『ついてこないと置いてっちゃうんだからねっ！』

　星ほし守もりクラスに大きなモニターが持ち込まれ、f*fフオルテシモのライブ映像が上映されていた。

「あの二人、ホントにアイドルだったんだ……」

　モニターにしがみつくようにしてみきが見入る。

「戦ってた時もすごかったけど……」

「歌もダンスもすごいのね……」

　昴すばると遥はる香かもステージでの二人の輝かがやきに目を奪うばわれていた。

　地下空間での花音と詩穂のことは、その場にいなかった遥香たちにも伝えられていた。

「ホント……すごいね」

「すごいなんてもんじゃないのっ！」

　何気ないみきの感想にうららが敏びん感かんに反応する。

「f*fフオルテシモはいま、絶好調の超ちよう人にん気きアイドルなんだから！　知らないとかありえないんだからっ！」

「でも、うららちゃんもしばらく思い出せなかったんだよね……」

「それを言っちゃダメー！」

　アイドルを目指す者として、人気絶頂のアイドルの名前を思い出せなかった自分を認めたくないうららだった。

「こほん！　いい機会だからみんなにf*fフオルテシモのすごさを教えてあげる！」

　誰に頼たのまれるまでもなくうららが勝手に語り出す。

「f*fフオルテシモは煌こう上がみ花音と国くに枝えだ詩穂の二人組ユニットよ」

「煌上花音は、そのカリスマ性と驚異的運動神経によるダンスで人気を集めてるの。母親も若い頃ころは伝説のアイドルだったらしいから、もう遺伝子的にも売れっ子アイドルが約束されていたのも同然ね！」

「へー、そうなんだー」

「うらら、やけに詳くわしいな」

　アイドルにあまり興味があるわけでもない望のぞみやゆりたちも、うららの語りに込こめられた情熱に、徐じよ々じよに引き込まれていった。

「ふふん、これくらいとーぜんよ♪　あと、国枝詩穂はいわゆる癒いやし系ってやつね。大人の魅み力りよくみたいな～、うららとはちょっと別のタイプね。でも、その歌唱力は本物なの。百年に一人の歌うた姫ひめ、なんて言われてるんだから！」

「うむ、あれはなかなかのものじゃったな」

「ええ……ワタクシも感動してしまいましたわ」

　桜さくらや楓かえで、中学生組も、詩穂の透すき通るような歌声にすっかり魅み了りようされていた。

「煌上花音のダンスと国枝詩穂の歌……お互たがいの強みを生かしたコンビネーションは、もはやアイドルの域を超こえてアーティストね！　あらゆるジャンルの枠わくを超えたユニット、それがf*fフオルテシモよっ！」

『おぉー！』

　語りきったうららに自然と拍はく手しゆが起こった。

「でも……そんなすごいアイドルが、どうしてイロウスと戦ってるんだろう……？」

　みきがふと疑問を口にする。

「確かに……不思議だよね……」

「あの時の様子だと、以前からイロウスの相手をしてきたみたいでした……」

　昴と心ここ美みが、二人と出会った時のことを思い返す。

　事情はどうであれ、花音と詩穂の二人がアイドルでありながら、同時にイロウスを倒たおす力を持っているのは事実だった。

「なるほど。だがそうなると彼女たちと一度、話をしてみたいな。星守ではない彼女たちがなにを考え、なにを目的に戦っているのか……」

「でも……どこに行けば会えるのかな？」

「ライブ会場なら確実でしょうけど、会って話すのは難しいでしょうし……」

　明日あす葉はやひなた、くるみが彼女たちと出会う手段に頭を悩なやませていると、

「……あ」

　みきがなにかに気がついたかのように声を上げた。

「どうしたの、みき？」

「ねえ、昴ちゃん。そういえばあの二人、制服着てたよね……？」

「制服……？　言われてみれば確かにそうだったかも。どんな制服だったっけ……」

「ええっと……」

　心美が記き憶おくを頼りに制服の絵を描えがく。

「そうそう、そんな感じのやつだったわ……」

　できあがっていく絵を参考に、あんこがネット上でそれらしい制服を探し始める。

「…………あった。これね」

　心美のわずかな記憶を頼りに、あんこは瞬しゆん時じに画像を見つけてしまった。

「そうです！　これです！　さすが、あんこ先せん輩ぱい！」

「フフッ、これくらい、簡単よ」

　どれどれと星守たちが画像を覗のぞき込む中、明日葉がふと呟つぶやく。

「見たことあるぞ……。確か奏乃宮女学院、かなりの名門校だったはずだ」

「う～ん……前に課外授業で行った場所の近くに校舎があったかも～？」

　蓮れん華げも思い当たる節があるようだった。

「れんれん先輩、あずっち先輩、それってどこにあるの!?」

　しばらく黙だまっていたうららが急に身を乗り出す。

「ふふっ、うららちゃんってば、ほんっと～にf*fフオルテシモのことが大好きなのね♡」

　蓮華が意味ありげにニンマリと微笑ほほえむ。

「ち、違ちがうもんっ！　握あく手しゆしてほしいなーとか、サインがほしいなーとか、そんなこと全然、考えてないもんっ！」

　あせあせしながら視線を泳がせたうららが、心美の腕うでをつかんで引き寄せる。

「こ、ここみがどーしても会いたいって言ってたから、うららもつき合ってあげよっかなーって！」

「うららちゃん!?」

　涙なみだ目めで訴うつたえる心美の腕を、意地でも放そうとしないうららなのであった。
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　放課後、星守一同は奏乃宮女学院へと赴おもむいた。

　あの二人はなぜ、そしてどうやってイロウスと戦っているのだろうという疑問と、テレビの中で活かつ躍やくするトップアイドルに会えるというわずかながらのワクワク感を抱いだいていた一同だったが、到とう着ちやく直後に洗礼を浴びることとなった。

「ごきげんよう、また明日」

「ごきげんよう、お元気で」

「ごきげんよう、今日はこれからご予定は？」

　ごきげんよう、ごきげんよう、ごきげんよう──

「……ねえここみ、ここって『ごきげんよう』って最初に言わなきゃ喋しやべっちゃいけないルールとかあるのかな？」

「わ、私に聞かないでよう……」

　心美は、神しん樹じゆヶが峰みねとは違うお嬢じよう様さまオーラにすっかり吞のまれ、うららの腕にずっとしがみついていた。

「それより……視線が痛いのう……」

「みんな、カエデみたいな挨あい拶さつしてる……」

　桜とサドネが居い心地ごこちが悪そうにモジモジしていた。

　制服が違う彼女たちは完全に浮ういた存在だった。

　奏乃宮の生徒たちが物もの珍めずらしげに眺ながめている。

「うぅ……f*fフオルテシモのお二人、早く出てきてくれないかな……」

「なかなか出てこないな」

「今日はお休みなのかしら～？」

　みきとゆり、蓮華もf*fフオルテシモの二人を行き交う生徒たちの中から捜さがそうと必死に目をこらす。

　だがそんな努力も空むなしく、下校する女生徒たちは、だんだんと少なくなり、やがて陽ひも傾かたむき始めた。

「仕方がない。今日は引き上げてまた後日にするか……」

　明日葉がみんなに呼びかけ、引き上げようとした、その時だった。

　聞き慣れた、でも決して聞きたくはない警告音が聞こえてきた。

「イロウス警報!?」

　まばらだった女生徒たちが、教師に促うながされて校舎へと避ひ難なんする。

「みきっ！」

「うんっ……！　よし、みんな！　とりあえず今はイロウスを倒しにいくよ！」

　f*fフオルテシモの二人に会うことはまだかなっていなかったが、みきたちはイロウスへの対応を優先させることにした。




「あっちの商店街の方だっけ!?」

「うんっ！」

　息を切らして走りながら、学園から伝えられた情報を確かく認にんする。

　すでに周辺住民の避難は終わり、しんとなった商店街を駆かけ抜ぬけた。

「もうすぐ……あの角を曲がった向こうが現場だよっ！」

　さあ行くぞ、と少女たちが星せい衣いとなる。

　砂すな埃ぼこりを巻き上げながら急カーブしたその先で──




「詩穂！　こいつで最後よ！」




　まさに、花音が最後のイロウスを仕留めるところであった。

　人型イロウスの巨きよ軀くが崩くずれ落ち、苦しげに呻うめく。

「花音ちゃん、お疲つかれ様」

「詩穂こそ、ケガはなかった？」




　そこで星守たちが目にしたものは、先ほどまでテレビの中で華か麗れいに歌い、踊おどっていた二人の少女が、イロウス相手に躍やく動どうする姿であった。

「あれが、f*fフオルテシモ……」

「また、アタシたちより先にイロウスを……」

「それより、ねえ……警報が鳴ってからどれくらい経たったっけ？」

　f*fフオルテシモの戦いぶりに感心する遥香と昴に、みきがそっと尋たずねる。

「まだ……五分も経ってないと思うよ……」

「それなのにもうあの二人が来ていて、しかもイロウスを倒し終わっているだなんて……」

　昴と遥香もにわかには信じられなかった。

　あまりにも早すぎる。

　確かに二人の力量は、あの地下空間での戦せん闘とうで知ってはいたが──イロウスの出現を察知して、駆けつけて、討とう伐ばつするまで五分弱だなんて異常だ。

　まるでイロウスの出現を予測し、戦闘態勢を整えていたような──

「あら、あなたたち……」

　星守の存在に詩穂が気づく。

　遅おくれて気づいた花音はムッと眉まゆをしかめた。

「今いま頃ごろ来たの？　もうイロウスはいないわよ」

「なぜ……そんなに早く……？」

「真実が、微笑んでくれたの」

「なっ……！　なによそれっ！　うららたちには、教える気はないってわけ!?」

　意味深な詩穂の言葉に、うららが嚙かみつく。

「あんたたちには関係ないでしょ？　ま、一言で言えば指導者の差ってところかしら」

「私たちには優ゆう秀しゆうな先生がついているんです。その人がこれまでのデータをもとに、イロウスの出現場所を予測してくれるの」

「だから、警報なんかが出る前に駆けつけられるってわけ」

「そ、そんなことが本当に可能ですの？」

「むみぃ……ミミ、よく分かんない……」

　楓やミシェルが疑問を持つのも当然だった。

　神樹ヶ峰女学園にもそれほどまでの技術力は、まだない。

　風ふう蘭らんという優秀な研究者を擁ようしてなお、そのレベルにまでは達していないのだ。

　それなのに花音と詩穂を率いている教師には、それが可能だと言っている。

「二人とも……何者なんですか……？」

　みきが真しん剣けんな表情で問う。

「何者……か。ずいぶんと直球なのね」

「だって、星守でもないのにイロウスを倒たおせるなんて……」

「あなたたちには関係ない。私たちがどんな力を持っていようとも、別にあなたたちと協力しようだなんて思ってないしね」

「な……なんなのよ、さっきから！　うららたちがなにをしたっていうのよっ！」

　花音の相変わらずの厳しい言葉に、うららが反応する。

「まあまあ、花音ちゃん。別に話してあげたっていいじゃない……私たちのことを知ってもらういい機会でもあるし」

「ま、まあ詩穂がそう言うなら、別に話してあげてもいいけど……」

　花音がしぶしぶ納なつ得とくすると、詩穂が静かに語り出した。

「与あたえられたんです……。あの日、力を……」

「与えられた……？」

「そう……あれは、ライブからの帰り道のことだった……」
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「ふーっ！　今日もお疲れ様。詩穂の歌声、とってもキレイだったわ。お客さんたちも、とっても喜んでた」

　ライブを終えて、花音はまだ興奮が抜けきらないテンションでねぎらった。

「うん……ありがとう、花音ちゃん」

　一方で、それに応こたえる詩穂の声には元気がなかった。

「……どうしたの、詩穂？」

「うん……えっとね。今日の開演前、会場の近くでイロウス警報が出たでしょ？　それで、開演も一時間遅れになっちゃって……。仕方のないことだけど、イロウスがいなくなってすっかり平和になったら、お客さんたちも、もっと安心して楽しめるのかなって……」

「詩穂……」

　彼女の落ち込んだ声に、花音もつられて思い詰つめてしまった。

「……って、そんなこと言ってもどうしようもないよね！　私たちには、私たちのできることをやるしか……」

　湿しめった空気を和なごませようとした詩穂に、しかし花音は真剣な表情で言った。

「……どうしようもなく、ないんじゃない……？」

「えっ……？」

「詩穂の言うとおり、私たちは私たちができることをすればいい。私たちは、歌とダンスでみんなを楽しませて、それでみんなを幸せにできる。たとえ、イロウスがいたとしても……そうでしょ？」

「花音ちゃん……」
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「ライブの達成感に浸ひたりながら、イロウスについて話していた、ちょうどその時でした。私たちが、人型のイロウスに初めて襲おそわれたのは……」

「人型のイロウスに……」

「でも、その時、お二人はまだイロウスと戦う力を持っていなかったんですよね……？」

　詩穂の告白にみきたちも思わず息を吞む。

「ええ、だから……」




「なによこれっ！」

「花音ちゃん、逃げて！」




「私たちは逃にげることしかできなかった。イロウス警報もすぐには鳴らなかったし、人通りの少ないところだったから、助けてくれる人もいなかった……必死に走って逃げたけれど、すぐに追いつかれてしまって……」

「やがて、私たちは気を失った……イロウスに追いつかれたところまでは覚えてるけど、それからのことはよく覚えていないわ……」

　花音が当時のことを思い出すかのように、少し怯おびえた表情で話を引き取った。

「でも、その時だった。気を失って、なにも見えない真まっ暗くら闇やみの中で声が聞こえてきたの」
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『コウガミカノン、力がほしいですか？』

「力……？　どういう意味……？　あなたは誰だれ？　なんで私の名前を知ってるの？　それに詩穂はどこに行ったの……？」

『ふふっ、そんな些さ末まつなことは、今はどうでもいいのです……。コウガミカノン、もう一度問います。あなたは、力がほしいですか？』

「力……そうだ、きっと今頃、詩穂は危ない目に遭あってる。私がなんとかしなきゃ……そうしなきゃ、詩穂も私も……」

『では、力がほしい……ということでよろしいですね……？』

「……ええ、もちろん……。あなたが誰かなんて関係ない。たとえ……あくまであったとしても構わない。私は……詩穂を守るためなら、誰かを守るためなら、どんな力だって迷わず受け入れる……。いいわ、私に力をちょうだい！」

『いいでしょう……その言葉、忘れないように……。誇ほこり高きあなたたちに、力を授さずけましょう』
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「……そうやって気がついた時には、私たちはそれまでの私たちとは決定的になにかが変わっていることに気がついた。私も、詩穂もね……」

「なんとなく、分かったんです。私たちにはイロウスを倒す力が備わったことを。そして、それをどう使えばよいのかも」

「その日、私たちは初めてイロウスを倒した。そして誓ちかったの。f*fフオルテシモとして歌とダンスでみんなを幸せにするだけじゃなくて、この授かった力を使ってイロウスも倒すって……」

　自分の手をじっと見つめながら花音が語る。

「あんな怖こわい思いをするのは、もう私たちで最後にする。だから、アイドルも、イロウスとの戦いも、私たちは絶対に諦あきらめない。たとえ、なにがあったとしても……」

　言い終えた花音は、厳しい目で星守たちをキッとにらんだ。

「そんなことが……」

　花音と詩穂の思わぬ告白に、星守たちはかけるべき言葉が見つからなかった。

　突とつ如じよ、自分たちの目の前に現れ、イロウスを颯さつ爽そうと倒し、厳しい言葉を繰くり返す二人の少女が、こんなにも強い覚かく悟ごを持って戦っていたということに、純じゆん粋すいに胸を打たれた。

　そして同時に、自分たちの戦いについて、振ふり返らずにはいられなかった。

　だが──

「でもでもっ！　だったらひなたたちと一いつ緒しよに戦おうよ！」

「そうですわ、別に敵対する必要はないのではありませんの？」

「サドネ……みんなと一緒に戦いたい……」

　ひなた、楓、サドネがそう疑問に思うのも当然であった。

　イロウスを倒して平和を取り戻もどしたい──星守たちもf*fフオルテシモも、目的は同じはずだ。

　なにも争う必要などないはずだ。

「なんで……私たち星守のことを、そんなに嫌きらっているんですか……？」

　みきの疑問に対する花音の答えは、どこまでも厳しく、そしてシンプルなものであった。




「あなたたちを信用することができないから。ただそれだけ」




「私たちを、信用……」

　投げかけられた言葉をそのまま繰り返すだけの心美を、花音はキッとにらみつけた。

「五年前にイロウスに地球を奪うばわれた時も無力だった。そして今も、イロウスの動きに対して後手後手の対応しかできていない……そんなので、いったい誰を守れるっていうの？」

　あまりの厳しい言いぐさに思わずうららも激しく言い返してしまう。

「守れるわよっ！　そもそも地球からイロウスを追い払はらって取り戻したのだって星守じゃない！」

「そうね……それは感謝してる。私も詩穂も……いいえ、きっとたくさんの人たちが感謝してる……」

「それならっ！」

「でもね」

　うららの言葉を遮さえぎるように花音が言い切った。

「あの時、私たちを守ってくれなかったじゃない……それに、新型のイロウスを倒すことができないのも事実でしょ」

　その言葉に、一いつ瞬しゆん全員が声を失った。

　花音が放った一言は、紛まぎれもなく真実だったからだ。

「で、でもっ！　あれは、うららたちだって、いきなりで驚おどろいただけでっ！」

「そ、そうです！　ちゃんと特訓して準備すれば……っ！」

「言い切れる？　絶対に倒せるって……」

　反発した二人に花音はなおも静かに問いかける。

「それは……」

　人型のイロウスを思い出すと、その不気味さと威い圧あつ感は今もなお、少女たちの胸を締しめ上げていた。

　断言したい。次は絶対に大だい丈じよう夫ぶだと胸を張りたい。

　でも──そう言い切れない弱さが、心のどこかに巣くっていた。

「私は言い切れる。絶対に倒すって。すべてを守るために……」

　黙だまり込んでしまった星守たちに花音が告げる。

　一握の迷いも怖おじ気けもない真まっ直すぐな瞳ひとみだった。

「ね、詩穂？」

「うん、花音ちゃん」

　詩穂もまた花音の決意を微み塵じんも疑っていなかった。

　花音と一緒ならどこまでも強くなれる──そう信じているかのような目をしていた。

「分かった？　だから、私たちはあなたたちと協力する気はない。星守は、もう過去の存在なの。あのイロウスを倒たおせる実力がないのなら、足手まといになるだけだからおとなしく手を引いて」

「そんな……そこまで言わなくても……」

「そうよっ！　うららたちだって、別にサボってるわけじゃないもんっ！」

　心美とうららの言葉にも、花音はただ黙って二人を見つめるだけだった。

「ま、いいわ……好きにすれば。私たちは私たちのやり方でやるだけ。詩穂、行きましょ」

「ごめんなさいね。花音ちゃんも決していじわるで言ってるわけじゃないの。ただ、誰も危険な目に遭ってほしくないだけ……また、なにかあったら一緒に頑がん張ばりましょうね」

　背中を向けてさっさと歩き出してしまった花音を、詩穂は星守たちにお辞じ儀ぎをしてから追いかける。

　残された星守たちは、花音に痛いところを突つかれ、ショックを隠かくせない様子ではあったが、とはいえ、あれだけ好き放題に言われてしまっては、悔くやしい気持ちがないわけでもなかった。

「きぃー！　なによ、あの言い方っ！　確かに、うららたちもほんのちょ～っと、あの新型のイロウスに手こずっちゃったけど、あんな言い方しなくてもいいじゃんっ！」

「う、うららちゃん、落ち着いて……」

「ま、あの二人が言ってたことはだいたい合ってたけどね」

「ん～でも～、あんなにかわいい子でも、あんなふうに言われちゃうと、さすがのれんげもちょっとショックかな～？」

「なんにせよ、私たちの修しゆう練れんが足りなかったことは事実だ。今後はより一層、厳しい戦いになることが予想されるだろう。なにか対策を考えなくてはだな」

　明日葉の言葉に、少女たちは力強く頷うなずく。f*fフオルテシモの二人に実力の差を見せつけられ、厳しい言葉を浴びせられたのは確かにショックだ。

　だが、悔しいのであれば、それをバネにして前を向けばいい。

　彼女たちの目はすでに未来に向けられていた。

「よーっし！　みんな、もっともっと頑張るよー！」

　みきの言葉を合図にするかのように、彼女たちは少し明るい表情で学園へと戻っていった。
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　f*fフオルテシモの二人の言葉にショックは受けたものの、少しずつ前向きになりつつあった星守たちだったが、うららだけがどこか浮うかない顔をしていた。

「……うららちゃん、どうかした？」

「…………」

　そんなうららの様子にいち早く気がついた心美が声をかけるも、うららは相変わらず険しい顔をして黙ったままであった。

　どんなときでも強気で、時には強ごう引いんとも呼ぶべき性格であるうららのそんな表情を見るのは、心美にとっても珍めずらしいことであった。

（うららちゃん、やっぱりf*fフオルテシモの二人のことで……）

　うららがなにを考えているのかは、心美にもなんとなく察しはついていた。

　自分たちでは歯の立たなかった新型イロウスを難なく倒すことができ、おまけに、星守は過去の存在とまで切り捨てた謎なぞの二人が、いまや飛ぶ鳥を落とす勢いの超ちよう人にん気きアイドルデュオだったのだ。

　うららが悔しくないはずがなかった。

　星守として戦いながらアイドルを目指す、常つね日ひ頃ごろからそう繰り返していたうららの目に、すでにその両方を手にした二人の存在がどのように映っていたかは、想像に難かたくない。

（でも……）

　そんな悩なやめる親友を前にして、心美にはかけるべき言葉が見つからなかった。

　なぜなら、心美には痛いほど分かってしまっていたからだ。

　彼女の親友にとって、こんな時に他人から心配されることが一番イヤだということを。

　そんなことは、うららのプライドが絶対に許さないということを。

「うららちゃん……大丈夫？」

「……なにが？」

　案の定、うららは心美の方を振り返りもせず、ぶすっとした表情で言葉少なに呟つぶやくだけであった。

「なにがって……それは、その……」

「……だーっ！　もう考えるの止やめた！　こんなことで考え込むだなんて、うらららしくないもん！　未来のスーパーアイドルうららが負けるわけないの！　ほら、ここみ、いくわよっ！」

　うららは無理矢理ひとりで自己完結してしまったかのように、走り出してしまった。

「えぇ……待ってよ、うららちゃ～ん！」

　そんな少し自分勝手なうららに、心美はいつも通り後ろを追いかけていくしかなかった。

　これ以上、その話題について触ふれることはできなかった。

（友達なんだから、悩みがあるなら相談してほしいんだけどな……）

　結局その日、心美はうららが心の内に秘ひめる想おもいに気がついていながら、うらら自身の口からそのことを聞き出すことはできなかった。
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　後日、牡ぼ丹たんの号令のもと、少女失しつ踪そう事件とイロウスとの関係について本格的に調べることが決まった。

　少女たちは連れ去られている間の記き憶おくがなく手がかりがないのでは──そう指し摘てきする星守たちに、得意げに答えたのが風蘭であった。

「新たな手がかりが手に入った」

「手がかりって……」

「救出した子たちへの聞き取り調査の結果、みんな記憶を失う前に、ある同じものを見かけていることが判明した」

　注目を集める中、風蘭が一枚のイラストをテーブルに置いた。

　星守全員でそれを覗のぞき込む。

　そして異口同音に一言、

『……なんですか、これ？』

　そこに描えがかれていたのは、ウサギのようなイヌのような、クマのようなネコのような、なんとも形容しがたい物体だった。

「聴ちよう取しゆした内容を全部まとめて平均化して、機械で画像化したものだ。なんなのかはアタシも分からん！」

『そんな得意気に言われても……』

　イラストと風蘭の顔を交こう互ごに見ながら全員で頭を抱かかえる。

　まさかこれを探せというのだろうか。

　この──よく分からないイラストを手がかりに。

「さあ、さっそく全員で捜そう索さくだっ！」

『やっぱり……』

　勢いだけは元気な風蘭に、少女たちは深いため息をついた。




　星守たちによる未み確かく認にん生物の探索は手分けして行われた。

　港地区にはうらら、心美、ひなた、桜が訪おとずれていた。

「あんなイラストだけで探せって、御み剣つるぎ先生もテキトーだよね～」

「そうじゃのう……」

　ゴミ箱を開けたり、茂しげみの中を覗き込みながら、ひなたと桜がポツリとこぼす。

「桜ちゃんは、正体はなんだと思う？　わんちゃん？　クマさん？」

「ウサギであり犬であり熊くまであり猫ねこ……これはもう、鵺ぬえじゃな」

　妙みように神しん妙みような顔つきで桜が答える。

「ぬえ？」

「日本に古代から伝わる妖よう怪かいじゃ。いろんな動物の部位を併あわせ持つ。胴どう体たいが虎とらで尻尾しつぽが蛇へび……だったかのう？」

「でも、御剣先生のイラストはトラさんっぽくなかったよ？」

「うーむ……では鵺ではなく、キメラかのぅ」

「きめらー？」

「キメラというのは……」

　ひなたと桜の珍ちん問答が繰くり広げられていた。

　それを横で聞きながら、うららと心美も辺りを探す。

「そんな変な動物ホントにいるの？」

「怖こわい動物だったらイヤだなあ……」

　桜が変な話を始めたせいで、心美の中で謎の動物に対するイメージが悪い方へと傾かたむいていた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ここみ。いざとなったらうららが助けてあげるから！」

「うららちゃん！」

　自信たっぷりのうららに、心美が思わず瞳を潤ませた。

「どんな怪かい物ぶつだろうと、このうららが成敗しちゃうんだから！」

「ありがとう、うららちゃん！」

「もう、どーんとこいってやつよ！　どんなのが相手でも……」

　言いかけたうららの顔が固まった。

　何事かと心美が首を傾かしげる。

「う、うらら……ちゃん？」

「……いた」

　うららはそれだけ言うと、勢いよく走り出した。

「えっ……」

　心美がくるりと反転して、うららの視線の先を追いかける。

　そこには──




　ウサギのようなイヌのようなクマのようなネコのような──やはりなんとも形容しがたい生き物が浮かんでいた。




「見つけたーっ！」

　うららの大声にひなたと桜も目標の珍ちん獣じゆうを見つける。

　同時に、珍獣の方も声に驚おどろいたのか、回れ右して逃にげ始める。

「捕つかまえるぞーっ！」

「うむ、追いかけるぞっ！」

「逃がさないんだからーっ！」

「み、みんなにも連れん絡らくしなきゃ……！」

　勢いで追いかける三人に遅おくれて心美が続く。

　珍獣は妙にすばしっこく、なかなか距きよ離りを詰つめられない。

「このっ……ちょこまかと……」

「もーっ！　おとなしくしてってばーっ！」

　うららとひなたが悲鳴を上げる中、心美が端たん末まつからの知らせを三人に伝えた。

「みんながもう少しで来てくれるって！」

「どっちから来るのじゃ？」

「橋の向こうからみたい！」

　心美が指差した先にはサイドブリッジ──港にかかる巨きよ大だいな橋があった。

「……よーし！　そっちに追い込むわよっ！」

　四人は三方から追い込むようにして、珍獣をサイドブリッジの方へと誘ゆう導どうした。

　橋の両側から挟はさみ撃うちにする作戦である。

「やった、あっちに行った！」

　狙ねらい通り、珍獣がサイドブリッジを渡わたり始めた。

　そのまま反対岸へ逃とう亡ぼうしようとする。

　だがその時、反対岸からみきたちが姿を見せた。

　行く手を遮さえぎられた珍獣が、追い返されるようにうららたち四人の方へ逃げ帰ってくる。

「さあ、もう逃げられないわよ珍獣！」

　うららが通せんぼしながらじりじりと距離を詰め、圧力をかける。

　すると──珍獣が喋しやべった。

「ボクはなにもしらないでしゅ！」

「うわっ、しゃべった!?」

「おおお、落ち着け望！」

「お花さんが喋るのと全然違ちがう……」

　望やゆり、くるみがギョッとしていた。

「そんなに驚くとか酷ひどいでしゅ！　ボクはこんなに愛くるしいんでしゅ！」

「まあ……見ようによっては可愛かわいいかも？」

「す、昴ちゃん!?」

「ほら、なんかもふもふしてるし」

「昴、眼科に行きましょう」

「遥香ってば酷いっ！」

　一部に好意を抱いだく少女がいたものの、圧あつ倒とう的多数で珍獣に対して厳しく迫せまる。

「さあ、洗いざらい喋ってもらうわよ！　あんたがなにを企たくらんで……」

　あんこがぐいっと圧力をかけた──その時だった。




「や、やや……やめんかいボケェ！」
















　チンピラのような罵ば声せいが響ひびき渡った。

「しまった……つい故郷の言葉が出ちゃったでしゅ」

　取り繕つくろうように再び媚こびを売ろうとする珍獣だったが、もはやネコの皮をかぶっても手て遅おくれである。

「やっと正体を現したな」

「サドネ……なんか怖い……」

「大丈夫ですわ、ワタクシがサドネを守りますわ！」

「遥香……アタシ、眼科に行くね」

「分かってくれて嬉うれしいわ、昴……」

　豹ひよう変へんした珍獣を誰だれもが異質と認識した、その時だった。




「見つけた、あそこよ！」

「待って、花音ちゃん！」




　突とつ如じよ、二つの声が割り込んできた。

　星守たちが振ふり返ると、そこにいたのはf*fフオルテシモだった。

「葵先生の指示で来てみたけれど……」

「ちょっと、どういう状じよう況きようなの？」

　息を切らした二人が尋たずねると、うららが急に得意気な顔になって、

「ふふん！　今回はこっちが先に見つけたみたいね」

「な、なによその言い方！」

　あからさまな挑ちよう発はつに花音がつい乗ってしまう。

「花音ちゃん、ケンカはダメよ」

「うららちゃんも落ち着いて……」

　詩穂と心美がそれぞれ火花を散らす二人をなだめる。

「私たちは、女の子たちが連れ去られる直前に見たっていう、謎なぞの生き物を追ってきたんです」

　みきの説明に、花音と詩穂が例の珍獣の方を見やる。

「あれのことね……」

「なるほど……」

　二人がまじまじと見つめる。

　さらに増えた視線の数に珍獣が後ずさる。

「さあ、白状しちゃいなさい！　あんたはなにをやったのっ!?」

　うららが詰め寄る。

　すると珍獣は進しん退たい窮きわまったように首を振り回しながら──言った。




「ボ、ボクは無実でしゅ！　なにもやってないでしゅ！　女の子たちをイロウスに変えたりなんてするわけないでしゅ！　…………あ」




　にわかには信じられない言葉が出てきた。

「女の子を……イロウスに変える……ですって？」

「聞き捨てならないな」

　楓と明日葉が視線で威い圧あつする。

「そそそそんなこと言ってないでしゅ！」

「言ったわよね、詩穂……」

「ええ、確かに言ったわ……」

　証人が十数人もいる以上、珍獣に言い逃のがれる余地はなかった。

「マズイでしゅマズイでしゅ……これはマズイのでしゅ！」

　珍獣がガクガクと震ふるえる。

「もっと詳くわしく話を聞かせてもらうわよ！」

「よし、いくよ！　昴ちゃん、遥香ちゃん！」

「絶対に逃がさない！」

　進退窮まった珍獣を捕とらえようと、みきたちが手を伸のばそうとしたその時──




「まったく、なにをやっているのよ、アルル」




　冷たい声が頭上から降り注いだ。

　少女たちが見上げると──そこには中空に浮うかぶ一人の女性がいた。

　その顔に、誰もが見覚えがあった。

『エヴィーナ!?』

　そう──サドネを操あやつり、力を奪うばい、イロウスを束ねていた悪の首領だ。

　地球奪だつ還かん以降は姿を現さなかったのに、ここに来て登場するなんて──誰しもに緊きん張ちようが走る。

「エヴィーナ！　ちょうどいいところに来たでしゅ！　助けてほしいのでしゅ！」

　珍獣──アルルが救世主の出現に声を弾はずませる。

「別にあんたの都合で来たわけじゃないわよ。私はあのお方の計画が狂くるうのがイヤなだけ」

　感情の乏とぼしい眼まな差ざしで言い捨てるエヴィーナに、みきたちが嚙かみつく。

「答えてください！　女の子をイロウスに変えるって本当なのっ!?」

　なにはともあれ確かめなければならないのはそこだ。

　人間がイロウスになる──そんなことがあり得るのか。

　しかし考えてみればこれまでも、イロウスを討とう伐ばつしてしばらくすると行方ゆくえ不明だった少女たちが発見されてきた。

　あの地下空間でも、最さい奥おうで気絶した少女たちを見つけて以降は、イロウスの襲しゆう撃げきは受けていない。

　つまり──アルルが口を滑すべらした証言は、これまでの現象と決して矛む盾じゆんしないのであった。

「答えてっ！」

　追及されたエヴィーナは、面めん倒どうくさそうに髪かみをかき上げると、

「そうよ……それがなに？」

　まるで平然と答えたのだった。

「そんな……人間をイロウスにするなんて……いったいどういうつもり!?」

「どうもこうも、私は利用できるものを利用するだけよ。この地上を再び私たちの手に取り戻もどすために……」

　エヴィーナがその手をぎゅっと握にぎる。

「意外と簡単だったわよ？　人間の心の闇やみに、弱さにつけ込み、揺ゆさぶり……そうして芽生えた恐きよう怖ふ心しん、猜さい疑ぎ心しん、孤こ独どく感、劣れつ等とう感に、ちょっと核かくを埋うめ込んであげれば、あら不思議……異い形ぎようのイロウスの完成というわけ」

「なんて……なんてことを……」

　少女たちは誰もが言葉を失っていた。

　人間をイロウス化できるということ、それがかつての敵であるエヴィーナの仕し業わざであるということ。

　そしてなにより、エヴィーナに微み塵じんも罪の意識がないことに。

「……許さないっ！」

「あーっはははっ！　許さなかったらどうするっていうわけ？」

　少女たちの激げつ昂こうもエヴィーナは意に介かいさない。

　むしろ逆──ニタリと笑った。

「普ふ通つうの人間であっても、あなたたちでは歯が立たないほど強力なイロウスになる……ふふっ、うふふふふふ……あーっはっはっは！」

　エヴィーナは愉ゆ快かいで仕方がないといった様子で高らかな笑い声を上げる。

「なにがそんなにおかしいの!?　あなたはもう私たちに囲まれてる！　今度は絶対に逃にがしはしないんだから！」

　みきが勇ましく声を上げるのとは対照的に、エヴィーナは不気味なほど落ち着いた、冷たい声で続ける。

「……ふふっ、今のうちにせいぜい吠ほえておくといいわ。でもね……たとえば、あなたたち星守が心の闇に吞のみ込まれちゃったら……面おも白しろいものが見れるとは思わない？」

「なにを言って……」

「……っ!?」

　瞬しゆん間かん、周囲の大気が一変した。

　まるで粘ねばついたように身体からだにまとわりつき、自由を奪う。

　ついさっきまで、エヴィーナ相手に勇ましく立ち振る舞まっていたのがうそみたいに、声を出そうにも肺が空気を送り出してくれない。

（なに……これ……）

　突とつ然ぜんのことに混乱する星守たちの頭上で空間が割れた。

　青空だった場所に亀き裂れつが入り、朽くちたタイルのようにはがれ落ちる。

　その向こうに見えたのは──血の色の世界。

　赤と黒の入り交じった異様な光景が広がっていた。

「さあ！　見せてもらおうかしら！　あなたたちの闇をっ！」

　エヴィーナが指を鳴らす。

　途と端たんに少女たちの身体が浮き上がった。

　吸い込まれるように巻き上げられる。

　悲鳴一つあげることもできず。

　誰の手を握ることもできず。

　少女たちは散り散りになりながら、血の色の世界へと放ほうり込まれていった。








三章　思うだけじゃ伝わらないこと









「…………ん……。いたた……」

　うららが目を覚ます。

　そこは血のように赤い世界──ではなかった。

　次し第だいに明めい瞭りようになる意識が周囲の状じよう況きようを把は握あくし──呆ぼう然ぜんとする。

「な、んで……うららこんなところにいるの……？　だって、ついさっきまで……」

　そこは、ライブ会場だった。

　色とりどりの照明が駆かけ巡めぐり、何千という人々がケミカルライトを振ふりながら歓かん声せいを上げている。

　熱気に包まれ、興奮があふれ、感動が躍やく動どうする、そんな──うららにとって夢の舞ぶ台たいであった。

　だが、彼女がいるのはステージの上ではない。

　数多あまたの観衆が居並ぶ中、少しだけ開けた空間に一人で横たわっていた。

「ここは……どうして……」

　ふらりと立ち上がったうららがステージを見上げる。

　眩まばゆい光の中で歌い、踊おどっていたのは──彼女がかつて憧あこがれ、その背中を追いかけていたアイドルたちだった。

　ずっとテレビで、ライブ会場で、応おう援えんし続けてきたアイドルだ。

　しかしなにかがおかしい──

「これは……夢なの……？」

　幼い頃ころから追いかけ続けてきたアイドルだけではなく、最近になって注目し始めたアイドルまでいたのだが──全員が当時の姿のままでステージに上がっていたのである。

　まるで自分の記き憶おくの中の映像がそのまま投とう影えいされたみたいに。

「すごい……」

　大好きなアイドルたちの共演にうららは思わず頰ほおをゆるませる。

　まるで自分のためにセッティングされた舞台のようであった。

　うららは我を忘れて夢中になった。

　最初は控ひかえめに眺ながめるだけだったものが、次第に盛り上がり、他のファンたちと同じように飛び跳はね、腕うでを振り、声を嗄からして声せい援えんを送るようになった。

　だが、やがてその顔が固まった。

　ステージ上からアイドルたちが次々と姿を消したかと思うと、代わりに現れたのは、彼女の心を今最も揺さぶっている一組のユニットだった。




　観衆たちのひときわ大きな声援に迎むかえられたのは──f*fフオルテシモの二人だった。




「そんな……」

　うららは愕がく然ぜんとした。

　それまでステージの上にいたのは自分が大好きだったアイドルたちばかりだ。

　その同じステージに今、f*fフオルテシモが立っている。

　つまりそれは──

「ち、違ちがう！　うららはあの二人に憧れてなんかないっ！」

　うららは反射的に顔を背そむけた。

　認めたくなかった。

　さっきまで一いつ緒しよになって盛り上がっていた観衆の声が、今はただ不愉快だった。




「正直になればいいじゃん♪」




　瞬間、その声を除き、すべての音が消えた。

　ライブの音楽も歌声も歓声も、すべてが幻まぼろしのように霧きりと消える。

　いや、音だけではない。

　あんなに眩かった照明も、大勢いた観衆も、もちろんf*fフオルテシモの姿も──なにもかもがそこには存在しなくなっていた。

　真っ暗で無人のライブ会場に佇たたずんでいるのは、うららだけになっていた。

　いや──うらら〝たち〟だけになっていた。

「あなたは……」

　声の主に視線を向けたうららが目にしたのは──自分とうり二つの顔をした誰だれかだった。

「だ……れよ、あんた……」

「うふふ……うららはうらら。もう一人のうららにきまってるじゃん♪」

「なに、言ってるの……？」

　事態が吞み込めないうららに、もう一人のうららがそっと近づく。

「正直になればいいじゃん♪」

　さっきの言葉をもう一度繰くり返す。

「本当はうららも分かっているんでしょ？　どれだけライバル視しても、気にくわなくても……f*fフオルテシモは、うららのはるか先を進んでいるんだって」

「そっ、それは……！」

　即そく座ざに否定しようとして、できなかった。

　自分の大好きなアイドルたちと同じステージに現れた花か音のんと詩し穂ほ。

　それはf*fフオルテシモというユニットが彼女にとって、間違いなく憧れの存在であることを物語っていた。

「うららは本当はこう思ってるの。アイドルへの想おもいの強さでも、イロウスに対する強さでも……自分はあの二人に遠く及およばないって」

「違う！　そんなことないっ！」

　認めたくないうららが耳を塞ふさいでもがく。

　それでもなお、もう一人のうららは彼女に囁ささやきかける。

「自分に言い訳をしてるの。星ほし守もりだから、今はプロのアイドルになれなくたって仕方ないって。逆もおんなじ。アイドルになるための特訓に忙いそがしいから、星守として力が足りないのも仕方ないって……」

「違う……違うもんっ！」

「だからあの二人が羨うらやましいんだよね♪　アイドルとしての素質も、強さも、どっちも兼かね備えた二人が羨ましくて仕方ない。嫉ねたましくて仕方ないんだよね？」

「黙だまってってばっ!!」

「認められない……自分の小ささが悔くやしくて仕方ない」

「──っ!!　こ、このっ！」

　うららが反射的に飛びかかって口を塞ごうとする。

　しかしもう一人の自分は難なくその手をかわし、勢い余って倒たおれ込んだうららを冷たく見下ろす。

「うららは……うららは……っ!!」

　言い返したい、言い返したい、言い返したい。

　それなのに──言葉が出てこない。

　だって全部が本当だから。偽いつわりようのない真実だから。

　悔しくて唇くちびるを嚙かみしめるうららをよそに、もう一人のうららは笑え顔がおで続ける。

「将来、アイドルになりたいっていうのもウソなんでしょ。本気でなれるだなんて思ってない。うららは～、星守としての活動があるんだから～、いまアイドルになるための時間を取れないのは仕方ないよね～……って自分にウソをついてるだけ」

「そんなこと……！」

「でも～、心の底では本当は分かってるの♪　うららには本気でアイドルになる覚かく悟ごなんてできてないだけ。それを隠かくすために星守であることを利用してるだけ。でも、f*fフオルテシモの二人に見せつけられちゃった……本気でやろうとすればどっちもできるんだって」

「ち、ちがっ……」

「所しよ詮せん、うららにとって星守なんて、アイドルなんて、そんなもんなんだよね？　早く認めちゃった方がラクになれるよ♪」

「ちがうっ……ちがうのっ！」

　必死に耳を塞ごうとしても、どうしてもそれができない。

　なぜならもう一人の自分が語ることは──ここ数日の間、彼女の頭を悩なやませていたことそのものだったからだ。

　自分は、口ではアイドルになりたいといつも言っている。でも、今は星守としての活動があるのだから、すぐにアイドルになれるわけではない。

　星守としての活動が落ち着いたらいずれ──そう思っていた。

　それは仕方のないことだ──自分に言い聞かせていた。

　だがf*fフオルテシモの二人が証明してしまった。

　トップアイドルとして活動することも、イロウスと戦うことも、決して両立不可能なことではないのだと。

　そう思った瞬しゆん間かん、うららの心の中は自分への疑念でいっぱいになってしまったのだった。

　自分はアイドルを目指す覚悟があるのだろうか。

　星守としての活動を、アイドルになれないことの言い訳にしてしまっているだけではないのだろうか──と。

　胸の奥で濁だく流りゆうとなった感情が、そのはけ口を求めてのたうち回り、少しずつ少しずつ闇やみに染まっていく。

　どす黒いなにかが膨ふくれ上がっていく。

　今の自分を吞のみ込んで乗っ取らんとするかのように。

「あ、ああぁ……あああぁぁぁっっ──っ!?」

　こみ上げてくる吐はき気けに、全身を巡る熱さに、うららが身もだえする。

　視界がかすみ始め、自分のうなり声もどこか遠くなって、自分が自分であるという感覚が薄うすれていく。

　蓮はす見みうららという人間が、なにかに塗ぬりつぶされていく──と、その時だった。




『うららちゃんがアイドルになることは、私の夢でもあるんだよっ！』




　闇に吞み込まれてしまう寸前、誰かの──声が聞こえた。

（ここ……み……？）

　その声がうららの心に一つの記憶をよみがえらせる。

　それは確か、ずっとずっと昔のこと──ずっと幼い頃のことだった。
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　うららは幼い頃から周りにチヤホヤされることが得意だった。

　どうすれば可愛かわいがってもらえるのか、物心ついた頃から分かっていたし、その通りに振ふる舞まうことも簡単にできた。

　それを知ってか知らないでか、周囲の大人たちもうららが望むことはなんでもかなえようとしてくれたし、彼女のことをとても大切にしてくれていた。




「うららは将来、ぜーったいアイドルになるんだからっ！」




　うららが自分の夢を、そうやって自信たっぷりに宣言した時も、もちろん周囲の反応はいつもと同じだった。

「うららちゃんなら、将来絶対に可愛いアイドルになれるよ！」

「だってうららちゃん、こ～んなに可愛いんだから！」

　みんなが応おう援えんしてくれた。頑がん張ばれと言ってくれた。

　でもなぜか、うららは不満だった。

　幼心になんとなく察してしまっていたからだ。




　誰も──誰も本気で受け止めてくれている人がいないことを。




『アイドル』という夢は、多くの子供が抱いだくものだ。

　しかし、現実にトップアイドルとして活かつ躍やくできるのは、ごく一ひと握にぎり。

　大人たちはそんなこと百も承知だったが、いつも通り〝可愛い〟うららの言うことに深く考えもせず素す直なおに頷うなずいていただけだった。

　うららが本気でその夢を語っているとは、本当にその夢を実現できるとは、誰も思っていなかった。

　そのことがうららには分かってしまっていた。




　それでも──それでも今もなお、うららがこの夢を持ち続けていられるのは、一人の友人のおかげであった。




「……ねえ、ここみ。やっぱりアイドルになるのって、難しいのかな……？」

　ある日、学校からの帰り道、うららは珍めずらしく暗いトーンで、漠ばく然ぜんとした不安のようなものを打ち明けたことがあった。

「うららちゃん……？」

「ずっとアイドルになりたいって、うららは思ってたけど……誰も本気にしてくれない。みんな……うららちゃんなら可愛いからなれるよ、って言ってくれるけど、誰も本気で考えてくれてないことくらい、うららでも分かるもんっ……」

「…………」

「……って、ここみにこんなこと言ってもしょうがないよね。っていうか、こんなこと話すのうららっぽくないし」

「……う、うららちゃん！」

　突とつ然ぜん、心ここ美みはこれまでうららでも聞いたことのないような大きな声で彼女の言葉を遮さえぎった。

「な、なによ。急に大きな声出して……びっくりするじゃない！」

「うららちゃん、ダメだよっ！」

「ダメって……なにがよ」

「だって、だって……うららちゃんがアイドルになることは、私の夢でもあるんだよっ！」

　心美の予想外な告白を、うららはすぐには理解することができなかった。

「……なんで、うららがアイドルになることがここみの夢になるのよ。ここみには関係ないでしょ」

「えっと、その……それは……」

　なにか言いたげだが、なかなか心美の口から次の言葉は出てこない。

「なによっ！　言いたいことがあるならハッキリ言いなさいよっ！」

「うららちゃんは、私の……憧あこがれ、だから……」

「憧れ……？」

　またもや心美の予想外の言葉にうららは戸と惑まどう。

「……私はいつも、自分に自信がなくて、なかなか思ってることを口に出すこともできなくて……でも、うららちゃんはいつも自信たっぷりで……アイドルになりたいっていう夢も、いつも堂々と言えてるから……。だから、うららちゃんは私の憧れで……」

「ここみ……」

　それはうららにとって意外な言葉だった。

　いつも自分の後ろにくっついてくるだけで、あまり自分の意見を言わない心美。

　そんな心美が、自分のことをそんなふうに思っていたなんて考えたこともなかった。

　うららは、自分の顔がほんのり熱くなっているのを感じた。

　それと同時に、ずっと抱かかえていた心の中のモヤモヤが晴れていく気がした。

「……なによそれ……変なここみ！」

「ご、ごめんね、うららちゃん。急に変なこと言っちゃって……」

「ホントよ！　そんなこと、急に言わないでよねっ！」

　うららはいつの間にか、普ふ段だんの強気な口調に戻もどっていた。

「でも……安心しなさい。うらら、ぜったい、ぜーったい、将来はスーパーアイドルになるんだからっ！　だから……ここみはそんな心配しなくていいの！」

「うららちゃん……」

「……っ！　もう！　ここみ、歩くの遅おそい！　さっさと帰るわよ！」

「えぇ……待ってよ、うららちゃ～ん！」




　アイドルになる──うららの幼い頃ころからの夢が、彼女だけのものではなく、心美との二人の大切な夢になった瞬間だった。




（そうだよね、ここみ……。アイドルになるっていううららの夢はウソなんかじゃない。うららは星守としても強くなるし、スーパーアイドルにもなる。歌えて、踊おどれて、戦える……そんな、超ちようスーパーアイドルになってやるんだからっ！）




　うららの心に、もう迷いはなかった。




「うら……らは……」

　闇の衣ころもに包まれつつあったうららの唇くちびるが静かに動いた。

「うららは……諦あきらめ、ない……」

　輝かがやきを失っていた瞳ひとみに光が戻る。

　全身に絡からみつく闇を振り払はらいながら、目の前に立つ自分を──自分の姿をしたなにかをにらみつける。

「ここみがいてくれるなら、うららはどこまでだって頑張れる……。どんな夢だってつかみ取ってみせるっ！」

　花音と詩穂に負けているからなんだ。差をつけられているからどうした。

　そんなもの絶対に縮めてみせる。

　追い抜ぬいてみせる。

　ここみと一いつ緒しよなら──

「絶対にっ……諦めないんだからっ!!」

　刹せつ那な、闇の衣が飛び散った。

　うららの身体からだが輝き始め、やがて眩まばゆい一つの光球となった。

　真っ暗だったライブ会場全体を吞のみ込み、光で埋うめ尽つくす。

　そうして次にうららが目を開いた時──彼女はいつの間にか、ステージの上に立っていた。

　その身を新しい星せい衣いに包まれて。

「これは……」

　戸惑ううららが、ふとステージの下へ視線を落とす。

　そこには、もう一人の自分がポツンと立っていた。

「…………うらら、諦めないから」

「…………」

「誰だれになんて言われても、絶対に夢を諦めないからっ！」

　絶対の自信をこれでもかと詰つめ込んでぶつける。

　その決意を受け止めたもう一人のうららは、なにも口にすることなく──わずかばかりの笑えみを残して跡あと形かたもなく消え去った。

　だが彼女をじっと見つめていたうららは、その口が少しだけ動いた気がした。

　がんばれ──そう呟つぶやいた気がした。

「早くみんなのところに戻らないと……。ここみは大だい丈じよう夫ぶかしら……」

　うららが上を見上げる。

　ライブ会場の屋根に亀き裂れつが入っていた。

　その割れ目の向こうに赤と黒の入り混じった空間が見える。

　サイドブリッジで吞み込まれた時に見た、あの血の色の世界だ。

「入り口があそこなら……きっと出口もあそこよねっ！」

　うららは不気味な空間めがけて跳ちよう躍やくした。
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「ここは……」

　心美が目を覚ました時、そこは映画館だった。

　広い広い映画館──見み渡わたす限かぎり並ぶ座席の端はしはもはや見えず、後ろを振ふり返ってもまだ席が視界の果てまで続いている。

　そんな映画館の最前列、その中央に心美は座っていた。

　そしてスクリーンに映し出されているのは──

『ほら、ここみ！　行くわよっ！』

『うららちゃん、待ってよ～！』

　自分と、うららの姿だった。

　他愛たわいないおしゃべりに興じたり、ショッピングを満まん喫きつしたり、一緒に星守の特訓を受けていたり。

　毎日の何気ないワンシーンを抜き出して、つなげたような映像だった。

「これって……」

　なんでこんなものが映画館で──心美が不思議に思っていると、不意にスクリーンが暗転した。

　しばしの静せい寂じやく。

　やがて再び映し出されたのは──

『うららちゃん……大丈夫？』

『……なにが？』

『なにがって……それは、その……』

『……あーっ！　もう考えるの止めっ！　こんなことで考え込むだなんて、うらららしくないもん！　未来のスーパーアイドルうららが負けるわけないの！　ほら、ここみ、いくわよっ！』

　そして再び暗転。

　次に映し出されたのは、日の暮れた寂さびしい道を、心美とうららが無言で歩いているシーンだった。

　お互たがいになにもしゃべらない。

　うららはなにかに想おもいを馳はせるようにずっと遠くを見つめ、心美はそんな彼女を遠えん慮りよがちに眺ながめる。

（今までと……どこか違ちがう……）

　心美はピンときた。

　始めに流れていた映像は、いつどこの一幕か思い出すこともできない。

　それくらい、自分とうららにとっては、ありふれた日常の一コマであった。

　しかし今の二つの映像は──よく覚えている。

　花音と詩穂の強さ、そして戦うことに対する二人の強い覚かく悟ごを改めて見せつけられた直後のことだ。

　イロウス警報が鳴り、出現場所に直行した時にはすでに二人によってイロウスが倒たおされた後だった、あの時だ。

　花音と詩穂が、アイドルもイロウス退治もどちらも完かん璧ぺきにやりきってみせると宣言した──その気き迫はくと覚悟に圧あつ倒とうされた、あの時だ。

　うららが自信をなくして、元気をなくして落ち込んでいるのに、かける言葉を見つけられずに黙だまって見守るしかなかった──あの時の自分だった。




「友達なんてくだらないよね」




　瞬しゆん間かん、自分のすぐ左ひだり隣どなりから聞こえた声に心美は息を詰まらせた。

　あまりに突とつ然ぜんで、そして──あまりに似ていたから。

　心美は目線だけで自分の隣を見やる。

　そこには──自分とうり二つの顔でスクリーンを見上げる少女が座っていた。

「どれだけ一緒にいても、仲の良いフリをしても……本気で悩なやんで落ち込んで、ふさぎ込んでいるのに相談すらできない。本気で悩んで落ち込んで、ふさぎ込んでいる時に……なにも声をかけてあげられない……」

　正面を見つめたまま淡たん々たんと語ったもう一人の心美が、ギョロッと目だけを心美に向けた。

「ねえ……ここに映っている二人って……本当に友達同士だと思う？」

　自分と同じ声のはずなのに、それが心美にはどうしようもなく冷たく聞こえた。

「あ、あなた……だれ……」

「あなたは、わたし。わたしは、あなた」

　心美は身動きができなかった。

　膝ひざが震ふるえ手がかじかみ、歯の根が合わなかった。

　異質な空間に閉じ込められた恐きよう怖ふと、自分と同じ顔が隣にあるという恐怖と。

　そして──心を見み透すかされているような恐怖と。

「なんで……そんな、こと……」

　自分とうららとは友達なんかじゃない──そんなことを言われて本来なら黙っていられるわけがない。

　我が慢まんできるわけがない。

　それなのに声が出てこなかった。

　彼女の言っていることはデタラメだ──そう断言できない自分がいた。

（もう一人の私が言ってること……本当に違うって言えるのかな……？）

　うららがなにか思い詰めている時、彼女から切り出してくれるのをただ待つことしかできない自分。

　うららが悲しんでいる時に、ただ見守ることしかできない自分。

（ぜんぶ……私だ……）

　的外れなことを言ってしまいそうだから、うららの気持ちを傷つけてしまいそうだから、自分なんかがうららの支えになれる自信がないから──その全部が怖こわくてどうしようもなくて、だから口をつぐむしかない。

　認めたくない自分の姿を、もう一人の自分から突つきつけられていた。

「ねえ……楽になろうよ？」

　心美の左手が、もう一人の心美にそっと握にぎられた。

「本当に悩んでいる時に、悩みを打ち明けられないのが友達なの？　相手が悩んでいると分かっていても声をかけられないのが、本当に友達なの？　私とうららちゃんは、本当に友達なの？」

「わた……しは……」

　震える心美の唇はまともな言葉を紡つむぐことができなかった。

　目の焦しよう点てんが合わず、意識が薄うすれゆく。

　ゆっくりと、ゆっくりと心美の左手が形を崩くずす。

　五本の指が溶とけ落ち、真っ黒な塊かたまりへと変へん貌ぼうする。

「さあ……」

　頭の奥に染しみこんでくるような、ねっとりとした声が心美を舐なめ回す。

　左手から左ひだり腕うで、そして左半身へ──心美の身体からだは徐じよ々じよにその原形を失い、闇やみの衣に侵しん食しよくされていった。

　眼前のスクリーンに幕が下り始める。

　もうこの二人の物語は終わったのだと告げるように──




『ここみの考えてること、もっと教えてよっ！』




　瞬間、下り始めた幕が動きを止めた。

　スクリーンに再び映像が映し出される。

　それは──いつかの遊園地だった。

　ずっと昔、うららと一いつ緒しよに遊園地に行った時の記き憶おくだった。




『ここみの考えてること、もっと教えてよっ！』




　うららはあの時、確かにそう言った。

　だがうららはなぜ、あんなことを言ったのだろうか──
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　その日もうららは、自分の乗りたいアトラクションを次々と回り、それに心美が振り回されていた。

　いつもの二人によくある光景だった。

（そうだ……。でも、あの時、私は……）

　うららとある約束をしていた。

　一緒に観覧車に乗ろうね──心美はうららと一緒に観覧車に乗ることを楽しみにしていたのだ。

　でも、うららはそれを忘れてしまっているかのように、その場その場で面おも白しろそうだと思ったアトラクションばかり巡めぐり、心美はそれにただついていくことしかできなかった。

　そんなうららがあまりに楽しそうだったから、自分の気持ちを言い出すことができなかった。

　うららが楽しければそれでいい、我慢しようと口を閉じた。




　そんな時、うららがふと立ち止まって、心美の方を振ふり返った。

「ねえ、ここみ！」

「……どうしたの、うららちゃん？」

「ここみは、なにか乗りたいものはないの？」

「え……ううん、私はうららちゃんの乗りたいものでいいよ」

「……あっそ」

　うららと一緒に観覧車に乗りたい──本当の気持ちを伝えることができなかった。

　うららちゃんはきっと、私との約束のことなんて忘れちゃってる。でもこれでいいんだ。うららちゃんが楽しければ──そんな諦あきらめと満足感に浸ひたっていた心美に──うららは激げつ昂こうした。




『……ここみのバカっ！　もういいっ！　うらら、ひとりで観覧車に乗るからっ！』




　心美には、うららが突然態度を変えた理由が分からなかった。

「えっ……うららちゃん、待ってよ……私も一緒に行くから……」

「ここみはいいのっ！　うらら、一人で行ってくるから！」

「急にどうしたの、うららちゃん……？」

「だって、ここみは乗りたいものがないんでしょ！　だったらここで待ってればっ！」

「え……どうしてそんなこと言うの……？　私だってうららちゃんと一緒に観覧車に乗りたいよう……」

「…………」

「約束したよね……？　二人で一緒に観覧車に乗ろうって……」

　心美が自分の気持ちを素す直なおに語った、その時だった。




『だってここみがなにも言ってくれないからでしょっ!?』




　うららのその言葉に、心美はハッとした。

　一緒に観覧車に乗りたい──そう言い出したのは自分の方なのに。

　楽しそうにするうららに遠慮して自分の想いを押し殺してしまっていた。

『ここみってばいっつもそうっ！　ここみがなにをしたいのかさっぱり分からないっ！　今日だってそうっ！　ねえ、ここみは楽しいの？　うららにつき合うだけで……本当に楽しいのっ!?』

　呆ぼう然ぜんとする心美にうららは叫さけぶ。

『もっと教えてよ！　もっと聞かせてよ！　ここみの考えてること!!　ここみはうららと一緒にいて、ホントに楽しいの!?　ここみの思ってること、ちゃんと言ってくれなきゃ、うらら……分かんないよっ！』

　あぁ──そうだ。

　その時、心美は気づいたのだった。

　うららは自分のことを本当に友達として見てくれているのだろうか──そんな不安を抱いだいていた自分と同じように、うららもまた悩んでいたのだと。

　うららに対する想いを、自分がちゃんと伝えていないから。

「……うららちゃん、ごめんね。私、うららちゃんと一緒にいて楽しいよ！　今日だってうららちゃんと一緒に観覧車に乗れるの、すごく楽しみだったから、だから……私、うららちゃんと一緒に観覧車……乗りたい……！」

「……そ。じゃあ、さっさと行くわよ。……でも、これからはここみの考えてること、したいこと、ちゃんと言ってよね。いい？　もし遠えん慮りよなんかしたら、うらら、許さないんだからねっ！」

「うん……うんっ……ありがとう、うららちゃん！」




　あの日、約束したのだ。

　悩なやみも不安も喜びも悲しみも文句も怒いかりも──お互たがいにちゃんと思っていることは、口に出して伝えようと。

（そうだ……。それなのに私は……）

　いつしか忘れてしまっていた。

　活発なうららを見守るだけの自分に戻もどってしまっていた。

　だから──f*fフオルテシモの勢いに吞のみ込まれて落ち込んだうららに、なにも言えない朝あさ比ひ奈な心美になってしまっていたのだ。




「…………うららちゃんは、私の大切な友達」

　その半身を闇の衣ころもに包まれた心美が告げる。

　もう迷わない。もう遠慮しない。もう怖がらない。

　だってそれが、本当の友達なのだから──

「元気で、可愛かわいくて、強ごう引いんで、自信家で、負けず嫌ぎらいで……なにからなにまで私と違ちがうけど……うららちゃんは私の大切な友達だからっ！」

　枯かれかけていた瞳ひとみに力が戻る。

　その目がもう一人の心美を射い貫ぬいた瞬しゆん間かん、心美の半身にまとわりついていた闇が爆はぜた。

　闇を振り払はらった心美の身体が光を帯びる。

　その輝かがやきに覆おおい尽つくされたもう一人の心美は、なにも言うことなく姿を消してしまった。

　最後に残されたのは、新たな星衣をまとった心美だけだった。

「これって……」

　見たことのない星衣に心美が戸と惑まどう。

　しかし迷っている場合ではないと、自分の頰ほおをパチンとたたいた。

「……うららちゃんが待ってる！」

　決意を新たに心美が走り出す。

　延々と終わりなく伸のびた座席の向こう──闇の中に亀き裂れつが見えた。

「きっと、あそこに出口が……」

　立ち去る心美を見届けるように、その背後ではスクリーンに再び幕が下り始めた。

　やがて幕がスクリーンを完全に隠かくす。

　幕が下りきるまで、スクリーンには一枚の写真が映っていた。

　それは仲良く手をつなぐ心美とうらら、そして──




　そんな二人を背後から見守る、もう一人の心美だった。
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　サイドブリッジ──

　赤く染まった空に裂さけ目ができた。

　一つ、そしてもう一つ。

「たあぁぁぁ！」

「やあぁぁぁ！」

　二つの亀裂が同時に弾はじける。

　裂け目をぶち破るように飛び出したのは──心美とうららだ。

「ここみっ!?」

「うららちゃん!?」

　二人ともお互いに衝しよう突とつするコースで飛び出してしまっていた。

　勢いそのままに二人は空中で衝突しそうになったが、なんとかスピードを殺し、お互いに抱だき合うように止まった。

「ここみ！　あのね、うらら、伝えたいことがっ……！」

「うららちゃん！　私、どうしても言いたいことが……っ！」

　二人が同時に叫び、同時に驚おどろく。

　今までの二人なら迷わず心美が先を譲ゆずり、うららに促うながしただろう。

　しかし、今度は違った。

「うららちゃん！　私から言わせてっ！」

　うららのお株かぶを奪うばうような強引さで、心美は彼女のほっぺたを両手で押さえた。

「私はうららちゃんを支えたい！　星守のうららちゃんも、アイドルのうららちゃんも、どっちも大切なうららちゃんだからっ！　だから……だから教えて！　うららちゃんの悩んでること全部っ！」

　これまで我が慢まんしてきた──いや、忘れていた想おもいをぶちまけるように心美が吐と露ろする。

「ちゃんと答えられないかもしれない！　変なこと言っちゃったり困らせちゃったりするかもしれない！　でもっ……でも絶対に受け止めるからっ！　うららちゃんは……私の大事な大事な友達だからっ!!」

　その頰に一筋の涙なみだを滴したたらせながら、悲鳴のような声で心美が叫んだ。

「ここ……み……」

　うららは声を失った。

　真まっ直すぐに自分を見つめ、今にも泣き出しそうに嗚お咽えつをこらえ、それでも言い切ってくれた友達の瞳に意識が吸い込まれていった。

「…………うん、分かった」

　やがて、うららが語り出した。

「うららね……自信なくしちゃってた」

　かつてなら誰だれにも吐はけなかった悩みを、今だけは洗いざらいぶちまけた。

「ううん、それだけじゃない……。星守としての使命とか、アイドルを目指す熱意とか、そんなのも全部まとめて消えちゃってた……f*fフオルテシモのすごさになにもかも諦めそうになってた……」

　でもね──うららが心美の顔を見つめ返す。

「ここみが思い出させてくれたの……。うららの夢は二人の夢だって。うららだけじゃない、二人でかなえる夢なんだって……」

　心美の手の上に自分の手のひらを重ね、温ぬくもりを確かめるようにそっとなでる。

「ありがとね、ここみ……」

「うららちゃん……」




「な、なぜ……。なぜその姿で戻ってきた!?」

　エヴィーナが声を荒あららげた。

　宙に浮うかぶ彼女の周囲には、十六個の黒い炎ほのおが漂ただよっている。

　その一つ一つが星守たちと花音、詩穂を閉じ込めた狭はざ間まの世界だ。

　うららと心美も含ふくめれば合計十八個──これだけの数の狭間の世界を維い持じしていたエヴィーナは、そちらに集中するあまり、二人の復帰に気づくのが遅おくれた。




「ふんっ、未来のスーパーアイドル、うららを惑まどわそうったって、そうはいかないんだからね！」

「うららちゃんと一いつ緒しよなら、私は絶対に負けないっ！」

　二人の瞳にもはや不安の色はなく、自信に満ちあふれていた。

　そんな二人にエヴィーナが食ってかかる。

「なぜイロウス化しない!?　なぜその姿を保てるっ!?　なぜ……なぜっ!?」

　人間の闇やみをあぶり出し、不安や怒り、憎にくしみ、悲しみを育て上げ、心を乗っ取って肉体から引きはがし、実体化させる──それがエヴィーナによる『人間のイロウス化』だ。
















　星守とて心に闇を抱かかえていないはずがない。

　それがどうしたことか。

　彼女たちはイロウスになるどころか、新たな力を身にまとって戻ってきているではないか。

「うららとここみの友情を甘く見ないでよねっ！」

「うららちゃんはこれまでも、これからも、私の大切な友達だからっ！」

　愕がく然ぜんとするエヴィーナに絆きずなの強さを見せつける。

「くっ……しかしおまえたちだけだ！　残りの星守たちは必ずや……」

　エヴィーナは残る十六個の黒い炎の維持を優先した。

　すぐにイロウスとなった星守たちが、その醜みにくい姿を現すだろう──そうなれば二人だけの星守など恐るるに足りない。

　そう喚わめいた──直後だった。




　十四個の黒い炎が、消えた。




「な、なぜ……っ!?」

　愕然とするエヴィーナの眼前で、空間に十四個の亀裂が入る。

　ひびはすぐに大きくなり、そして崩くずれ落ちる。

「みんなっ！」

　うららや心美と同様、新たなる星衣を手に入れた少女たちが姿を見せた。

「ふぅ……やっと出られましたわ」

「カエデ！　サドネ、がんばった！」

「望のぞみ、ゆり……どうしてそんなに顔が赤いの？」

「べ、べつに！　ゆりは関係ないんだから！」

「そそそそうだ！　望は全然、これっぽっちも関係ないからな！」

　少女たちはどこか達成感にあふれた──一部ではなにやら照れていたが──そんな表情だった。

「バカな……誰もイロウス化していないだとっ!?」

　最悪の結果にエヴィーナが狼狽うろたえる。

　そんな彼女に、新たな力を手に入れた星守たちが容よう赦しやなく迫せまる。

「私たちをイロウスにしようなど、舐なめられたものだ」

「そうよ～♡　明日あす葉はとれんげの仲を裂くなんてむ～り♡」

「つまらないＶＲゲームだったわ……。こんなクソゲーさせたツケ、しっかり払ってもらうわよ？」

　じりじりと包ほう囲い網もうを狭せばめられたエヴィーナが、残る二つの黒い炎を悔くやしげに一いち瞥べつした。

「くっ……これでは維持は不可能か……」

　エヴィーナが口くち惜おしそうに舌打ちした。

　直後、二つの黒炎は消しよう滅めつし、その中から花音と詩穂が姿を現した。

　二人ともイロウス化はしていない。

「こ……ここは……」

「私は……いったい……」

　狭間の世界からいきなり引き戻もどされた花音と詩穂は、事態が吞のみ込めずに混乱する。

　それでもはっきりと分かること──それは目の前に居並ぶ星守たちの目が、これまでとは比べものにならないほど自信に満ちあふれていることだった。

「あの子たち……」

「ええ……なにか吹ふっ切きれたみたいね」

　星守たちの変化をはっきりと感じ取ったf*fフオルテシモの二人は、どこか悔しそうな、でもどこか嬉うれしそうな笑えみを浮かべた。

「ふふっ、やっとここまで来てくれたわね……私たちも負けていられないわ。いくわよ、詩穂！」

「ええ、花音ちゃん！」

「さあ、覚かく悟ごしなさいっ！」

「もう許さないからっ！」

　うららと心美が先せん陣じんを切ってエヴィーナへと襲おそいかかる。

　それぞれが絶望の淵ふちで手に入れた新たな力を手に。

　それぞれが絶望の淵で確かめた大切な想いを胸に。




「よーっし！　みんな、行くよーっ！」

　みきのかけ声を合図に少女たちは躍やく動どうした。

　自らの心の闇に打ち勝った彼女たちに、もはや怖おそれはなかった。
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「くっ……ぬかったわ……」

　エヴィーナは命からがら、星守たちの追つい撃げきから逃にげ切ることに成功していた。

　覚かく醒せいした星守の力に、今の彼女は無力だった。

　かろうじて大きな負傷はしていなかったが、逃げ落ちるために、集めておいた手て駒ごまのイロウスを使い切ってしまった。

　今後の作戦に支障が出ることは避さけられない。

「どこかで……どこかで挽ばん回かいしなければ……」

「まったく、酷ひどい目に遭あったでしゅ」

　ちゃっかり逃とう亡ぼうしていたアルルがエヴィーナの前にひょっこりと姿を現す。

　その他人ひと事ごとじみた態度にエヴィーナが眉まゆをつり上げた。

「誰のせいでこんな事態になったと思ってるの……」

　そもそもはアルルが星守たちに見つかり、新型のイロウスの正体について口を滑すべらせたことが発ほつ端たんだ。

　もっと用よう意い周しゆう到とうに立ち回っていれば──エヴィーナが唇くちびるを嚙かむ。

「な、なんでしゅか！　ボクはただ……」

「うるさい珍ちん獣じゆう」

「その呼び方は嫌きらいでしゅ！」

　短い手足をじたばたさせるアルルだが、もはやエヴィーナの目には映っていない。

　その目は遠く、ここにはいない誰かを夢想していた。

　自分が仕えるべき主あるじの面おも影かげを。

「必ずや御ぎよ意いのままに成し遂とげます、イリス様……」
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「逃がしちゃったか……」

　エヴィーナが逃亡のためにばらまいたイロウスを倒たおし終えたみきが肩かたを落とす。

「けどイロウスを放ほうってはおけなかったし、仕方ないよ」

「ええ、街のみんなを危険に晒さらすわけにはいかないものね」

　昴すばると遥はる香かがそっとみきをフォローする。

「しっかし、あのエヴィーナが暗あん躍やくしていたなんてね……」

「これからますます、気を抜ぬけなくなっちゃったわね～」

「ああ、気を引き締しめていかないとな」

「カエデ……サドネは……」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。サドネは必ずワタクシが守ります！」

　黒幕の登場に星守たちが決意を新たにする。

　そんな少女たちを花音と詩穂が温かく見守る。

「花音ちゃん、まだあの子たちのことが頼たよりない？」

　何気なく尋たずねた詩穂に、花音は慌あわてたようにそっぽを向いた。

「ま、まあ、そこそこできるようになったんじゃない？　けど、やっぱりまだまだね！」

「ふふっ、素す直なおじゃないんだから……」

　そんなやり取りをしているところに、うららが近づいていった。

「あの……」

　うららは遠えん慮りよがちに、しかしぐっとお腹なかに力を入れて二人を見つめた。

「うらら、負けないからっ！」

　突とつ然ぜんの言葉に花音と詩穂が目を丸くする。

「星守もアイドルも……どっちも絶対、うらら負けないからっ！　とっ……とにかくそれだけっ！」

　せいいっぱいの勇気を振ふり絞しぼったうららが、回れ右して背中を向ける。

　その後ろ姿を見つめながら、詩穂は再び言った。

「まだ……頼りない？」

　その言葉に、花音はふっと肩の力を抜いて答えた。

「まあ……今後に期待しましょ」








四章　昨日の敵は今日の友、昨日の友は──









「みなさん、星ほし守もりとしての新たなる力の覚醒……とても素晴らしく思います」

　少女たちが星守としての新たな力を芽生えさせてから数日後、全員が教室に集められていた。

　教きよう壇だんに立つ牡ぼ丹たんがゆっくりと見み渡わたす。

「さらに新型イロウスの正体も突つき止めたことは大きな成果です。みなさんの頑張りで、事件が解決の方向に向かっていることは間ま違ちがいないでしょう」

　牡丹の一言一句に少女たちが聞き入る。

「私たちとしては、この機会に力を結集し、イロウスを生み出す正体不明の勢力に団結して立ち向かうのが得策と考えました。そこで……」

　なにが明かされるのだろう──少女たちがぐっと身を乗り出す。

「みなさんには、彼女たちと親交を深めていただきます。どうぞ、お入りなさい……」

　牡丹が教室の外へと声をかける。

　ガラリとドアが開いた。

　少女たちの十六対ついの瞳ひとみが一いつ斉せいに向けられたそこには──




「煌こう上がみ花か音のん……」

「国くに枝えだ詩し穂ほです」




　奏かなで乃の宮みや女学院の制服に身を包んだ二人が、どこか居い心地ごこちが悪そうに佇たたずんでいた。

　まさかの二人の登場に誰だれもが口をあんぐりとさせる。

　そんな少女たちの中で、一番早くリアクションしたのは、やはりうららだった。

「なななななななななんで二人がっ!?」

　イスを蹴けり倒して飛び上がる。

　穴が空くほど指を突きつけられた花音がプイッとそっぽを向く。

「別に私だって好きできたわけじゃ……」

「花音ちゃん、そういうことは言わないの。ね？」

「詩穂まで……」

　やんわりとたしなめられた花音は、居心地が悪そうに目を伏ふせた。

「改めて説明するまでもありませんね。f*fフオルテシモのお二人にこのたび、星守との交流を深めるということで短期間ですが編入していただくことになりました。みなさん、仲良くするように」

『は、はい……』

　少女たちが緊きん張ちようの面おも持もちで返事する。

「昴すばるちゃん、遥はる香かちゃん！　アイドルだよ、アイドル！」

「みきってば、そんなに騒さわがなくても……」

「うららちゃんみたいね」

「高校二年だって……アタシたちと同級生だね」

「うん……お友達になれるかな……」

「二人とも……背が高い……。また私だけ……」

　突然の二人の編入に教室がざわつく。

　そんな中、うららだけが複雑な表情のまま花音と詩穂を見つめていた。
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　花音と詩穂が新たに加わった星守クラスには、どことなくぎこちない雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　これまでなにかと衝しよう突とつしてきた二人がいきなり編入してきて、接し方が分からなかったのだ。

　そんな時だった。

「ねえねえ、花音せんぱい、詩穂せんぱい」

　二人のところに駆かけ寄った者が一人──ミシェルだった。

　なぜ彼女だったか──それはこの中でミシェルが一番、人ひと懐なつこいからだった。

　アイドルに詳くわしいわけでもないから、憧あこがれるあまり遠慮することはない。

　変に緊張することも特別扱あつかいすることもなく、ごく普ふ通つうに話しかけたのだった。

「せ、先せん輩ぱいって……」

「だってミミよりお姉さんだよ？」

「ごめんなさいね。花音ちゃん、先輩って呼ばれるのに慣れてないから」

　詩穂がそっとフォローする。

　トップアイドルということもあって、奏乃宮女学院で後輩が花音を呼ぶ時はいつだって花音様──である。

　先輩という響ひびきがどこかくすぐったかった。

「花音せんぱいと詩穂せんぱいはアイドルなんだよね？」

「ええ、そうよ」

「えっと……うららせんぱいもアイドルになりたいーって言ってるんだけど、どうやったらうららせんぱいもテレビに出られるの？」

「…………」

　詩穂が困ったように笑顔で固まる。

　単純にうららを応おう援えんしたい、すごいアイドルになってほしい──そんな気持ちからこぼれ落ちた疑問だった。

　しかし当のうららには小こっ恥ぱずかしいことこの上ない。

　よりにもよって花音と詩穂の二人にそれを聞くかと、顔が真っ赤になる。

「ちょっとミミっち！　なんでそこでうららが出てくるのよっ!?」

　慌てて背後からミシェルを羽は交がい締じめにするうららだったが、ミシェルが逆にそんなうららが意外だという顔で、

「だって、うららせんぱい……テレビに出たいっていつも言って……」

「わーっ！　わーっ!!　わーったらわーっ!!」

　これ以上ミシェルに余計なことを言わせないよう、うららが必死に口を塞ふさぐのだった。

「テレビかぁ……たしかに、ちょっと興味あるかも」

　ミシェルの言葉に触しよく発はつされ、みきがポツリともらす。

「未知の世界だからね、テレビの裏側なんて」

「確かにそうね……少しお話を聞いてみたいかも……」

　昴と遥香も、アイドルとテレビというキーワードに耳をくすぐられた。

　そしてその他の少女たちも。

「どうやってテレビ番組は作られているのかのう？」

「ねーねー、テレビで歌ったり踊おどったりって緊張しないの？」

「有名人と知り合いになれちゃったり～？」

　一度火がついた好こう奇き心しんは留とどまることを知らず、すぐに広がっていく。

「テレビのオファーは、どのように来るんですの？」

「テレビの衣い装しようってあるじゃない？　あれってレンタル？　買い取り？」

　素そ朴ぼくな疑問から突っ込んだ質問まで、矢や継つぎ早ばやに花音と詩穂へ投げかけられる。

「ちょ、ちょっと！」

「み、みなさん落ち着いてください……」

　いつの間にか花音と詩穂の周りに少女たちが集まっていた。

　ついさっきまでの余所よそ余所よそしい雰囲気などどこへやら、そこにあったのは転校生に質しつ問もん攻ぜめをするクラスメイトという、どこにでもある光景だった。

「むみぃ……ミミが聞きたかったのに……」

　すっかり勢いに吞のまれたミシェルがしょんぼりと肩かたを落とす。

　そしてもう一人、賑にぎやかな輪の中に入っていけないのが──

「ふんっ、なによ！　たかがf*fフオルテシモが来たくらいでみんな浮うき足立っちゃってさ！」

　バレバレの意地を張って強がろうとするうららであった。




　花音と詩穂がクラスに溶とけ込むのにたいした時間はかからなかった。

　ミシェルがきっかけとなって、花音と詩穂に対する見えない壁かべはゆっくりと崩れていった。

　花音と詩穂の方も星守への対たい抗こう心しんは影かげを潜ひそめ、共にイロウスから人々を守る仲間なのだという思いが少しずつ芽生えていった。
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　とある放課後。

　花音と詩穂は剣けん道どう場じようを訪おとずれていた。

　高校二年生組──望のぞみ、ゆり、くるみは放課後、そこですごしていると聞いてのことであった。

　私は別に──と渋しぶる花音だったが、同学年である三人とはきっと話も合うはずだからと、せっかくならみんなと仲良くなりたいと願う詩穂が引っ張ってきたのであった。

「これが神しん樹じゆヶが峰みねの剣道場……。すごいわね、花音ちゃん」

「まあ……なかなかやるじゃない」

　純和風の立派な剣道場に、乗り気でなかった花音も少しは心を惹ひかれたようだった。

「で、私に見せたいものって、結局なんなの？」

「ふふっ、それは見てからのお楽しみ♪」

　二人が剣道場の中を覗のぞき込むと、そこでは、胴どう着ぎと面をしっかりと着け、竹刀しないを構えたゆりが瞑めい想そうをしていた。

「お、きたきた！」

「ふふっ、いらっしゃい」

　望とくるみはというと、ゆりとは対照的に面も胴着も着けず、制服姿のまま壁かべ際ぎわに座っていた。

「ではっ、始めるぞっ！」

　瞑想を終えたゆりが元気よく声を上げる。

　ゆりの方に視線を移した花音は、妙みようなことに気がついた。

　彼女が竹刀を構える先には相手の姿がなかったのだ。

　代わりに、ゆりの前方数メートル──そこにあったのは、炎ほのおの灯ともったろうそくとそれを載のせた燭しよく台だいであった。

「まさか……」

　花音が思わず息を吞んだ、その時だった。




「…………せいっ!!」

　ゆりが鋭するどく竹刀を一いつ閃せんさせた。

　数すう瞬しゆん後、ろうそくの炎が息を吹ふきかけられたかのように消えた。

『おぉーっ！』

　見守っていた望とくるみが拍はく手しゆを送る。

「ホントに消えた！　さっすが、ゆり！」

「次のゆりの誕生日パーティーが楽しみ」

「いや、バースデーケーキでこれはちょっと無理じゃないか……」

　面を外しながらゆりがつっこむ。

「す、すごいわね……」

　盛り上がる三人を眺ながめながら、花音はゆりの技わざに感服していた。

「ほら。来てよかったでしょ？　三人が面おも白しろいものを見せてあげるからって言ってくれたの」

　無意識のうちに二人とも小さく拍手していた。

「ゆりは剣道部なのよね……剣道をやってると、あんなすごい技も身につくものなの？」

　どちらかというと剣道には地味なイメージしかない花音が尋たずねる。

「うーん、普通はできないんじゃない？」

「うん、ゆりは特別」

　本人の代わりに望とくるみが答えた。

「ゆりは本当に剣道一筋だからね～。頑がん張ばって打ち込んできたからこそだよ」

「達人だね」

　まるで我がことのように二人がゆりを褒ほめる。

「そ、それほどでも……」

　そんな賞賛にまんざらでもないゆりだった。

　たははっと照れ笑いしていると、そんな彼女を見つめていた花音がふと呟つぶやく。

「…………私も剣道、やってみたいかも」

　その言葉に一同が、花音の方を振ふり返る。

「花音ちゃん、剣道に興味があったの？」

「あったというか……今わいたというか……」

　花音の中で、剣道は地味というイメージから脱だつ却きやくしつつあった。

　もちろん今すぐに、ゆりのような技は身につかないだろう。

　それでも、これまで自分とは無む縁えんだった剣道というスポーツに対し、無む性しように好奇心をくすぐられた。

「教えてもらってもいい？」

「もちろんだ！」

　ゆりに断る理由などなかった。

　自分の好きなものに興味を持ってもらえて、嬉うれしくないはずがない。

「さあ、こっちだ！」

　ゆりは嬉き々きとして花音の腕うでを引っ張ると、余っていた竹刀を手て渡わたした。

「さあ、まずは私と同じようにやってみるんだ！」

「ちょ、ちょっと待って……」

　ぐいぐい来るゆりに花音が狼狽うろたえる。

　そもそも、剣道についての知識自体が乏とぼしいのだ。

　いきなり、ゆりと同じことができるわけがない。

　少しずつ教えてもらうつもりだった。

「まずは基本的なことというか、基き礎そ的なことというか……いきなり実じつ践せんってのは……」

「はっ……それもそうだな。すまない、先走ってしまった……」

　分かってくれてよかった──花音が胸をなで下ろす。

　だが、ゆりはさらに斜ななめ上を行った。

「やはり形から入らないとな！」

　ぽんっと手を打ったゆりが倉庫へと駆かけ込む。

　ややあって、彼女は防具一式を抱かかえて戻もどってきた。

「さあ、着けてやるぞ！」

「ちょ……」

　花音の制止も聞かず、ゆりはてきぱきと防具を装着していく。

　その流れるような作業に、花音は抵てい抗こうする暇ひまもなかった。

　みるみるうちに花音の身体が防具に包まれていく。

　最後にすぽっと面をかぶれば──もはやそこにトップアイドルの姿はなかった。

「お、重い……」

　装備の重量に負けそうになってふらつく花音だった。

「花音ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「こんな重いのを身に着けてたのね……侮あなどってたわ……」

　そして同時に、さっきゆりはこの重さの中で鋭く竹刀を振り抜ぬいたのだと感心してしまうのだった。

「もう……ゆりってば、あんなにはしゃいじゃって……」

「ふふ、よっぽどうれしかったんだね」

　望とくるみがやんわりとたしなめる。

　それを遮さえぎったのは他でもない、花音だった。

「私がやりたいって言い出したんだから大丈夫。それに、こういう経験がいつか役に立つかもしれないしね」

　たとえばライブでのパフォーマンスに、剣道の所作を取り入れるのもいいかもしれない。

　何事にも貪どん欲よくに挑いどむ花音らしい発想だった。

「さあ、ゆり！　どんと来なさい！」

「そんなに剣道を……私は嬉しいぞ！」

　熱心に剣道に取り組んでくれる花音に、気づけばゆりの瞳ひとみがうっすら潤うるんでいた。

「まずはなにをやるの？」

「うむ。素す振ぶり千本だ」

「分かったわ、千本ね……。千本？」

　きっと言い間ま違ちがえたのだろう──恐おそる恐る視線を向けた花音に、ゆりは真顔で繰くり返す。

「千本だ。ひょっとして少なかったか？」

「少ないって……」

「私は日課で毎日、二千本は振っているが……」

　さすがに自分と同じ量をこなすのは無理だろうから──そう言いかけたゆりが、ハッとして顔を上げた。

「そうか……。すまない、酷ひどいことを言ってしまった……」

「い、いや……分かってくれれば……」

　ホッと胸をなで下ろす花音に、ゆりが告げた。

「花音は本気で剣道をやりたいんだったな。だったら遠えん慮りよなんてしたら失礼だ！」

「…………え？」

「それじゃあ花音！　素振り、二千本だ！」

「ちょ、ちょっとちょっと！」

「さあ、早く始めないと陽ひが暮れてしまうぞ！」

　ゆりがキラキラした瞳で花音を見つめる。

　剣道に触ふれてほしい、剣道を好きになってほしい──そんな期待と興奮と感動があふれた瞳だった。

　そんな顔を向けられて、花音がノーと言えるはずがなかった。

「や……やってやろうじゃないっ！」

「か、花音ちゃん!?」

「アイドル、煌上花音の本気を見せてあげるわっ！」

　詩穂の制止を振り切り、花音が竹刀を振り始める。

「うむ、その意気だ！」

　負けじと隣となりでゆりも素振りを始めた。

　二人が並んでひたすら竹刀を持ち上げ、振り下ろすというシュールな特訓が始まった。

「えっと……ごめんね、詩穂。ゆりってば剣けん道どうのことになるとまわりが見えなくて……」

「こうなると、もう私たちもどうしようもないの……ごめんなさい」

　自分たちが二人をここに呼んだばっかりに──と望とくるみが申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「ううん、花音ちゃんも頑がん固こなところがあるから……」

　変なところで波長が合ってしまったのだろうと、詩穂も諦あきらめるしかなかった。

「ねえ詩穂、二人が終わるまでお話ししよ？」

「二人のこと、いっぱい聞かせてほしい」

　気を取り直した望とくるみのお誘さそいに、詩穂もすぐに頷うなずいた。

「ええ、もちろん」

　三人は剣道場の隅すみっこに移動すると、奏乃宮の日常や神樹ヶ峰の日常、星守についてやアイドルについて語り合った。

「花音！　腕の振りが甘くなってるぞ！」

「わ、わかってるわよっ！」

　ゆりと花音の激しい息いき遣づかいを遠くに聞きながら。
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　花音と詩穂が神樹ヶ峰女学園にやってきてから、妙みようにそわそわしている少女がいた。

「あれが……あいどる……」

　藤ふじ宮みや桜さくらである。

　基本的にテレビなどあまり見ず、流行にも疎うとい彼女にとって、アイドルというものは全くの未知の存在であった。

　そんな桜であったため、普ふ段だんよほどのことがない限り、何事にも動じず自分のペースでのんびりしているのだが、『アイドル』が同じクラスにいることで、いつになく落ち着きがなかった。

　そのため、早々に花音や詩穂と打ち解けた他の中学生組と違って、遠巻きに二人を眺めていることが多かった。

「ねーねー桜ちゃん、なにしてるの？」

「ひゃっ!?」

　急に声をかけられた桜が可愛かわいらしい悲鳴を上げた。

「ひなたか……驚おどろかすでない」

　きょとんとした顔でひなたが立っていた。

「花音先せん輩ぱいと詩穂先輩をじっと見てたけど……お話ししないの？」

「む？　むぅ……」

　どうなのだろう──桜自身もよく分からなかった。

　ただなんとなく、漠ばく然ぜんとした関心はあるものの、なにを話せばいいのかいまいち分からなかった。

「わしには……あいどるというものがよく分からないのじゃ。歌って踊おどるということは聞いたことがあるのじゃが……」

「変な桜ちゃん……」

　人ひと懐なつっこいひなたには、なかなか理解に苦しむ心境だった。

　珍めずらしくモジモジする桜を前に、どうしたものかとひなたが考え込む。

「…………そうだ！」

「な、なんじゃ急に……」

「いいこと思いついちゃった！」

　何事かと驚く桜に、ひなたがニコッと微笑ほほえんだ。
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　その日の放課後、桜とひなた、さらにサドネと楓かえでを加えた四人が音楽室にいた。

「なぜ二人もおるのじゃ？」

「サドネが絶対に音楽室に行くって聞かないので、ついてきたのですわ」

「相変わらずの保護者っぷりじゃのう」

　サドネのいるところ楓あり、である。

「のう、ひなた……これからなにがあるのじゃ？」

「もうちょっと待って！」

「待って！」

　ひなたはなにも説明せず、ただニコニコしながらイスに座って足をぶらぶらさせる。

　すでになにか聞いているであろうサドネも、ひなたと同じで彼女の真似まねをして遊んでいた。

　小さな好こう奇き心しんと大きな不安を抱えながら、桜が手持ちぶさたに窓の外を眺ながめる──そんな時だった。

「来たわよー」

「すみません、遅おそくなりました」

　ガラリとドアを開いて現れたのは花音と詩穂の二人だった。

「ど、どうして二人がここに……」

「ひなたが呼んだんだよ！」

「呼んだんだよ！」

　突とつ然ぜんのことに目を丸くする桜に、ひなたとサドネが得意気に答えた。

「桜ちゃん、アイドルがよく分からなくて、花音先輩や詩穂先輩と上手にお話しできないんでしょ？　だったら二人が普段からどんなことしてるのか、教えてもらうのが早いかなって！　ちょうどレッスンするって言ってたしね！」

「ウンウン！」

「なんと……っ！」

「すごい行動力ですわ……」

　いつの間にそんなお願いをしていたのか──ひなたの行動力に桜と楓は驚きを通り越こして感心してしまった。

「ほら桜ちゃん、なにごとも体験だよ！」

「う、うむ……」

　せっかくひなたが二人を呼んでくれたのだ──桜がおずおずと花音と詩穂に近づく。

「その……よ、よろしく頼たのむ……」

　勇気を出してぺこりと頭を下げた桜を、花音と詩穂が微笑ましく見つめる。

　初うい々ういしい桜のリアクションがおかしくて、どこか愛らしかった。

「それじゃ、まずは歌のレッスンといきましょうか」

　花音が詩穂に目配せする。

「藤宮さん、私と同じようにやってみてくださいね」

「う、うむ……」

　緊きん張ちようの面おも持もちの桜がぐっと気合いを入れる。

　まず詩穂が高い声を長く伸のばした。

　澄すんだ声が音楽室に響ひびき渡わたる。

　その声量と美しさに圧あつ倒とうされた四人がわぁっと瞳を輝かがやかせ、そんなみんなを花音が優やさしく見守っていた。

「…………はい、藤宮さん」

「あ、ああ、んん……あ、あ～」

　緊張で声が上ずってしまう。

「ふふっ、そんなに力りきまなくて大だい丈じよう夫ぶ。もっとリラックスしてもう一回いきましょ」

「む、難しいのう……」

　人前で歌うことに慣れていない桜は、詩穂の真似をするので精いっぱいだった。

「あいどるというのは大勢の人の前で歌うのじゃろう？　は、恥はずかしくないのか……？」

「私も最初は緊張したわ。でも、今はたくさんの人が私の歌を聴きいてくれることが嬉うれしくて……ね、花音ちゃん」

「ええ」

「すごいのう……」

　人前で大声を出すだけでも緊張するのに──何千人の前で歌うアイドルがどれだけ大変なのか、桜がしみじみと感心する。

　そして同時に、そんなアイドル界でトップを走る花音と詩穂に、いつの間にか尊敬の念がわいてきていた。

「今度はちょっと歌ってみましょうか」

　レッスン用の歌詞カードを差し出す詩穂に、桜も自然と頷いていた。

「うむ！　頑がん張ばるぞ！」

　詩穂の歌声を桜が追いかける。

　桜が取り残されないように、詩穂も普段よりテンポを落としてゆっくりと。

　気づいた時には、身体を揺ゆらしながら二人で歌声を重ねていた。

「うん……いい声してるわね」

「桜ちゃん、楽しそう！」

「サドネも、歌いたい！」

「なんだか心が落ち着きますわ」

　そんな二人の合唱を花音とひなた、サドネと楓が温かく見守るのだった。
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　星守たちとの交流を深めて数日が経った。
















「花音ちゃん、この学校にも慣れてきた？」

　なんとなく詩穂が尋たずねる。

「ま、まあ……そこそこ、ね」

　照れたようにごまかす花音の顔を詩穂が覗のぞき込む。

「ふふっ、最近、星守のみんなに対する態度も柔やわらかくなってきてるんじゃない？」

「そっ、そんなことないわよ！　私はまだ完全に星守を認めたわけじゃ……」

「もう、意地っ張りなんだから……」

　でもそういうところもまた、花音らしいのだった。

「あ、そろそろ時間よ。楠くすのきさんのところに行かなくちゃ」

「神樹とかラボの方を案内してもらうんだっけ？」

「ええ、編入のドタバタでなあなあになっちゃってたからって」

「ま、行ってあげましょ。厚こう意いを無下にするのも悪いし……うん？」

　その時、妙なくすぐったさに花音は背後を振ふり返った。

　誰だれかに見られているような気がしたのだ。

　しかし振り返った先には誰もいない。

　いや──草むらの陰かげから、特とく徴ちよう的なツインテールが見え隠かくれしていた。

「どうかしたの、花音ちゃん？」

「ちょっと……ね」

　花音は気づかないふうを装よそおった。

「気のせいだったみたい。行きましょ、詩穂」

　それ以上は気に留めることなく、花音は詩穂を促うながして明日あす葉はのもとへ向かった。
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　星守たちが花音と詩穂を受け入れていく中、一人だけどうしても心を開けないのがうららだった。

　憧あこがれのアイドルだが、同時にいつか超こえなければならないライバルでもある。

　仲良くしたい気持ちが半分、でも自分の中のプライドが許さない気持ちが半分──うららの胸の内は複雑だった。

「なによ……みんなすっかり仲良くなっちゃってさ……」

　まるで自分だけが取り残されたような孤こ独どく感が、うららを毒舌にしていた。

「最初に会った時に、さんざん酷ひどいこと言われたの……忘れちゃったのかな……」

「そんなこと考えてたわけ？」

「ひゃん!?」

　突然の声にうららが飛び跳はねた。

　振り返った先にいたのは、深々とため息をもらす花音だった。

「な、なんで……あずっち先せん輩ぱいのとこに行ったんじゃ……」

「そっちは詩穂だけで行ってもらったわ。あんなふうにコソコソ見られてたんじゃ、私だって気持ち悪いし」

「き、気持ち悪いってなによ！」

「言葉通りよ」

　うららがf*fフオルテシモを受け入れられないのと同じように、花音もまた、うららにだけは素直になれなかった。

　うららを前にするとなぜか、トゲのある言葉しか出てこないのだ。

　彼女の態度に対する当てつけだというのは自覚している。

　年下を相手に大人げないというのも分かっている。

　それでも、どうしてもうららに素直になれない自分がいるのだった。

「み、みんなが騙だまされても、うららはそうはいかないんだから！」

「騙すってなによ!?」

「ふんだ！　星守の秘密情報とか盗ぬすむつもりなんでしょ！　うららには分かるもんっ！」

「このっ……人をなんだと思ってるのよっ！」

「なによっ！」

　にらみ合ったまま火花を散らす。

　そんな悩なやめる彼女たちを、物もの陰かげから眺ながめる瞳ひとみが一対つい。

「これは……ちょっと荒あら療りよう治じが必要かもしれないわね」
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「わざわざこんなところに呼び出すだなんて、うらら、なんかしたっけ……？」

　とある放課後、うららは樹いつきから呼び出しを受けていた。

　しかも、来るようにと言われたのは職員室や研究ラボではない。

　校舎の端はじっこの、さらにその最上階なのだった。

　滅めつ多たに人が近づかず、うららもどんな教室があるか知らない。

「うらら、なにか悪いことしちゃったっけかなあ……」

　ここ最近の自分の言動を思い返す。

　そんなふうに考え事をしながら歩いていたせいで、いつの間にかすぐ隣となりにもう一つ足音が増えていることに気がつかなかった。

　その足音の主もまた、周りのことが目に入らなくなるくらい考え込んでいた。

「まだこの学園に来てからそんなに経ってないのに……いったいなんの用かしら……」

　花音である。

　彼女もまた樹から呼び出しを受けていたのだ。

　校舎の端っこの、その最上階の教室へと。

『うーん……』

　お互たがいがお互いに気がつかないまま歩き続けていると、やがて正面に扉とびらが見えた。

　木製で古くさい両開きの扉だ。

　そのすぐ手前でうららと花音が立ち止まる。

　ピタッと止まった足音に、そこで初めて二人は、自分以外の誰かが隣にいることに気がついた。

「な、なんであんたがここにいるのよ!?」

「そ、それはうららのセリフよっ！」

　二人が言い争っていると扉が開いた。

「さっそくケンカかしら？」

　ひょっこり顔を出した樹が困ったような顔で声をかける。

「違ちがっ、これは……」

「八や雲くも先生！　うららだけじゃなかったんですか!?」

「まあ、入って。話はそれからよ」

　多くを答えず樹が促す。

　釈しやく然ぜんとしないものを抱かかえたまま、うららと花音が教室の中を覗き込む。

　そこは──教室と呼ぶには相応ふさわしくない部屋であった。




　ワンルームマンションの一室と呼んだ方がよい空間が広がっていた。




　広いリビングにキッチン、家財道具も一式がそろっていて、奥の方にはキングサイズのベッドが見える。

　ここが学園の校舎であることを忘れてしまいそうだった。

「八雲先生、これは……」

「改造したの。生活するのに必要なものは、あらかた準備しておいたわ」

「生活するって……誰が!?」

「もちろん、あなたたち二人が」

「二人って……私たち二人がっ!?」

　花音が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　ここにいるのは自分とうららだ。つまり──

「二人にはこれからしばらく、ここで一いつ緒しよに暮らしてもらいます」

『ここでっ!?　一緒にっ!?』

　そんなバカなと樹に詰つめ寄る二人だったが、樹はいたって本気だった。

「ここしばらくの様子を見てきたけれど、あなたたち二人だけがまだお互いに馴な染じめていないみたいだったから。これから一緒に活動をしていくにあたって、チームワークはとても大切になってきます」

「だからって一緒に暮らすなんてっ！」

「そーよ！　なんでこんなっ……」

　二人が猛もう抗こう議ぎするも樹は冷静に受け流した。

「これは決定事じ項こうです。あ、ご家族にはもう連れん絡らく済みだから、その点に関しては心配いりませんよ」

「そういう問題じゃなーいっ！」

「ちょっと……待ってくださいっ！」

「それじゃ、二人とも仲良くね」

　そう言い残して樹は部屋から出ていってしまった。

　その場に取り残された二人は、しばし途と方ほうに暮れた。

「なんで私がこんなこと……」

「……うららはイヤだからね！　あんたと一緒なんて！」

「なっ……こ、こっちだって願い下げよっ！」

　ぷいっと顔を逸そらした二人は、しかしほかにどうするわけにもいかず、どうすれば事を荒あら立だてることなくすごしていけるものかと思案し始めた。

「……とりあえず、お互いのプライベート空間を仕切りましょうよ」

「そうね。お互いに相手のテリトリーには入らないってことで」

　どちらも仲良くする気はゼロだった。

　しばらくして、部屋の中に見えない線が引かれた。

「……じゃ、ここからこっちがうららだからね！　ぜーったい、入ってこないでよ！」

「分かってるわよっ！　頼たのまれたって入るもんですかっ！」

　たいていの物が二組ずつ用意されていたので、そこで争いは起きなかった。

　これで乗り切れる──そう安あん堵どしたのもつかの間だった。

　二人の視線が部屋の奥に釘くぎ付づけになった。

　一つしかないキングサイズのベッドに。

（なんで一つしかないのよっ！）

　キングサイズを用意するあたりに樹の狙ねらいが読み取れた。

「ベッドはうららだから！」

「勝手に決めないでよ！」

「なによっ！」

　同じベッドで眠ねむるなんて今の二人には耐たえがたい罰ばつゲームである。

「ならじゃんけんで決めるわよ！　これなら公平でしょ？」

「いいわ、乗った。負けた方はソファーってことでいいわね」

「ふんだ！　勝つのはうららなんだから！」

　安あん眠みんを懸かけての一発勝負である。

『じゃーんけーん……ぽんっ！』

　うらら、チョキ。花音、グー。

「っし！」

「なーっ！　今の後出し、後出しだった！」

「なに子供みたいなこと言ってるのよ！　言いがかりよっ！」

「もう一回、もう一回勝負してよっ！」

「聞こえませ～ん」

　わめくうららに構わず、花音はさっさとベッドに潜もぐり込んでしまった。

「うぅ……いいもんっ！」

　もはや負けを認めるしかないうららは、ふて腐くされたようにソファーにダイブした。

「絶対に後出しだったのにぃ……」

「まだ言ってるの……」

　恨うらめしそうに呟つぶやくうららに構わず、花音が電気を消した。

　明かりが消えると同時に、二人の会話もそこで途と切ぎれた。

　食事をする気にもならないし、さっさと眠って今日という日を早く忘れたかった。

　早くこの悪夢が終わりますように──そう願いながら。
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　うららと花音が共同生活を始めたことは、すぐに少女たちの間で話題になった。

　二人がなにかと言い争いをしている様子を何度も目にしてきていた彼女たちは、誰だれもがその先行きに不安を覚えていた。

　とりわけ気が気でなかったのは、二人のことをよく知っている心ここ美みと詩穂であった。




「うららちゃんと花音先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……」

　中庭にて、心美と詩穂がお互いの心配を打ち明け合っていた。

「花音ちゃん、頑がん固こなところがあるから……。自分から心を開くのは……難しいかもしれないわね」

「うららちゃんも……同じです」

　はぁ、とため息が重なった。

「先生も思い切ったことをさせるのね……いきなり同じ部屋で生活させるだなんて」

「私も、驚おどろいてます……」

　うららと花音が打ち解けてくれることにはもちろん大賛成の二人だったが、こんな力ちから業わざでどうにかなるとは思えなかった。

「それにしても花音ちゃん、蓮はす見みさん相手だと素直になれないみたいね」

　他の星守とはもうすっかり仲良くなれているのに──詩穂の疑問は尽つきない。

「うららちゃんも、そうみたいです……」

　心美もまた、頑かたくなに花音に心を閉とざすうららが不思議だった。

「朝あさ比ひ奈なさん、花音ちゃんのこと誤解しないであげてね？　花音ちゃん、本当は優やさしくて思いやりのある良い子なの……」

「うららちゃんもです……。ちょっと強引なところもあるんですけど、とっても優しいんです……」

　それなのにどうして二人とも、お互いのことになると一歩も退ひかない頑固者になってしまうのだろう──二人が同時に同じ方向に首を傾かしげ、深くため息をもらした。

　そのタイミングはあまりにピッタリで、仕草までそっくりだった。

　自然と詩穂と心美が見つめ合う。

　やがてどちらからともなく笑えみがこぼれた。

「なんだか似たもの同士ね、私たち」

「はい、本当に……」

　頑固な親友に困っていて、それを相談する相手もまた、頑固な親友に困っている──まるで鏡を見ているようだった。

「早く仲良くなってくれればいいんだけどね……」

「はい……」
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「だーかーらっ！　どうしてうららのシャンプー使ったの!?」

「間ま違ちがえたのよっ！　そのくらいで怒ることないじゃない」

「協定違い反はん！　重大な協定違反なんだから！」

「あーもうっ！　シャンプーの一回くらいで騒さわがないでよっ！」

　今夜も神しん樹じゆヶが峰みね女学園の校舎の端はじっこ最上階では怒ど声せいが乱らん舞ぶしていた。

　どうしても共有しなければならないお風ふ呂ろやトイレ、キッチンの使い方で衝しよう突とつするのが日課みたいになっていた。

「だいたいあんただってこの前、冷蔵庫の中の私のプリン、勝手に食べたじゃない！」

「あ、あれは八雲先生が用意してくれたって思ってたんだもん！」

「でも食べたことには変わりないじゃない！　協定違反よっ！」

「うーっ！　そうやって終わったことを蒸むし返さないでっ！」

　お互たがいに譲ゆずることを知らない二人はエスカレートするばかりだ。

　とにかく相手の目につくところを片かたっ端ぱしから攻こう撃げきする。

　何気ないクセから髪かみ型がた、食事の好き嫌きらいや服のたたみ方まで多た岐きにわたる。

　中でも特に二人の意見がぶつかるのが、ふとした時にアイドルの話題が出てきた時であった。

「アイドルはとにかく可愛かわいくなきゃダメなのよ！　見た目はもちろん、仕草やちょっとしたクセも、可愛くなきゃダメに決まってるでしょ！」

「可愛いだけのアイドルなんて普ふ通つうよ！　むしろ逆！　アイドルこそ格好良くあるべきよ！」

「格好良さよりも可愛さ！」

「いーえ、可愛さよりも格好良さ！」

　互いに一歩も譲らない。

　アイドルに対する情熱だけはお互いに負けるわけにはいかなかった。

「じゃあ、Colo Girlsがあの時、あんなに流行はやった理由はどうせつめいするのよ！」

　自分が好きなアイドルを例に出し、うららが熱く語り出す。

　すると花音はそれを真しん剣けんに聞いた上で、

「確かにあんたの言うことも一理あるわ……でもね、時代は変わってきてるのよ。その証しよう拠こに……」

　うららの意見に流されることなく持論を展開するのだった。

　語り始めた二人の勢いは衰おとろえることを知らず、気づけばとっくに日付が変わっていることも多々あった。

　だが、そうして意見を戦わせているうちに、お互いの心には奇き妙みような感情が芽生え始めていた。

　それは、不思議な高こう揚よう感だった。

　うららも花音も、アイドルに対する情熱がありながらも、それをぶつける相手が身近にいなかった。

　心美はアイドルを目指しているわけではない。

　一方で詩穂も、もちろんアイドルに対するプロ意識はあるものの、花音とアイドルについて熱く議論を交かわすという性格でもない。

　二人はたとえ考え方が正反対であったとしても、アイドルに対する自分の熱い想おもいを真正面からぶつけることのできる相手に、初めて出会ったのだった。

「はぁ……はぁ……」

「ぜぇ……ぜぇ……」

　時間も忘れて激論を交わした二人は──やがてどちらからともなく微笑ほほえんだ。

「言ってくれるじゃない……私にこんなに反論してくる相手に出会ったのは初めてよ」

「ふふっ……f*fフオルテシモだろうと誰だろうと、アイドルについてだったらうららは負けないんだから」

　お互いのお互いに対する印象が徐じよ々じよに変わり始めてきていることを、うららも花音も内心感じていた。

「もう遅おそいわ……寝ねましょう」

「そうね……」

　花音の言葉にうららも同意し、いつものようにソファーに横になって毛布をかぶる。

　その様子を眺ながめていた花音が、ポツリと呟いた。

「…………こっち、来たら？」

「こっちって……」

　身体からだを起こしたうららが花音の方を振ふり返ると、彼女はそっぽを向いたまま、ベッドをぽふっとたたいた。

「だって一つしか……」

「広いんだから二人で寝られるでしょ……」

「そうだけど……」

　花音の突とつ然ぜんの申し出に戸と惑まどううららだったが、不思議と嫌いやな気はしなかった。

「……じゃあ、お邪じや魔まします」

　恐おそる恐るといった感じでうららは立ち上がり、キングサイズのベッドの端っこに寝ね転ころんだ。

　花音はなにもリアクションすることなく、電気を消すと、うららとは反対側に身体を横たえる。

「……おやすみなさい」

「お、おやすみ……」

　短い言葉を交わし、それっきりなにも言わない。

　それでも、うららも花音も感じていることは同じだった。

　少しだけ楽しかったな──と。




　うららと花音の雰ふん囲い気きが変わった──それは瞬またたく間に周囲の気がつくところとなった。

　まだ言い争いをしたり話し方にトゲがあったり、決して完全に打ち解けたようには見えない──が、なぜか楽しそうに見えるのだ。

　たとえば花音と詩穂が二人でアイドル雑誌を眺めていた時──




「ねえ詩穂、この子たちがつけてるブレスレット見て！」

「わぁ、可愛かわいい……」

「私たちもこういうのをつけてライブに出てみるってのはどう？」

「うん、いいかも！」

「ちゃんとアピールしていかないと、トップにはなれないからね」

　雑誌に載のっているアイドルの研究に勤いそしんでいた。

「あ、このアイドル、特集組まれてる……やるわね……」

「どれ……？」

「ほら、この子たち。ちょっと前までひよっこだと思ってたけど……」

　花音が指し示したアイドルユニットに、詩穂は覚えがなかった。

　花音に負けじと必死でアイドルの知識を吸収してきた詩穂だったが、やはりまだまだ花音には敵かなわなかった。

「ごめん花音ちゃん、私にはちょっと分からな……」

「あーっ！　この子たちが特集されてる!?」

　突とつ如じよ、花音と詩穂の間にうららが割り込んできた。

「やっぱり注目されてきたのね！　うららの目に狂くるいはなかったわっ！」

「蓮見さん……分かるんですの？」

「もっちろん！　絶対にブレークするって信じてたんだから！」

「へぇ……うららにしちゃ悪くない目の付け所ね」

　珍めずらしく意見の一いつ致ちを見る二人だった。

「この子たちはダンスパフォーマンスに光るものがあるのよね！」

「ちょっと……なに言ってるのようらら。このユニットは歌唱力が売りでしょ！」

「違うわよ、ダンス！」

「いーえ、歌よ！」

　アイドルのこととなるとお互いに譲れないものがある二人が、さっそく火花を散らし始める。

　またいつもの光景に戻もどってしまったと、困った顔で二人を見つめていた詩穂は──そこで気がついた。

（花音ちゃん……蓮見さんのこと、うららって……）
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　ある休日、ダンスレッスンを終えた花音と詩穂が街を散策していた。

　学校の中で生活している花音にとっては、久しぶりの外出だった。

「詩穂、今日の最後のところ、タイミング合わせるの、やっぱり難しそう？」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。本番までにはちゃんと花音ちゃんに遅おくれないように頑がん張ばるから」

「無理しなくても、ちょっとくらい難易度下げてもいいのよ？　ダンスで無理して、せっかくの詩穂の歌に影えい響きようが出ちゃったら、元も子もないでしょ？」

「ありがとう、花音ちゃん。……でも……大丈夫だから」

　花音の気き遣づかいを嬉うれしく思いつつ、詩穂は花音の提案を丁てい重ちように断った。

「そう……。詩穂がそう言うなら……」

　花音も、詩穂の言葉にそれ以上はなにも言わなかった。




（花音ちゃんに置いていかれないように、もっと頑張らないと……）

　自主トレーニングの時間をもっと増やそう──詩穂はこっそりと決意をした。

「ねえ、花音ちゃん。これからどこか行かな……花音ちゃん？」

　久しぶりの休日に、せっかくなら花音と一いつ緒しよにすごしたいと遊びに誘さそおうとした詩穂だったが、花音は腕うで時ど計けいをちらちら見ていてどこかそわそわとしていた。

「花音ちゃん？」

「ん？　あ、ごめん詩穂。ちょっと今日は約束があって……」

「……そっか」

「ホントごめんね。この埋うめ合あわせは今度、必ずするから……」

「ううん、大丈夫。じゃ、また明日ね、花音ちゃん」

「うん、また明日」

　手を振りながら花音が立ち去る。

　それに自分も手を振って返しながら、詩穂は複雑な内心を悟さとられないよう、笑顔で見送った。

　詩穂は、驚おどろいていた。

　誘いを断られたことに、ではない。

（花音ちゃん、楽しそう……）

　自分が花音の一番の友達だ──自うぬ惚ぼれるわけではないが、詩穂にはそんな自信があった。

　ずっと一緒だったし、アイドルとしても一緒に頑張っている。

　花音のことはなんでも知っていると思っていた。

　しかし今の花音は──自分が知らない表情をしていた。

（面めん倒どうくさそうな、でも楽しそうな……。イヤそうな、でも嬉しそうな……）

　こんな表情は見たことがなかった──そんな、素す直なおな発見だった。

「はあ……。やること、なくなっちゃったな……。お買い物でもしていこうかな」

　あんな表情をする花音はいったい誰だれに会う約束をしているのだろうか──そんなことを考えているうちに、花音の背中が見えなくなった。

　小さくため息をもらした詩穂は、ひとり街の人ひと混ごみの中に消えていった。




　繁はん華か街がいに出た詩穂は、次に花音と来た時のためにと、一人いろんなお店を回って下調べをする。

　普ふ段だんなら『花音ちゃんはこういうの好きそう』とか『これ花音ちゃんによく似合いそうだな』とか、ウキウキ気分で回るのだが、今日はそうもいかなかった。

　約束があると言って別れた花音の表情のことが気になって仕方なかった。

（自惚れるわけじゃないけれど……）

　約束があるなら先に言ってほしかったな──ポツリと呟つぶやいた、その時だった。




「花音……ちゃん……？」




　オシャレなカフェの前を通りかかった時、テラス席に花音を見つけたのだ。

　真向かいに座る誰かと楽しそうにおしゃべりしているのは、間ま違ちがいなく花音だった。

　そして、花音と同じテーブルに座るその誰かの後ろ姿に詩穂は見覚えがあった。

「蓮見さん……」

　特とく徴ちようあるツインテールに神樹ヶ峰女学園の制服──間違いなかった。




「約束って蓮見さんとだったんだ……」




　なにを話しているんだろう──気になって仕方のない詩穂は、盗ぬすみ聞きしてはいけないと思いつつも、知らず知らずのうちにそちらに足を向けてしまう。

　だが、その時だった。

　詩穂は、見てしまった。

　自分には見せたことのない、花音の楽しそうな笑顔を。




　ズキッ──




（あ……あれ……）




　胸の奥に鈍にぶい痛みが走った。

　小さな一いつ瞬しゆんだけの衝しよう撃げきだったが、しかし、自分の中の一番大事なところを貫つらぬいた気がした。

（…………）

　詩穂は無意識に回れ右をしてカフェに背を向け歩き出した。

（一緒に生活しているんだから、仲良くなるのも当然よね。先生たちも、それを狙ねらって共同生活をさせているのだから、これはむしろ喜ぶべきこと。でも……）

　花音とうららが打ち解けてくれるなら、これが嬉しくないはずがない。

　花音が星守クラスにちゃんと受け入れてもらえたということに他ならないからだ。

（うん……これでいいんだわ……）

　だから忘れよう、この胸に芽生えた違い和わ感のことは。

「でも……蓮見さんと会うのなら、私も誘ってくれてもよかったのにな……」

　そう独り呟く詩穂の姿は、やがて行き交かう人々の中へと消えていった。




「はぁ……なにがそんなに楽しいの……？」

　目の前でニコニコする花音に、うららはうんざりしたように顔をしかめた。

「え？　そんなふうに見える？」

「見えるもなにも……ちょっと気持ち悪～い」

「ちょっと……私と詩穂のなれ初そめが気持ち悪いって、それどういうことよ！」

「だーかーら！　そんなのろけ話を延々と聞かされても退たい屈くつなのっ！」

　二人でカフェに来てから一時間弱──花音は詩穂との思い出話を片かたっ端ぱしからうららに語っていた。

　最初はふんふんと聞いていたうららも、あまりに花音の話が長く、とっくにお腹なかいっぱいになっていたのであった。

　テーブルに置かれたケーキにはもうずっと手をつけていない。

「ダメよ、ちゃんと聞きなさい。その上で意見も聞かせてほしいんだから。じゃなきゃ奢おごってあげた意味がないじゃない」

「そのケーキを食べられないくらい満腹になっちゃったって言ってるのっ！」

　詩穂へのプレゼントを選ぶのを手伝ってほしい──それが花音のお願いだった。

　f*fフオルテシモの結成記念日が近付いていたのだ。

　それに神樹ヶ峰女学園に来てから、なかなか馴な染じめない花音と星守クラスとの間で仲立ちしてくれたのが詩穂である。

　そのおかげで花音はこうして、いがみ合いながらも、アイドルのこととなるとなんだかんだ熱く語り合ってしまう、うららという友達を手に入れていたのであった。

　記念日のお祝いと、日ひ頃ごろの感謝と、今回のお礼を込こめてなにかプレゼントがしたい──その相談でうららを連れ出したのであった。

「だいたい、うららにしほっち先せん輩ぱいの好みなんて分かるわけないじゃん。そういうのは、その……か、かのかの先輩が一番よく分かってるでしょ！」

　かのかの先輩──慣れない呼び方に苦戦するうららである。

「言いにくいのなら、呼び捨てでも、あんた、でもいいのに……」

「うぅ～……それじゃなんとなく、うららだけが意地を張ってるみたいでイヤなの！　うららもちゃんと下の名前で呼びたいのっ！」

　花音のことは嫌きらいではないけれど、今さら急に親しく振ふる舞まうのも恥はずかしく、なんと呼べばいいか自分でもはっきりしなくて──複雑な心境なうららだった。

「詩穂のことはよく知ってるけど、身近だからこそ気づけないこともあるじゃない。だから、うららに私と詩穂のことを聞いてもらって、それを踏ふまえてプレゼントを一緒に考えてもらいたいのよ」

「そんな責任重大なこと、ケーキ一個じゃ割に合わないっ！」

　大事なプレゼントの選せん択たくを、急に自分に任されてしまっても困ってしまう。

　むしろ、自分がケーキを奢るから黙だまって解放してほしいうららだった。

「じゃあ、私と詩穂の思い出話、第二部にいくわね」

「さっきので第一部!?　何部まであるの!?」

「えっと、さん、しー、ごー……」

「勘かん弁べんして～！」

　指折り数える花音に悲鳴の絶えないうららなのであった。








五章　逆ぎやく襲しゆう









『f*fフオルテシモのライブチケット!?』

　それは突とつ然ぜんのプレゼントだった。

　花か音のんと詩し穂ほが星ほし守もりクラスで配ったのは、週末に行われる自分たちのライブのチケットだった。

　しかも最前列のど真ん中──プレミアムシートである。

「もらっちゃっていいんですか!?」

　思わぬ贈おくり物に星守たちが目を輝かがやかせた。

「もちろんよ！」

「せっかくなら、みんなにも来てほしいって花音ちゃんが……」

「ちょ、詩穂！　余計なことは言わなくていいの！」

　f*fフオルテシモのライブとなればチケットの入手は困難を極きわめる。

　こんな最高の席を用意してもらえて、行かない理由を探せという方が難しい。

「行きます！　絶対行きます！」

「すごい……アタシ、こういうの初めて……」

「わ、私も……」

　チケットを穴が空くほど見つめるみき、昴すばる、遥はる香かである。

「わーいわーい！　花音さんと詩穂さんのライブだー！　ねえねえ、でもこれってそんなにすごいの？」

「ミミ、よく分かんない……」

「らいぶちけっと……わしも初めて触さわるぞ……」

　今ひとつピンとこないひなたとミシェル、桜がチケットを折ったり曲げたりする。

　これに敏びん感かんに反応したのがうららだった。

「ひなっち！　ミミっち！　さくらん！　そんな乱暴に扱あつかっちゃダメ！」

　突然の大声に三人がビクンと硬こう直ちよくした。

「これは、とっっっても貴重なんだから！　手に入れるのがすっっっごく難しくて、買いたくても買えない人たちがたっくさんいるのよ！」

『この紙切れが……？』

「あーもうっ！　とにかく大切にしてよねっ！」

　ぷんすかご立腹のうららが、どうにも事の重大性を理解していない年少組にもどかしさを隠かくせないでいると、そんな彼女を見つめながら心ここ美みがクスッと笑えみをこぼした。

「ここみ、なにがおかしいのよっ！」

「うららちゃんが花音先輩と詩穂先輩のために張り切ってるのが、ちょっと面おも白しろいなって……」

　ついこの間までケンカしてばかりだったのに──心美がそう指し摘てきすると、うららが慌あわてたように、

「こ、これはf*fフオルテシモが特別とかそういうんじゃないの！　アイドルのライブチケットは手に入れにくいんだってことを、分かってほしいだけ！」

「ふふっ、そうだね。うららちゃん♪」

「ちょっと、ここみ！　なんで笑ってるのよ～！」

　どうも最近の心美は自分に遠えん慮りよがなさすぎるのではないか──心美が思っていることを素す直なおに語ってくれるのは嬉うれしいが、図星を突つかれて慌てるうららだった。

「うらら、よーく見ておきなさい」

　その声にうららが振り向くと、花音が得意気に胸を反らす。

「私がトップアイドルの実力ってやつを見せてあげる。しっかり目に焼き付けなさいよね？」

　これを受けてうららもまた、なんのなんのと胸を張る。

「せいぜい勉強させてもらうわ、かのかのせ・ん・ぱ・い？」

　相変わらず対たい抗こう意識の強い二人だったが、その雰ふん囲い気きはやはり、以前とは明らかに異なるものであった。

「ふふ……うららちゃんってば楽しそう。二人が仲良しになってよかったですね、詩穂先輩」

「…………」

「詩穂先輩？」

「え……？　ええ、そうね、本当に……」

　詩穂はかろうじて心美に微笑ほほえむことができた。

　さっきからずっと胸の奥を貫く鈍どん痛つうを、誰だれにも悟さとられないように。
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　ライブ当日。

　星守クラスは連れだって会場へとやってきていた。

　開演時間はまだ先だというのに、物ぶつ販ぱんコーナーには黒山の人だかりができていた。

「さすがf*fフオルテシモね！　人気も間ま違ちがいないっ！」

　みんなを先導していたうららが、まるで我がことのように満足げに頷うなずく。

　たとえライバルといえども、花音や詩穂が活かつ躍やくしてくれるのは純じゆん粋すいに嬉しかった。

「わーい！　ライブだライブだー！」

「本当に、すごい人気だな！」

「サドネ、こんなにいっぱいの人、はじめて……」

「サドネちゃん、はぐれないようにしっかりと握にぎっててね」

　ライブというものを初めて経験するひなたとゆりが目を輝かせる一方、ものすごい人ひと混ごみにはぐれないようにと、遥香がサドネの手をしっかりと握る。

「いや～ん♡　f*fフオルテシモとなると、さっすがファンも可愛かわいい子ばっかりだわ～♡」

「蓮れん華げ、頼たのむからそういうのは学園の中だけにしてくれ」

「ライブを見るよりも蓮華を見張らないといけないかもね……」

　さっそく悪いクセが出た蓮華に、明日あす葉はとあんこがやれやれと肩かたをすくめた。

「ライブ前にお二人に会うことはできるのでしょうか……？」

　お礼を言いにいきたいからと提案した心美だったが、うららがそれを制する。

「ここみ、アイドルは本番前の集中が命なんだから。邪じや魔ましちゃダメよ！」

　ライブに集中させてあげないと、とうららが訳知り顔で語る。

「それより、物販コーナーに行くわよ！　新しいグッズが出てるかもしれないし！」

「ふえぇ、うららちゃん、待ってよ～」




　花音と詩穂はライブ衣い装しように着き替がえ、スタッフと最後の打ち合わせを行っていた。

　衣装チェンジの手順、曲順と登場方法、トークに割さく時間や内容などなど──念入りに確かく認にんする。

「では、よろしくお願いします！」

　各自が持ち場へと散っていく。

　その場には花音と詩穂だけが残された。

「いよいよね、詩穂……」

「うん……やっぱり緊きん張ちようしちゃうわ」

「もう、何度目のライブだと思ってるの？」

「何回目でも、緊張しちゃうものはしちゃうの。ふふっ、でも、花音ちゃんだって、今日はいつもより早く会場に入ったって聞いたわよ？　星守のみんなが来てくれるから少し緊張してるんじゃない？」

「なっ……！　わ、私はそんなことないわよ！　誰が来ようが関係ない。私たちはf*fフオルテシモとして最高のライブをするだけ。そうでしょ、詩穂？」

「……そうね、花音ちゃん」

　いつものように、二人は本番への気持ちを高めていく。

「ちょっと、お水飲んでくるね」

「そろそろ本番なんだから、早めに戻もどってきてよ」

　花音に見送られながら詩穂が一人控ひかえ室へと引き返す。




　ペットボトルに挿さしたストローを口に含ふくみ、一気に中身を吸い上げる。

　そわそわしていた気分が少しだけ落ち着きを取り戻した。

　しかし──

「なんだろう……まだ胸がざわざわする……」

　ライブがこれから始まるから──そう思っていたが、こんなに落ち着かないわけが、それだけではないことは分かっていた。

　いつかのカフェで見てしまった花音とうららが談だん笑しようする光景──それが今なお頭の片かた隅すみで鮮せん明めいに像を結んで、心を揺ゆさぶっていた。

「はぁ……でも、今は目の前のライブに集中しないと……せっかくみんなが見に来てくれているんだから」

　そうやって気合いを入れ直した詩穂の耳に、気の抜ぬけた、しかし聞き慣れた声が飛び込んできた。

「な～にため息ばっかりついてるの？　そんなんじゃ幸せ、逃にげちゃうわよ？」

「葵あおい先生!?」

　半開きのドアから葵が中を覗のぞき込んでいた。

「やっほ～。忙いそがしいかもって思ったけど来ちゃった。大切な教え子の晴れ舞ぶ台たいだからね」

　葵が気さくに声をかけるが、詩穂の表情はパッとしないままだった。

「ライブ前にどうしたの？　単に緊張してるって……わけじゃなさそうだけど」

「葵先生……。実は……」

　葵に相談しようとした詩穂は、しかし言葉が喉のどに引っかかって出てこなかった。

　花音をうららに取られてしまいそうで怖こわい──そんなこと、口が裂さけても言えなかった。

　花音は自分だけのものではないのだし、そんなことを言うのは単なるワガママだ。

　それに、花音とうららが仲良くなることは、自分にとっても嬉しいことであるはず──頭では分かっていた。

　でも──

「どうしたの？」

「いえ……なんでもありません」

　結局、詩穂は口をつぐむしかなかった。

「そう？　ならいいけど……っと、そうだ！」

　肩にかけていたバッグをがさごそ探さぐった葵が取り出したのは、ペンと色紙だった。

「花音はどこ？　友達にサインを頼まれちゃってね」

「花音ちゃんなら、もうステージの袖そででスタンバイしてますけど……」

「そっか～、まだ開演まで時間あるのに、熱心ね～。まあ、そういう姿勢が人気の秘ひ訣けつなんだろうけど」

　残念そうに葵が色紙を引っ込める。

「花音ってば、どんどん遠い存在になっちゃうわね……もうおいそれとサインも頼めなくなるかも」

「えっ……」

　ペンと色紙をバッグにしまいながら葵が呟つぶやく。

「ついていく詩穂も大変よね～。花音ってばひとりでどこまででも突っ走っていっちゃうタイプだから」

「ひとりで……」

　その響ひびきが今の詩穂にはやけに引っかかった。

「ま、それが花音の魅み力りよくでもあるんだけど……。詩穂も花音に負けないように頑がん張ばってね。ライブ、楽しみにしてるから～！」

「あっ……」

　詩穂の反応も待たず、葵は言うだけ言って控え室から出ていってしまった。

　詩穂の耳に葵の言葉がこだまする。

『花音ってばひとりでどこまででも突っ走っていっちゃうタイプだから』

（花音ちゃんが……ひとりで……）

　脳のう裏りに花音の姿が浮うかぶ。

　自分に背を向け、どこかへ向かって花音が歩いていく。

　急いで追いかけるのに離はなされる一方で、その背中は遠ざかるばかり。

　どんどんどんどん離されて、やがて見えなくなって──

「本番五分前でーす！」

「はっ、はーい！　いま行きまーす！」

（……いけない。今は目の前のライブに集中しなきゃ……）

　詩穂はとっさに考えるのを止やめた。

　くよくよしてる場合じゃない。

　花音がひとりで行ってしまうのが嫌いやなら、それに追いつけるように頑張ればいい。

　彼女の隣となりに立てるように努力すればいい。

　そのためには、目の前のことに、ひとつひとつ全力で向かっていくしかない。

「気合い入れていかなきゃ……！」

　ぐいっと水を飲み干した詩穂は、花音の待つステージ袖へと足早に向かった。




　f*fフオルテシモのライブはファンの期待を裏切らない盛り上がりとなった。

　花音の激しくも軽かろやかなステップと、胸の奥に語りかけてくるような詩穂の歌声が観衆を魅み了りようする。

　その場にいるすべての人々が、f*fフオルテシモの魔ま法ほうにかかっていた。

「やっぱり、花音さんと詩穂さん、すごいね……」

「うん……でも、いつも一いつ緒しよに活動している二人があんなに輝かがやいてると、なんだかこっちまで嬉うれしくなってきちゃうよね」

「そうね……」

　みき、昴、遥香も。ステージ上での花音と詩穂の輝きにすっかり目を奪うばわれていた。

　だが、そんなライブ会場を見つめる冷めた眼めが二対つい──

「フン……せいぜい今のうちに楽しんでおくといいわ。どうせもうすぐ、ここは悲鳴に包まれるのだから」

　会場の天てん井じよう近く、鉄筋の梁はりの上にいるのはエヴィーナだった。

「なにをする気でしゅか？」

　エヴィーナの隣にはアルルが漂ただよう。

「手て駒ごまが減ってきたから増やしにきたのよ。今日はここで……星守と最後の決着をつけるわ」

　エヴィーナの顔には覚かく悟ごというべきか、悲ひ壮そう感というべきか、後がなくなったという険しさがあった。

「もう仕し掛かけは施ほどこしてあるわ。いずれ、発動する……」

「用意周しゆう到とうでしゅねぇ」

「当然でしょ」

　危機感のないアルルをにらみつける。

「私たちはもう二度も失敗した……。イリス様がこれ以上、チャンスを与あたえてくれると思う？」

「た、たしかに……そうでしゅね」

「だからアルル、あなたも消えたくなかったら、私の言うとおりに動くのよ？」

　切せつ羽ぱ詰つまったエヴィーナに、アルルも黙だまって頷うなずいた。

「それじゃあ始めましょう。あの子たちに……真の地じ獄ごくを見せてあげるっ！」
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　それは、ライブのクライマックスに近づいた時だった。

「さあみんな！　まだまだ行くわよーっ！」

　盛り上げる花音に観衆が両手を突つき上げて応こたえる。

　だが会場の後方の一角だけ、妙みように静かだった。

「ほらほら後ろの席のみんなー！　もっと声、出るでしょ！」

　そんな煽あおりにも無反応だ。

　どうしたのだろう──花音と詩穂が不ふ審しんに思っていた、その時だった。




　人間が──燃えた。




　どす黒い衣ころもに包まれながら観衆がひとり、またひとりと炎えん上じようする。

　そうして人々が消えた後に現れたのは──あの、人型のイロウスだった。

「い、イロウスが出たわ!?」

「なんでこんなところにッ!?」

「逃げて！　早くっ!!」

　観衆がイロウスから逃のがれようとして──失敗した。

　イロウス化はすでに抑おさえきれないほど、静かに広がっていたのだ。

　観客席のあちこちで上がっていた悲鳴が、瞬またたく間に金切り声へと変わっていく。

　人々の肉体はその場に崩くずれ落ち、心の闇やみを増ぞう幅ふくされて生み出された異い形ぎようが跋ばつ扈こする。

「みんな！　こっちにっ！」

「急いでくださいっ！」

　イロウス化が止まらない観客席へと花音と詩穂が呼びかける。

　星守たちは、間かん一いつ髪ぱつのところでイロウスの魔まの手から逃れ、ステージの上へと避ひ難なんすることに成功していた。

「人型のイロウスが、こんなに……。これって……まさかっ！」

「ええ、そのまさかよ。残念、あなたたちは、食べそびれちゃったみたいね」

「エヴィーナ！」

　天井からエヴィーナとアルルがゆっくりと降りてくる。

　眼下に広がるイロウスの群れにご満まん悦えつといった表情だ。

「なんで……またエヴィーナがここに……」

「サドネ、ワタクシがついていますわ！」

「この前は尻尾しつぽを巻いて逃げたくせに……」

「いいじゃないか、あんこ。これで探す手間が省ける」

　エヴィーナの姿に、星守たちが身構える。

　そんな中、一人だけ様子が違ちがっていたのが──花音だった。

「……許さない」

　今日という特別な日が、台無しにされてしまった。

　ライブを見に来てくれたたくさんのお客さん、準備に携たずさわったたくさんのスタッフ、そして神しん樹じゆヶが峰みねで出会った星守の友達──そういったすべての人々の想おもいを壊こわされた。

　すべてを、めちゃくちゃにされた。

「私たちのライブに来てくれたみんなをこんなことに巻き込んで……」

　キッと顔を上げた花音の瞳ひとみには、涙なみだがあふれていた。

「許さないっ！」

　花音は跳とんだ。

　その手に二丁の銃じゆうを召しよう喚かんし、勢いそのままにエヴィーナへ銃口を向ける。

「ふんっ！」

　エヴィーナが右みぎ腕うでを振ふるう。

　それを待っていたかのように、無数のイロウスが花音めがけて跳びかかっていく。

「くっ……邪じや魔ましないでっ！」

　目め障ざわりなイロウスを吹ふき飛ばし、踏ふみつけ、前進する。

　だがイロウスの壁かべは執しつ拗ようにエヴィーナへの接近を阻はばんだ。




「みき、飛び出しすぎないで！」

「ごめん、昴ちゃん！」

「ステージに上がってきたイロウスから、まずはたたくわよ！」

　ステージ上を安全地帯とするべく、イロウスを追い払はらうことに徹てつする。

　前方から怒ど濤とうのように押し寄せてくる上に、さらに背後も気にしなければならなくなれば、ますます手に負えなくなってしまうだろう。

「くるみ！　右から二体来るよ！」

「うんっ！　あっ、望のぞみも、左に気をつけて」

「こっちは私がたたく！」

　望へと迫せまっていたイロウスを横からゆりがなぎ払った。

「助かった、ゆり！」

「冷静に、一体ずつ相手をしていくぞ！」

　人型のイロウスに立ち向かう力を手に入れていた星守たちであったが、次々と迫り来るイロウスに、誰だれも彼もが自身の眼前の相手で手いっぱいだった。

　そんな中、花音だけがエヴィーナに向かって突とつ撃げきを繰くり返していた。

　分厚いイロウスの壁を切り裂さき、ひとりエヴィーナに肉にく薄はくせんと突き進む。

「まったく……ひとりで突っ走っちゃって！　しほっち先せん輩ぱい！　かのかの先輩を連れ戻もどすわよっ！」

「ええ！」

　エヴィーナに向かってひとり突っ走る花音を、うららと詩穂が連れ戻そうと飛び出していく。

　自分たちと花音の間に蠢うごめくイロウスをなぎ倒たおし、突き進む。

（花音ちゃん！　花音ちゃんっ!!）

　花音は完全に自分を見失っていた。

　イロウスの群れの中を突き進む彼女は、周囲をイロウスに取り囲まれつつある。

　このままでは完全に包囲されてしまう。

　早く連れ戻さないと取り返しのつかないことになる──詩穂はがむしゃらに花音を目指した。

　花音を早く助けたい、その一心で突進する。

　一刻の猶ゆう予よも許されないと、我が身の危険も顧かえりみずに突っ込む。

　見れば花音は十と重え二十はた重えにイロウスに囲まれていた。

　いくら彼女でも相手をするには多すぎる。

　その時、彼女の死角から一体のイロウスが牙きばを剝むくのが見えた。

「花音ちゃんっ!!」

　ぎりぎり間に合う──詩穂がさらにスピードを上げて花音を目指す。

　だがその視線の先を、一いち陣じんの風が吹き抜ぬけた。

「かのかの先輩っ！」

　数すう瞬しゆん早く花音のもとにたどり着いたうららが、まさに花音に襲おそいかかろうとしていたイロウスを吹き飛ばした。

「うらら！」

「もう！　なにひとりで突っ込んでるのよ！」

「でも、あいつがっ！」

「ちゃんと周りを見なさいよ！　ひとりで相手にできる数じゃないでしょ！」

　エヴィーナへの憎ぞう悪おを膨ふくらませる花音を、うららが必死に振り向かせる。

「かのかの先輩っ！」

　その真まっ直すぐな眼まな差ざしに、ようやく花音が冷静さを取り戻した。

「……悪かったわ、うららの言うとおりね……」

　スパッと頭を切り替えた花音は、エヴィーナから距きよ離りを取るように後方に退く。

「うらら……ありがとう。おかげで冷静になれたわ」

「お礼はイロウスを倒しきってからっ！」

「ふふっ……確かにそうね！」

　心強い援えん軍ぐんを得た花音が、うららとともに体勢を立て直す。

　お互たがいの背中を預けるようにして戦う──そんな『信しん頼らい』という言葉すら感じさせる二人の姿を、詩穂は呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。




　ズキン──




　詩穂の胸に、いつかの鈍どん痛つうがよみがえる。

　あの時よりもさらに深いところを貫つらぬいてくる。

「詩穂！　詩穂ってば！」

　次に気がついた時、花音の顔が眼前にあった。

「なにボーッとしてるのよ！　早くみんなのところに戻るわよっ！」

「急いで、しほっち先輩！」

　花音もうららも、イロウスの群れの中で呆然としている詩穂のもとに駆かけ寄ってきていた。

「え、ええ……そうね」

　詩穂が慌あわてて花音とうららに続き、奮ふん闘とうする星守クラスの面々のところまで戻る。

　すぐに心美がうららへと駆け寄った。

「うららちゃん、大だい丈じよう夫ぶだった!?」

「なんとかね……でも今はそれよりも……っ！」

　イロウスの波がステージへと押し寄せていた。

「いくわよここみ！　イロウス全部倒して、せっかくのライブを台無しにしてくれたあの女をとっちめてやるわよ！」

「うんっ！」

　十六人の星守と二人のアイドルは、何千というイロウスの群れを迎むかえ撃うった。




　形勢は少しずつ、だが確実にエヴィーナにとって不利なものになっていった。

　一いつ致ち団結して陣じん形けいを組み、壁を作ってイロウスが内側に侵しん入にゆうするのを許さない。

「なぜ……なぜ崩れないのっ!?」

　奇き襲しゆうは成功した。

　イロウスの数もそろえた。

　それなのに勝利は自分の手から遠ざかりつつある。

　エヴィーナの焦あせりはイロウスへの指示にも乗り移り、無意味な突撃を繰り返すだけになっていた。

「これじゃ……これじゃイリス様に……」

　やがて、ほとんどのイロウスが倒されてしまった。

「そんな……そんな……」

　再び手て駒ごまを失ったエヴィーナの顔に浮うかんでいたのは、焦りと絶望だった。

「さあ、覚かく悟ごしなさい！　私たちのファンに酷ひどいことをしたツケ、百倍にして払ってもらうんだからっ！」

　花音がエヴィーナをにらみつける。

　十六人の星守と、詩穂も。

　一転して追い込まれる側となったエヴィーナに、もはやなすすべはなかった。

「くっ……！　なぜ！　なぜっ！　そうやって星守は、いつだって私の邪魔ばかり……っ!!」

　もはや勝ち目はないと悟さとったエヴィーナの身体が急きゆう上じよう昇しようする。

　そのまま天てん井じようを突つき破って姿を消した。

「このっ！　待ちなさい!!」

　追いかけようとする花音は、しかし、うららと心美に引き留められる。

「まずはイロウスにされた人たちの安全が先でしょ！」

「残ったイロウスも、ちゃんと倒しましょう！」

　そうだった──花音は一つ深呼吸して自分を落ち着けた。

　まだすべてのイロウスを倒したわけではない。

　イロウス化した人々を元通りにしてあげるには、一度倒してあげなければならない。

「……ダメね……ファンのことを一番に大切にしなきゃいけないのに、ついつい頭に血が上っちゃって……」

「でも……それも、花音先輩がファンの方たちのことを、とても大切に想っているからじゃないでしょうか……？」

「ま、ひとりで飛び出していっちゃう人をフォローするこっちの身にもなってほしいけどね！　ねっ、しほっち先輩！」

「えっ……？　そ、そうね……。もうっ、花音ちゃんったら、あんな危ないこと、もう二度としちゃダメだからね」

「なっ……！　それは、その……悪かったわよ。助けてくれて、その……ありがと」

　珍めずらしく素す直なおに感謝を伝える花音とは対照的に、明るく振ふる舞まおうとはしているものの、詩穂はやはり浮かない表情のままであった。

「イロウス化したのは、これが原因だったみたい……」

　みきが観客席からケミカルライトを拾って戻ってくる。

　普ふ通つうならカラフルな色に輝かがやくはずのケミカルライトが、濁にごった灰色に染まっていた。

　すぐに花音が気がついた。

「会場で販はん売ばいされていたやつだわ……あらかじめ仕込んでおいたってわけね」

「これならたくさんの人々が買うだろうな……」

「効果的ね……悔くやしいくらいに」

　明日葉とあんこが唇くちびるを嚙かむ。

「絶対に捕つかまえてやる……。私たちのファンを傷つけたこと、許さないんだからっ！」

　天井にポッカリ開いた穴を見上げながら、花音はきゅっと唇を嚙んだ。
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「まだ……まだやられるわけには……」

　エヴィーナは満まん身しん創そう痍いで山中をさまよっていた。

「イリス様……イリス様にもう一度、もう一度だけお願いしないと……」




「もう一度……そんな機会はもうありません」




　突とつ如じよ、エヴィーナ正面の地面から、人の形かたちをした影かげが立ち上がった。

　最初はおぼろげだった輪りん郭かくが少しずつはっきりし、やがて女性の姿を現す。

　つばの広いブレードハットを目ま深ぶかにかぶり、見えるのは口元だけだ。

「い……イリス、さま……」

　一歩、二歩とエヴィーナが後ずさる。

　イリスが醸かもし出す不気味な、冷たいオーラに歯の根が合わない。

「本当にダメな子……。救いようのない子……」

「お……お願いしますイリス様！　どうかっ、どうかもう一度だけ……」

「やっぱりダメね……星守にすらなれなかった落ちこぼれは」

「イリス様!?」

「少しは役に立つと思ったけど……残念だわ」

　呟つぶやいたイリスがすっと腕うでを伸のばす。

　エヴィーナの顔面を手のひらで覆おおうように。




「さようなら、エヴィーナ」




　瞬しゆん間かん、エヴィーナの足元に漆しつ黒こくの影が生まれた。

　どんな黒よりも黒く、どんな闇やみよりも闇をたたえたその影に、エヴィーナの身体が吞のみ込まれていく。

「お待ちください！　イリス様っ！　イリス様ぁ──っ!?」

　必死の形相でもがくエヴィーナを、影は底なし沼ぬまのように食らっていく。

　その姿をイリスは無言で見送った。

　彼女のすべてが闇に吞まれて消えるまで。

「…………いるのでしょう、アルル？」

「ふぁ、ふぁい!?」

　隠かくれてエヴィーナの最さい期ごを目まの当たりにしたアルルが、次は自分の番かと震ふるえながら姿を現した。

　自分も処分されてしまうのか──絶望に染まったアルルに、イリスが語りかける。

「あなたは……アレよりも役に立ちますか？」

　地面に黒く残った闇の残ざん骸がいを顎あごで差しながらイリスが問う。

　一瞬、アルルは理解が追いつかない。

　だが答えなど決まっていた。

「も、もちろんでしゅ！　ボクはあんな役立たずとは違ちがうでしゅ！」

「そう……それはなによりです」

　ブレードハットの下から覗のぞく唇が、怪あやしい笑えみを結んだ。

「で、でもどうするんでしゅか？　もういくらイロウスを集めても……」

　十六人の星守とf*fフオルテシモを相手に勝ち目があるのかと暗に問う。

　イリスは──やはり微笑ほほえんだまま言った。

「ステキな闇を見つけました……すべてを吞み込んでくれる、最高にステキな闇を……」








六章　壊こわれてしまえ









　いつだって一いつ緒しよだった。

　なにをするのも、どこに行くのも。

　楽しい時も悲しい時も、つらい時も嬉うれしい時も──いつだって隣となりには花か音のんちゃんがいてくれた。

　笑いかけてくれて、励はげましてくれて、慰なぐさめてくれて、叱しかってくれた。

　自分がアイドルとして頑がん張ばってこれたのも、すべて花音ちゃんのおかげだ。

　人見知りで内向きだった私に、歌う楽しさを教えてくれた。

　自信が持てなくて一度は断った私を、見捨てずに背中を押してくれた。

　詩し穂ほの歌をたくさんの人に聞いてもらうのが私の夢だから──そう言ってくれた。

　その言葉に私は救われた。頑張ることができた。

　自分が頑張ることが、花音ちゃんの夢をかなえることになるのだから。

　花音ちゃんがいてくれたから私は──




『なんてかわいそうなのかしら。どれだけ強く願っても報むくわれない運命なんて』




「あなたは……だれ……？」

　気づけば目の前に見知らぬ女性がいた。

　黒いヴェールで顔が見えない。声もくぐもっていてよく聞こえない。

　誰だれだか分からない──けれど、よく知っている身近な存在のような気もする。

『最初は、そう……初めて小鳥を飼った時だった。両親に懸けん命めいにお願いして、やっとのことで許しを得た。本当に……嬉しかった』

「なにを……言っているの……」

　違う、そうではない。

　なにを、ではない。なぜ、だ。

　なぜこの人は私の過去を知っているのだ。

『一生懸命に世話をして、可愛かわいがって……。でも、すべては無む駄だに終わった。一瞬だけ油断した隙すきに、あの子は鳥かごを抜ぬけ出して飛び去っていってしまった……』

　そう──呆気あつけない終わりだった。

　あれほど愛情を注いだのに、あの子はためらうことなく自分のもとを去っていった。

　所しよ詮せん、自分の愛情は一方通行でしかなかった。

　自分の想おもいに、応こたえてはくれなかった。

　こんなに悲しい想いをするならば、願わなければよかった。望まなければよかった。

　なにかを失って傷つくのであれば、最初からなにも手にしなければいい──幼心に、そう思った。

「なにが、言いたいの……？」

　人の苦い思い出を掘ほり起こしてなにが楽しいのだろうか。

『だから、それからはもう多くを望むことは止やめた。望みが強ければ強いほど、失った時の悲しさが大きくなると分かったから。だから……アイドルにだってなるつもりはなかった』

「それは……っ!?」

　真実だった。

　花音ちゃんから、一緒に頑張ろうって誘さそわれても、初めは首を縦には振らなかった。

　なにかを手に入れようとして、失うのが怖こわかったから。

「で、でも私はいま、アイドルになってる……！　花音ちゃんと一緒に、アイドルとして輝いてる！」

　詩穂の歌が好き──そう背中を押してくれたから。

　だから私はいま、花音ちゃんの隣にいられる。

「昔の私とは違うの！　怖がりで一歩踏ふみ出すことのできない私はもういない！　今の私は目標に向かって頑張ることができる！　花音ちゃんが一緒にいてくれるから……どんな壁かべだって、乗り越こえて……」

『強い自分を演じても、心まではウソをつけないものよ』

　彼女は一いつ蹴しゆうした。

『なにも変わっていない。あの頃ころの弱いあなたと、なにも……』

「だから私は……！」

『想って、想い続けて、想い抜いて……そうしていれば引き留められると信じているだけ。どこにも行かずに近くにいてくれると、自分を騙だましているだけ。本当は、心のどこかで気づいているんでしょう？』

　わずかに見える彼女の口元が、怪しく歪ゆがんだ。

　私のところからはなにもかもが消えてなくなる、小鳥も、大切なあの人も──そう嘲あざけっているように見えた。

「なにが言いたいの？　私は、これまで花音ちゃんと一緒に頑張ってきた。これからも、一緒に頑張ろうって、いつも……」

　花音ちゃんと一緒にいられれば、それだけで幸せなのだから。

『その幸せ……いつまで続くのかしら？　それが崩くずれ始めている音は、あなたの耳にもう届いているはず……』

　意味深な言葉を残して、その女性は背を向け、歩き出した。




　ズキッ！




　また、あの痛みだった。

　でも私は、その痛みから必死に目を逸そらそうとした。

「……そんなことない！　あなたに、私と花音ちゃんのなにが分かるの!?」

『あなたが想い続ける愛いとしの人は……いつまであなたのそばにいてくれるかしら？』

　私の言葉も聞こえないように彼女は立ち去ろうとする。

「待って！」

　このまま行かせちゃ、ダメだ。このままでは、なにか取り返しのつかないことが起こる──なぜだかそう、直感が告げていた。

　彼女の背中を追いかけて、その肩かたに手をかける。

　すると、その拍ひよう子しにそれまで彼女の顔を覆っていたヴェールがはらりとすべり落ちた。




　ヴェールの下から姿を現したのは──花音ちゃんだった。
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「っ────!?」

　声にならない悲鳴で詩穂は目を覚ました。

　目に入るのは見慣れた天てん井じよう、そして窓から差し込む眩まぶしい光。

　ここが自分の部屋だと思い出すのに数秒を要した。

「ゆ……め……」

　なぜか声がかすれていた。

　まるで叫さけびすぎた後のように。

「そっか……夢、か……」

　汗あせに濡ぬれた髪かみをかき上げ、確かめるように詩穂が呟つぶやいた。

「嫌いやな夢、見ちゃったな……」

　花音が自分から離はなれていってしまう──そんなことは絶対にありえない。

　そう自分に言い聞かせようとする詩穂であったが、あんな夢を見てしまった後では、そう確信を持って言うことができなかった。

「疲つかれてるのかな……。あんな夢を見ちゃうなんて……」

　気分は最悪だったが、それでも詩穂は身体からだを起こした。

　学校に行けば花音ちゃんが、星守のみんなが待っている──そう思うと少しだけ気が安らいだ。

「花音ちゃん、みんなの顔を見れば、きっとイヤなことも忘れられる……うん、きっとそう」

　詩穂は寝ね汗あせでぐっしょりと濡れたパジャマを脱ぬぎ捨てた。




「おはようございます……って、誰もいない……」

　詩穂が神しん樹じゆヶが峰みね女学園に登校すると、教室はがらんとしていた。

「早く来すぎちゃったかな……」

　花音の顔を、みんなの顔を見て、早く安心したい、その一心だった詩穂が、今さらながら時計に目をやる。

　始業時間よりも一時間も早かった。

「これじゃ誰もいないのも当たり前、か……」

　花音ちゃんに会いたかったな──と、しょんぼりしたところで思い出す。

　花音は、学園内で寝ね泊とまりしているのだということを。

「そうだ、起こしにいっちゃおうかな！　花音ちゃん、朝弱いから……ふふっ、寝顔見ちゃおうっと」

　きっとまだ夢の中をたゆたう花音を想像し、自然と笑えみがこぼれた。

　花音がいるはずの、校舎の最上階の端はしの教室へと向かう。

　そして到とう着ちやく、扉とびらに手をかける。

　ひょっとして鍵かぎがかかっていたり──という詩穂の心配をよそに、扉はわずかな抵てい抗こうだけで開いてくれた。

「わぁ……教室じゃないみたい……」

　ワンルームマンションの一室のような内装に目を丸くしつつ、詩穂は花音の姿を探す。

　やがて、部屋の奥に置かれたベッドの上で、小さく寝息を立てる花音を見つけた。

　その隣では、同じくうららも無防備な寝顔を晒さらしていた。

「ふふ……見つけちゃった」

　どんなふうに起こしてあげようか。

　いや、もうしばらく二人の寝顔を堪たん能のうするのも悪くない。

　とりあえず寝顔を写真に保存して──

「あら……？」

　そこで、気がつく。

　枕まくら元もとのテーブルに、大量の雑誌が山積みになっていた。

「これって……アイドル雑誌？」

　さまざまな少女たちが色鮮あざやかな装よそおいで表紙を飾かざっている。

　流行を常に追えているわけではない詩穂にとって、その中には見覚えのない顔も少なくなかった。

「んにゃ……うららぁ～……」

　ふと、花音の口から寝言がもれた。

「そのアイドルはぁ～……違うんだってぇ～……」

　夢の中でうららとアイドル談義をしているのか、花音は小さく眉まゆを寄せて唸うなっていた。

　その顔に詩穂は、かすかな寂さびしさを抱いだいた。

「花音ちゃん……蓮はす見みさんと寝るまでアイドルについて話してたのかな……」

　ベッドの脇わきまでアイドル雑誌を持ち込むくらいだ。

　きっと話が盛り上がったのだろうと容易に想像できる。

「私もアイドル……もっと勉強した方がいいのかな……」

　せっかく明るくなりかけていた詩穂の気持ちは、再び暗く沈しずんでいき、そのまま二人に声をかけることなく、そっとその場を後にした。
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　始業の時刻も近づき、登校してきた少女たちで星守クラスが賑にぎやかになる。

　他愛たわいない会話を交かわしながら、詩穂の頭の中は花音とうららのことでいっぱいだった。

「おっはよー！」

「おはよ……ふぁ～」

　そんな折、うららと花音が教室に入ってきた。

　朝から元気いっぱいのうららと、どこか寝ぼけ眼まなこの花音である。

「ん、おはよ、詩穂」

　花音がいつもと変わらない調子で声をかける。

　詩穂も普ふ段だん通りに返そうとして──失敗した。

「おは……よ……」

　あんな夢を見てしまった後では、いつも通り振ふる舞まえというのも無理のある話だった。

「どうしたの、詩穂？」

「う、うん……ちょっと、ね……」

　顔を背そむける詩穂を案じた花音が心配そうに覗のぞき込む。

「大だい丈じよう夫ぶ？　保健室行く？」

「ありがとう……でも、なんでもないから……」

　詩穂はこう言うしかなかった。

　だが──本当は聞きたいことがたくさんあった。

　この間の戦せん闘とうでケガをしたりしなかったか。

　うららとの共同生活はどうなのか。

　ともに戦う仲間として、アイドルの頂点を目指すパートナーとして、自分のことを──本当はどう思っているのか。

　言葉はいくつも喉のど元もとまで昇のぼってくるのに、それを形にすることができなかった。

　踏み込んでしまったら、もう後あと戻もどりできないような気がしていた。

　自分と花音の関係が決定的に変化してしまいそうだったから。

　今朝の夢のせいで、そんなことばかり考えてしまった。

「そう……でも、無理だけはしちゃダメだからね」

　花音も詩穂のことを案じつつも、それ以上は追つい及きゆうすることはなかった。

「そうそう、詩穂、今度の日曜日って暇ひまでしょ？　もちろん空けてあるわよね？」

　詩穂の暗い胸中とは対照的に、花音が一転して笑顔で話しかける。

「今度の、日曜日……？」

「ちょっとっ！　まさか忘れてないでしょうね!?　今度の日曜日は、その……私たちの大切な記念日でしょ……？」

「えっ……」

「ほらっ！　私が詩穂をアイドルに誘さそった日！　私たちがf*fフオルテシモを結成した大切な……」

「あっ……！　そう、だった……」

　こんな大切な日を忘れていたなんて──今日の私は本当にダメだと詩穂が肩を落とす。

「もうっ！　毎年一いつ緒しよにお祝いしてるのに……楽しみにしてたの、私だけ!?　このところバタバタしてたし……大事な話もあるから、久しぶりに二人っきりですごしたいなって……ダメ、かな」

　寂しそうな目をする花音に、詩穂が少し食い気味に答える。

「ダメじゃない！　どこに行く!?　あ、この前行きそびれちゃったから、今度こそパンケーキ、リベンジしに行く？」

「きゅ、急に張り切りだしたわね……ま、でも……詩穂が元気になってくれてよかったわ。さっきまで、本当に元気がなさそうに見えたから……」

「ううん。ごめんね、心配かけちゃって……でも、もう大丈夫！　花音ちゃん、ありがとう」

「ふふっ、やっぱり詩穂は笑顔でいるのが一番ね……あ、もう授業始まっちゃう。じゃ、また後でメールするから、その時にお店を決めましょ」

「うんっ！」

　ここ最近、胸の奥を圧あつ迫ぱくしていたモヤモヤが、うそみたいに晴れていくのを詩穂は感じた。

（やっぱり、私の気にしすぎだったんだ……夢なんかで、どうしてあんなに不安になっちゃってたんだろう。ふふっ、花音ちゃんとの久しぶりのお出かけ、楽しみだな♪）
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「私だけ呼び出されるだなんて、いったいなんの話かしら……？」

　f*fフオルテシモの結成記念日が迫せまってきたある日、花音は所属するプロダクションのオフィスに呼び出されていた。

　なぜか、自分ひとりだけ。

　自分にだけなんの用事があるのだろう──首を傾かしげながら花音は、授業が終わった後に独りでオフィスを訪おとずれていた。

　そこで告げられたのは──




「ソロ活動ってどういうことですか!?」

　通されたオフィスの一室、そこで待っていた社長の言葉に花音は声を荒あららげた。

「君たちが、さらなる高みを目指すことを思っての判断だ」

「そんなの必要ありません！　それに……その件は、以前にもお断りしたはずです！」

「君と詩穂とでは得意とする分野が違ちがう。この厳しい世界で勝負していくためには、お互たがいの長所を伸のばしていくべきだ。そのために、ソロ活動に挑ちよう戦せんすることが最適であると判断した」

　社長の考えは、間違ってはいない──そのことは花音も頭では理解できた。

　だが──

「確かに、社長のおっしゃる通りアイドルの世界は厳しいものです。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちでは、勝負することができないことも分かっています。ですが……私たちは二人でf*fフオルテシモなんです。詩穂と別々に活動するなんて、そんなこと……考えられません」

「f*fフオルテシモは世界を変える……」

「……っ！」

「それが君の口くち癖ぐせだったね」

「……はい」

「今のままでも、ある程度のレベルには達するだろう。だが、本気で世界に挑いどんでいくつもりなら、お互いがそれぞれの武器を磨みがいていかなければならない。これは、君たちにとってチャンスなんだ」

「ですがっ……！」

「話は以上だ。詩穂にはまた後日、私から伝えておこう。それじゃあ」




　オフィスから解放された花音は、ひとり家路についていた。

（ソロ……か……）

　頭の中で社長の言葉を反はん芻すうし、かみ砕くだき、吟ぎん味みする。

　決して悪意からf*fフオルテシモを引き裂さこうとしているのではない。

　自分と詩穂、そしてf*fフオルテシモのこれからのことを考えてくれての判断だ。

　そんなことは、百も承知だった。

　だが──

「f*fフオルテシモがバラバラになるなんて……私は絶対に……」

　アイドルとして高みを目指す。その目標が変わることは、決してない。

　だがそれも、詩穂と一緒でなければなんの意味もないはずだ。

「だって、あの日、誓ちかったじゃない。私たちは、なにがあっても二人でf*fフオルテシモ……そうだよね、詩穂」
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　日曜日。

　花音は予定の時間よりもだいぶ早く、待ち合わせ場所に到とう着ちやくしていた。

　いつぞやのケーキ屋さんはイロウスに邪じや魔まされたし、この前はうららとの先約があった。

　久々に詩穂と二人ですごせる時間であった。

「今日はどこから回ろうかしら……行きたいお店がたくさんありすぎるわ……あ、でも詩穂の好みもあるわよね……」

　そわそわしながら待つことしばらく。

　ツンツン──花音の背中を突つっつく誰だれかがいた。

「早かったわね、詩穂……」

「やっほ～、なにしてるの？」

「…………おかけになった電話番号は現在、おつなぎできませ……」

「正面！　すぐ目の前にいるんですけど！」

「はぁ……どうしたの、葵あおいちゃん」

　この人は、本当にいつも神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ──ご立腹な様子の七なな嶋しま葵を前に、花音がため息をもらす。

「ちょっとこれから神樹ヶ峰に行くところだったの。そうしたら花音が見えたから、なにしてるのかな～って」

「先生って大変なのね、日曜日なのに」

「まあ、仕事だからね～。それで花音は？」

「詩穂と待ち合わせよ。今日は、f*fフオルテシモの結成記念日なの」

「おぉ！　そっかそっか～！」

　子供みたいにはしゃぐ葵は、しかしふと怪け訝げんな顔つきになって、

「そんなお祝いの日なのに……なんか浮うかない顔してない？」

「……そう？」

「なんか悩なやみを抱かかえてる感じ。記念日を楽しもうって、頑がん張ばろうとしてる感じ」

　何気なく指し摘てきしてくる葵に、変なところで鋭するどいなぁと花音は観念する。

「実は……」

　花音はソロデビューの話があることを伝えた。

　もちろん断るつもりであること。

　自分たちはなにがあっても二人でf*fフオルテシモである。そのことは絶対に変わりはないということ。

　そんな自分の気持ちを、素す直なおに洗いざらい打ち明けた。

「ホント、困っちゃうわ……」

　うんざりしたような花音を眺ながめていた葵がポツリと呟つぶやいた。

「……花音は本当にそれでいいの？」

「えっ」

　思わぬ一言だった。

「だってお互いの強みを活いかす絶好のチャンスじゃない？　最初から断るなんて花音らしくないと思うな～」

「らしくないって……」

　詩穂と一緒じゃないとなんの意味もないのだ──そう言おうとした矢先、葵の言葉が突き刺ささった。

「ひょっとして……一人でやっていくのが怖こわい？」

「こわ……って、なんでよ！」

「花音って唯ゆい我が独どく尊そんって感じてツンツンしてるけど、実は寂さびしがり屋なのかな～って」

「そ、そんなこと……」

　絶対に違うかといえば──ウソになる。

　詩穂が一緒にいてくれるという安心感のおかげで、ここまでアイドルの道を突っ走ってこられた。

　いつも自分のそばにいてくれる、いつも自分を励はげましてくれる、そんな詩穂が心の支えになったことは、一度や二度ではない。

　でも、そうした想おもいをストレートに表に出したことは、あまりなかった。

　自分が堂々としていないと詩穂を不安にさせてしまいそうだから。

「……怖くなんてないわよ！」

　そんな自分の心の弱さを葵にズバリ見み透すかされたみたいで、花音はつい強がってしまった。

　だから、こう言ってしまった。

「私、一人だってアイドルできるんだから！」
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『私、一人だってアイドルできるんだから！』




　ズキッ！




　詩穂は、聞いてしまった。

　待ち合わせの場所に、少し早く着いて花音を見つけ、駆かけ寄ろうとした、その時だった。

　花音が葵に向かって断言した、その言葉を聞いてしまった。

　これまでずっと心の中に押さえ込んできた不安が、一気に噴ふき出した。




（花音ちゃんは……やっぱり、ひとりでアイドルをやりたかったの……？）




　ずっと、怖かった。

　花音にとって自分はお荷物なのではないかと。足を引っ張っているのではないかと。

　でも花音が向けてくれる笑え顔がおに、花音が与あたえてくれる優やさしさに希望を託たくした。

　花音の隣となりに立てるように頑張ってきた。

　それなのに──花音はひとりで進みたがっていたというのか。

「そっか……大事な話って、そういうことだったんだね。でも、どうして……。なにも、こんな大切な日に言わなくたって……」

　せっかくの記念日なのに。せっかく二人でお祝いできると思ってたのに。

　そんな日にどうして──どうしてっ!?

「あ、詩穂……」

　その時、花音が詩穂に気がついた。

「ちょっと聞いてよ、葵ちゃんがね……」

　花音が詩穂に近寄ってその手を取ろうとして──空から振ぶりした。

「詩穂……？」

　詩穂が俯うつむきながら一歩、また一歩と後ずさる。

「……ごめんね、花音ちゃん」

「え……？」

「……やっぱり私じゃダメだったんだね」

「ちょっと詩穂、なにを言って……」

　花音が詩穂の肩かたに手をかける。

「詩穂、どうしたの？　なにが……」

「放してっ！」

　瞬しゆん間かん、花音の手に鋭い痛みが走った。

　詩穂に手を打ち払はらわれたのだと気づくのに数秒を要した。

「し……ほ……？」

「花音ちゃん……今までありがとう。こんな私と一いつ緒しよにいてくれて、ありがとう……」

「ちょ、詩穂!?」

　伸のばす花音の手を逃のがれ、詩穂が走り出す。

　事態がまったく吞のみ込めない花音は、とっさに追いかけることができなかった。

　その一瞬の間に、詩穂の姿は人ひと混ごみの中へと消えていってしまった。

「詩穂……？」
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　いつの間にか降り始めた雨は、瞬またたく間に激しさを増していた。

　空はどす黒い雲に覆おおわれ、冷たい風が吹ふきすさぶ。

　詩穂は全身を雨に濡ぬらしたまま河か川せん敷しきを歩いていた。

　目の前がぐちゃぐちゃになって、我を忘れて走り続けて、気がつけばこの場所にたどり着いていた。

「ここは……」

　忘れもしない、そこは、花音が自分をアイドルに誘さそってくれた、思い出の場所だった。

　この場所で、自分はアイドルとして一歩を踏ふみ出した。

　花音に背中を押してもらって踏み出した。

「花音ちゃんはひとりでアイドルをやりたかったんだ……。私は……邪魔だったんだ……」

　その頰ほおを濡らすのは雨か涙なみだか。

　光を失った瞳ひとみで詩穂がさまよう。

「私、このまま捨てられちゃうのかな……」

　ズキンッ──胸の奥を鈍どん痛つうが貫つらぬく。

　空っぽになった心が揺ゆさぶられる。

　花音の顔を思い出そうとして、失敗した。

「詩穂？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　不意に、声が聞こえた。

　顔を上げた視線の先に、傘かさをさした葵が不思議そうな顔で立っていた。

「葵先生……」

　詩穂は反射的に顔を背そむけた。

　今の、惨みじめな自分の顔を見られたくなかった。

（なんて、言い訳しよう……）

　雨に打たれてこんなところをひとりで歩いて──なにかあったと心配されるのは当然だ。

　でも本当のことは言えない。

　花音に捨てられてしまうかもしれない、そのことがたまらなく怖いだなんて──




「おめでとう詩穂！　花音のソロデビューが決まったんだって！」




　あまりに、突とつ然ぜんのことだった。

　ついさっきまで心配したような顔で詩穂を案じていた葵は、満面の笑みで彼女の顔を覗のぞき込んでいた。

「だから言ったでしょ？　あの子はひとりでどこへでも行っちゃうんだって」

　愕がく然ぜんとする詩穂に、葵はその手を握にぎってニッコリ微笑ほほえんだ。

「詩穂、今まで花音のサポートお疲つかれ様。あなたが支えていたからこそ、花音は大空に羽ばたくことができたのよ！」

「そんなっ!?　私そんなつもりじゃ……！」

「ゆっくり休むといいわ、詩穂。あなたの大好きな花音は……これからひとりで羽ばたくの。あなたが隣にいた時よりも、高く、高く……ね」

　詩穂の耳元で葵が囁ささやく。

　ねっとりと、頭の奥に染しみこませるように。




　ズキンッ──ズキンッ──!!




「痛い……痛い……」

　胸の奥を締しめ付けるような、締め上げるような鈍痛が止まらない。

　短い間かん隔かくで何度も何度も心臓を握り潰つぶされているような。

　深い海の底に突つき落とされたような息苦しさに、思わず膝ひざからくずおれた。

「あ……あぁ……」

　やがて鈍痛は熱さに変わっていった。

　身を焦こがすような、身体からだの内側から焼き尽つくされるような熱さだった。




「本当は、分かっていたんでしょう？」

　冷たい声が詩穂へと降りかかる。

　朦もう朧ろうとする意識の中、詩穂が見上げた先にいたのは葵ではなかった。

　それは──詩穂自身だった。

「あ……なた、は……」

　もう一人の自分との邂かい逅こうはこれが二度目だ。

　一度目はいつかのサイドブリッジ──エヴィーナに不思議な空間に放ほうり込まれた時だった。

「本当は、分かっていたんでしょう？　私には花音ちゃんの隣にいる資格はないんだって」

　もう一人の自分がうすら嗤わらう。

「最初から無理だったの。私と花音ちゃんとじゃ、住んでる世界が違ちがう……結局、花音ちゃんに誘われて舞まい上がっていただけ」

「そんなことっ……！」

「本当はずっと怖こわかったの。トップアイドルじゃなきゃ……花音ちゃんと同じレベルを目指さなきゃ、私の方を見向きもしてくれないんじゃないかって」

　もう一人の詩穂の声は、突き放すような慰なぐさめるような、不思議な響ひびきがこもっていた。

　それが詩穂には気持ち悪くて、なのにどこか心地ここちよかった。

　誰だれにも知られたくない本当の気持ちを知られてしまった──でも理解してくれた。

　不快感と安心感が入り混じって、心の中にまだら模様を描えがく。

　光と闇やみが織りなす、ぐちゃぐちゃの絵を。

「必死に頑がん張ばった……。花音ちゃんの隣にいたいって頑張って頑張って頑張って……それなのに花音ちゃんは、ひとりで進む道を選んだ……それが真実なの」

「……っ!?」

「私の大切なものは……もう私の手には届かない」

　もう一人の詩穂が、膝をつく詩穂の手を優しく握った。

　つらかったね、痛かったね──そういたわるように。

「もう終わりにしよう？　いくら望んでも願っても、なにもかもが手て遅おくれなの。だったらもう……」

　すべて諦あきらめてしまいましょうよ──その言葉を詩穂の耳へと注ぎ込む。

「わた……しは……」

「うん、うん……もう頑張らなくていいの。傷つかなくていいの」

　もう一人の詩穂が膝を折り、詩穂の身体をそっと抱だきしめる。

「もう……いいの？　私は……傷つかなくてもいいの……？」

「ええ、忘れましょう。なにもかも……」

　瞬間、二人の詩穂の身体が漆しつ黒こくの闇に包まれた。

　闇の中で詩穂が感じたのは──解放感だった。

　もう悩なやまなくていい、苦しまなくていい。傷つかなくていい。

　すべてを捨ててすべてを忘れて、自由になればいい。

　そう思うだけで全身の熱さがすっと消えていった。

「ふふ……いい顔になったわね、詩穂」

　やがて闇が晴れた時、そこにいたのは、もう一人の詩穂ではなく、嬉うれしそうに微笑む葵だった。

　そんな葵が愛いとおしそうに抱きしめていたのは──
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「詩穂……いったいどうしちゃったっていうの……？」

　雨の中、花音は街中を駆かけ回っていた。

　さっきの詩穂は、明らかに様子がおかしかった。

　せっかくの二人の記念日なのに、まるで自分のことを拒きよ絶ぜつするかのように見えた。

　思い返してみれば、今日だけでなく、ここ最近の詩穂の様子はどこかおかしかった気もする。

　自分が話しかけても、どこか上の空な時が何度もあった。

「私のせいだ……詩穂が悩んでいることに気がついていたのに、話を聞いてあげられなかった私のせいだ……」

　このどしゃぶりの雨の中、いくら電話をしてもつながらない。

　心配と焦あせりと不安と──いろいろな感情がごちゃまぜになりながら、詩穂を探す。

　その時だった。




　すれ違った普ふ通つうの主婦が──燃えた。




　悲鳴を上げながら真っ黒な炎ほのおに包まれる。

　行き交かう人が呆ぼう然ぜんと眺ながめる中、花音の脳のう裏りに、あのライブ会場での悲劇がフラッシュバックした。

「イロウス化!?　でも、どうして……？」

　あの時はエヴィーナの力により、人々のイロウス化が発生した。しかし、いま周囲にそうした力は感じられない。ならばどうして……目の前で起こった出来事を花音が必死に理解しようとしていたその時だった。




「きゃ────！」




　背後から鋭い悲鳴が聞こえた。驚いた花音が振り返ると、そこにはさきほどと同じ光景が広がっていた。

　街行く人々の身体を漆黒の炎が包んでいた。

　花音が止める間もなく、黒い炎は次々と人々を吞み込んでいく。そしてその波はまたたくまに周囲に広がっていった。

　平穏な休日が一転して地獄と化した。

「どうして突然こんなことに……なにかが起こってるんだわ。みんなに、詩穂に知らせなくちゃ」

　花音は祈るような気持ちで詩穂へのコールを続けるも、しかし、呼び出し音がただ繰り返されるだけだった。

　そうこうしてる間に、周囲に瘴しよう気きが満ちていく。

「詩穂を……詩穂を探さなくちゃ。こんな大変なときに、いったいどこに行っちゃったの……」

　考えろ考えろ──花音が必死で考えを巡めぐらせる。

　詩穂が行きそうな場所はどこか。

　なにかに悩んだ詩穂が向かいそうな場所は、どこか。

「あっ……」

　自分と詩穂の思い出の場所──周囲のイロウスをなぎ倒しながら、そこを目指して花音は走った。




　目的の場所──自分が詩穂をアイドルに誘さそった河か川せん敷しきへと急いでいた花音は、目指す先でイロウスの巨きよ大だいな瘴気が膨ぼう張ちようするのを感じた。

「そんな……!?」

　一つや二つではない。

　その中でもとりわけ、周囲を吞み込まんばかりの闇を抱かかえた個体が一つ。

　詩穂がいるかもしれないその場所に、イロウスの脅きよう威いが差し迫せまっているのだ。

　近づくにつれて、膨らんだ闇がまるで心臓のように、トクントクンと鼓こ動どうするのが分かった。

「詩穂……詩穂っ！　お願いだから無事でいて……！」

　それだけを祈りながら河川敷を目指す。

　とにかく、詩穂の顔を見たかった。

　ただただ安心したかった。

「よし、着いた！」

　河川敷までやってきた花音の眼前には、無数のイロウスが跋ばつ扈こしていた。

　見るのもおぞましい光景だったが──その中に彼女の姿を見つけた。

「詩穂っ！」

　イロウスの群れの中心で、無防備な身体をさらしていた。

「詩穂！　いま助けにいくからっ！」

　花音が武器を召しよう喚かんし、詩穂のところへと急いだ。

　立ちはだかるイロウスを蹴け散ちらしながら突き進む。

　そして、やっとのことで詩穂のところにたどり着いた。

「詩穂！」

　その背中に声をかける。

　ようやく会えた──胸のつかえが取れた気がした。

　だが、詩穂は振ふり向くことなく、静かに俯いたままだ。

「なんで、なんでこんなに苦しいの……？」

「詩穂……？」

「私はただ花音ちゃんと一いつ緒しよにいられれば、それでよかったのに……」

「詩穂、とにかくここは危険だわ！　それに……なにかおかしなことが起こってるの。街の人たちが次々にイロウスに変わっちゃって。だから早く二人で……！」

　花音は、詩穂を安全な場所へ避難させようと呼びかける。

　しかし、そんな彼女に気づいていないかのように詩穂が続ける。

「こんなことならなにも望まなければよかった……あの日、この場所で、勇気なんて出さなければよかった……。そうすれば傷つくことも苦しむこともなかったのに……」

「詩穂……？」

　イロウスに囲まれ、それでも無反応に佇たたずむ詩穂に、花音はようやく彼女の様子が明らかにおかしいことに気がつく。得体の知れない不気味なものを詩穂のなかに感じとった。

「もう……いいかな……。こんな気持ちになるのなら……もう、なにもいらない」

　詩穂が手を持ち上げた。

　その手が額を──前まえ髪がみのヘアピンをつかむ。

　f*fフオルテシモの絆きずなの証あかしであるヘアピンを。

「特別な力も、あの日の約束も……。大切な友達も……」

「詩穂、なに言って……」




「いらない……もうなにもいらないっ!!」




　絶ぜつ叫きようした詩穂が、髪かみからヘアピンをむしり取って地面にたたきつけた。

　直後、激しい風が吹ふき荒あれ、花音から詩穂の姿を隠かくす。

「詩穂！　詩穂っ！」

　暴風に顔を覆おおいながら花音が必死で呼びかける。

　しかし返ってくる言葉はなく、耳みみ障ざわりな風切り音だけがこだまする。

　そして風が止やんだ時──花音の目の前に広がっていた光景は……。

「し……ほ……？」

　花音は目を疑った。

　闇の中から産うぶ声ごえを上げたのは、漆黒のドレスに身を包み、妖しい笑みを浮かべる大切な親友の姿であった。

　しかもその背後には無数のイロウスが控えている。それはまるで、彼女が彼らを付き従えているようにもみえた。

「詩穂……その格好はどうしたの？　それに、なんでイロウスが詩穂と……」

　詩穂が濁にごった瞳ひとみで花音の姿を捉とらえる。

　だがなにも答えない。

　うっすら笑えみを浮うかべたまま、ただ花音を見つめ続ける。

　その足がぐいと地面をえぐった。




　二人の大切な絆の証であるはずのヘアピンが、泥どろにまみれていた。




「詩穂っ!?」

「どう、美しいと思わない？」

　その声の主に花音は視線を向けた。

「葵ちゃん!?」

　なぜこんなところに──そんな疑問はすぐに吹き飛んだ。

　葵もまた詩穂と同じように、闇やみを形にしたような黒いドレスに身を包んでいたからだ。

　理解したくなかったが、直感的に、すぐに理解できてしまった。

「葵ちゃんが詩穂をこんな姿に……？」

「あぁ！　教え子の晴れ姿にこうして立ち会えるなんて、なんて幸せなのかしら！」

　大おお仰ぎように葵が両りよう腕うでを広げる。

　それだけで闇の波動が膨れ上がった。

「晴れ姿……？　いったいなにを言ってるの……？　葵ちゃん……いいえ、あなたはいったい、誰だれなの……？」

　葵の姿をした別人か、それともこれが葵の本ほん性しようなのか。

　いずれにせよ、自分の知っている七嶋葵ではないと花音が悟さとる。

「ふふっ……私は、私よ？　誰よりも星守を愛し、そして誰よりも憎にくむ……」

「なによそれ……詩穂だけじゃなくて、葵ちゃんまで……いったいどうしちゃったっていうの……」

　花音が葵の方へと歩を進める。
















　だが──そんな花音の行く手を遮さえぎったのは詩穂だった。

「詩穂っ!?」

「ふふふっ……どうしたの、花音ちゃん？　そんな怖こわい顔しちゃって……」

　花音にとって聞き慣れた声のはずであるのに、壊こわれた機械の音のようにまるで生気を感じられなかった。

「詩穂……いったいなにが起こってるの……？　どうして……」

「……やっと、微笑ほほえみかけてくれたの。私の中の……真実が」

「真実……？　だって、その格好……。それに、なんでイロウスと……？」

「ふふっ……当然じゃない。だってこの子たちは、私のそばにいてくれる大切な存在なんだもの。花音ちゃんと違ちがって」

　近くにいたイロウスの顔を、詩穂が笑顔のままでなで上げた。

　まるで子供をあやすように。

「大切……？　なにを言ってるの……？」

　変わり果てた詩穂の姿に戸惑う花音とは反対に、詩穂は穏おだやかな微び笑しようを浮かべていた。

「詩穂、最近悩なやんでたんだよね……？　ごめんね、私、気がついてたのに、詩穂が大だい丈じよう夫ぶって言うからそれ以上は聞けなかった……。でも、悩みがあるのなら言ってほしい。だって、私たち……」




「私を捨てたくせに、分かったふうな口を利きかないでっ！」




　突とつ然ぜんの絶叫に花音が吞まれた。

「す、捨てるって……。なにを言ってるのよ、詩穂……」

「あははは！　そうやって、とぼけるんだ？」

「とぼける……？　どういうこと？　ねえ、お願い、私の話を聞いて……」

　花音の必死の呼びかけも、詩穂の心にはなにひとつ届くことはなかった。

「……もう、いいや。じゃあね、花音ちゃん」

「詩穂！　待って……！」

　追いすがる花音を、今度は葵が遮る。

「はーい。もう、おしまい。あなたたちの壊れていく友情はとっても美しいけど……花音、あなたにはもう用はないの。バイバーイ」

　吹き出した闇の中へと葵が、そして詩穂が姿を消していく。

「待って、お願い！　私の話を聞いて……！」

　後に残されたのは、詩穂の豹ひよう変へんぶりに打ちひしがれた花音と、そして大量のイロウスだけだった。

「いったい、なにが起きてるの……？　まさか、街でのことも詩穂が……？」

　混乱する花音のことなどお構いなしに、イロウスがじりっと距きよ離りを詰つめてくる。

「なんとか……しなきゃ……。詩穂……」

　花音は力を振り絞しぼって立ち上がった。

　とりあえずこの目の前の危機を脱だつしなければ。

　いま目の前で起こった出来事をみんなに伝えなければ。

　そしてなにより、詩穂を救い出さなければ──

「詩穂……詩穂っ!!」

　ぐちゃぐちゃの心のまま、花音はイロウスへと挑いどみかかっていった。
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　これまでとは比べものにならないスピードで、大量の人々がイロウス化している──最悪の知らせが神樹ヶ峰女学園にも飛び込んできていた。

「風ふう蘭らん、いったいなにが起こっているの!?」

「アタシだってさっぱりだ！」

　実験ラボのコンソールを操作する樹いつきと風蘭も、かつてない事態に混乱していた。

　イロウスの瘴しよう気きに妨ぼう害がいされ、通信がうまく機能していない中、わずかに手元に届く情報はどれも最悪なものだった。

　もはや星ほし守もりを討とう伐ばつに向かわせてどうこうできるレベルではなかった。

　できることといえば、まだ被ひ害がいが及およんでいない範はん囲いの人々を退たい避ひさせ、さらなるイロウスの発生を防ぐことだけであった。

　結果、爆ばく発はつ的に数を増したイロウスそのものには、なんの対たい抗こう手段も打てていない。

　星守たちも、人々の避ひ難なんの応おう援えんで手いっぱいだった。

「予測されるイロウスの数はどのくらい!?」

「把は握あくしているだけで三万以上だ……」

　f*fフオルテシモのライブで出現したイロウスの数の比ではなかった。

　把握しきれていないぶんも含ふくめればさらに膨ふくれ上がるだろう。

「悪夢ね……」

「ああ……とびっきりのな」

　イロウスの総数も不明、事態の原因もまるで分からない──樹と風蘭の顔がいつになく険しいものになるのも無理はなかった。

「とにかく、情報がほしいわ」

「ああ……原因が分からないことには、対策の取りようがない」

　二人がそんな会話を交かわしていた時だった。




「詩穂……よ……」




　その声に樹と風蘭がラボの入り口を振ふり返る。

　全身ボロボロになった花音が、荒あらい呼吸で壁かべに背中を預けていた。

「花音!?」

「どういうことだ花音！　詩穂がどうしたんだ!?」

　急いで駆かけ寄った樹と風蘭が、今にも崩くずれ落ちそうになる花音の身体からだを支える。

　花音は朦もう朧ろうとする意識の中、ぐっと握にぎりしめたこぶしを自分の胸に押し当てた。

「イロウスを生み出しているのは……詩穂よ」

「なっ……」

「いったいどういうこと!?　花音、あなたが見たことを、詳くわしく教えてちょうだい！」

　信じられない風蘭と樹は、花音から事態の詳しよう細さいを聞き出そうとする。

　花音は息を切らせながらも、しかし、はっきりとした口調で自分が目もく撃げきした一部始終を語った。

「そんな、そんなことって……」

「にわかには信じられないな……。だが……」

「すぐにあの子たちを呼び戻もどしましょう。危険ではあるけれど、確かめなければならないわ」

「ああ……そうだな。いつまでも後手に回っているわけにもいかないか……」

　二人は星守たちをイロウスが最も密集している場所──すなわち詩穂がいるであろう場所に向かわせることにした。

　危険なのは百も承知だったが、今の事態を打開するためには、もうそれしかなかった。




「お願い……誰か、詩穂を止めて……」

　花音の悲痛な叫さけびに、樹も風蘭もかける言葉が見つからず、固く唇くちびるを嚙かみしめるしかなかった。
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　樹と風蘭の指示により、星守たちはイロウスの瘴気が最も濃こく観測されている場所へと向かった。

　彼女たちがそこで目撃したものは、あの優やさしい笑顔をたたえていた詩穂の、変わり果てた姿であった。

「しほ……せん、ぱい……」

　豹変した詩穂の様子に、誰もが我が目を疑った。

　柔にゆう和わな笑みをたたえた彼女の優しい面おも影かげはどこにもなく、不気味な冷たい笑みを浮うかべた別人へと変へん貌ぼうしていた。

「本当に、詩穂なのか……？」

「詩穂先せん輩ぱい！」

　必死で呼びかけるも、詩穂の反応は、ない。

　まるで『詩穂』という名に覚えがないかのように首を傾かしげる。

「それに……人型のイロウスがこんなにたくさん……」

「全部、詩穂先輩が……？」

　あの優しかった詩穂が、今のこの惨さん状じようを生み出しているという事実を、彼女たちはどうしても信じることができなかった。

「あら？　ふふっ、星守のみなさん、こんにちは」

　星守たちの存在に、やっと気がついたかのように、詩穂がいつものような丁てい寧ねいな口調で話しかける。

　しかし、その声にはまるで感情というものが存在しなかった。

「詩穂……いったいどうしちゃったの……？」

「詩穂先輩！　私たちと一いつ緒しよに帰りましょう！」

　彼女たちの呼びかけにも、詩穂は冷たい微笑を返すだけだった。

「帰る……？　私には、あなたたちと帰る場所なんてない。やっと、真実が微笑んでくれたの」

「くっ……こうなったら力ずくで連れ帰るしかない！　いくぞ、みんな！」

　明日あす葉はの声をきっかけに、星守たちが詩穂のもとに駆け寄ろうとする。

　しかし──

「邪じや魔ま……」

　詩穂が無造作に腕うでを振るう。

　それを合図に、大量の人型イロウスが星守たちの行く手を遮さえぎる。

　今の星守たちには人型イロウスを倒たおす力が備わっているとはいえ、この数の前ではそんなことは関係なかった。

「そんな……」

「詩穂せんぱいと戦いたくないよっ！」

　動どう揺ようする星守たちにも詩穂は容よう赦しやなかった。

「星守……消えて……」

「みんな、くるよ！」

　みきの一声に、星守たちが戦せん闘とう態勢を取るが、変わり果てた詩穂の姿に大きなショックを受けている今の彼女たちに、イロウスを押し返すだけの力があるはずもなかった。

　仲間との連係は完全に崩れ、誰だれも彼もが自分の身を守るだけで精いっぱいだった。

　もはや、詩穂とまともに話をすることすらできる状じよう況きようではなかった。




『みんな！　すぐに戻ってきて！』

　星守たちの劣れつ勢せいを危険に思ったのか、樹から通信が飛び込んできた。

「でもっ！　詩穂さんがっ！」

　みきの悲鳴に、樹も苦しげに応こたえる。

『分かってるわっ！　でも……あなたたちまで失うわけにはいかない……お願いだから、戻ってきなさい！』

「でも……っ！」

　詩穂のあんな姿を目まの当たりにして、このまま立ち去ることなんてできない。

　しかし現実として、今の彼女たちの精神状態では、詩穂にたどり着く前にイロウスたちに敗れてしまうだろう。

　どうしようもないジレンマと闘たたかいながら、彼女たちはやっとのことで自分自身を納なつ得とくさせた。

「みんな、今はいったん戻ろう！　それで……態勢を立て直して、絶対に詩穂さんを助けよう！」

　みきの決断に異を唱える者はいなかった。

　誰も彼もが悔くやしさに唇を嚙みながら、星守たちは詩穂とイロウスに背を向けた。
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　神樹ヶ峰女学園へと戻ってきた星守たちの表情には、隠かくしきれないショックの色が浮かんでいた。

「詩穂さんがイロウスを生み出してたなんて……」

「あんな……見たこともないような数を……」

「そんなこと……」

　困こん惑わくする教え子たちを迎むかえた樹も、彼女たちと同様、まだ混乱から抜ぬけ出せずにいた。

「これからどうするんですか？」

「隔かく離り区域の外にイロウスが逃にげ出さないように、各機関と協力して包ほう囲い網もうを構築したわ。これでしばらくは時間を稼かせげる……問題は、その後ね」

　瘴気が以前にも増して濃のう密みつになり、通信も麻ま痺ひしていた。

　街の様子はなにもつかめず、詩穂がまだあの場所に留とどまっているのか、それとも移動しているのかさえ、分からなかった。

　もしも彼女が隔離区域の外に出てしまったら。

　さらに多くの人々をイロウスへと変えてしまったら。

　その時は──命じなければならないだろう。

　教え子たちに、詩穂を──

「とにかく、みんな、いまは休んで。追ってまた連れん絡らくします」

　動揺と混乱をはらんだまま、どうしていいか分からず少女たちが戸と惑まどう。

　そして、彼女たちには気になることがもう一つあった。

「あの……花音先輩は、どうされたんですか？」

　みきがそんな彼女たちの疑問を代表して尋たずねる。

「花音は……」

　樹が言いよどむ。

「花音は、今は憔しよう悴すいしきっていて話ができるような状態ではありません。いたずらな慰なぐさめも、逆効果になってしまうでしょう。そっとしておいてあげた方がよいかもしれません」

「花音先輩……」

　花音のことが心配なのはもちろんだが、詩穂の豹ひよう変へんぶりを直じかに目撃した彼女たちは、花音が今どんな精神状態にあるのか、なんとなく想像することができた。

　それゆえに、花音にどんな言葉をかけてあげればよいのか、分からなかった。




「ミミ、かのんせんぱいと、しほせんぱいと、また一緒にお話ししたいな……」

「サドネも……シホに、またお歌、教えてほしい……」

「花音と、また剣けん道どうを一緒にできる日は来るよな？」

「ゆり……。そうだね……」

　花音と詩穂──初めて会った時こそ激しく対立していた二人だったが、いまや星守たちは〝仲間〟としてすっかり受け入れていた。

　あの二人とすごした楽しいひと時が戻ってくることは、もうないのだろうか──

　そんなふうに暗く沈しずんだ雰ふん囲い気きになっていた星守たちの中で、うららだけはなにか神しん妙みような面おも持もちをしていた。

　そして心ここ美みも、そんなうららの横顔を見ながら、なにか強い決意を秘ひめているような表情をしていた。




『花音はいま、保健室で手当てを受けています。会いにいってもいいけど、くれぐれも彼女の負担にならない範はん囲いでお願いね』

　樹にそう教えてもらったうららは、心美と一緒に花音がいる保健室に向かった。

　そっとドアを開けると、書類を熟読していた風蘭と目が合った。

　風蘭はなにも言わず、白いカーテンで仕切られた奥のベッドに視線をやる。

　うららと心美は一つ深呼吸してから、カーテンの向こうに声をかけた。

「かのかの先輩……そっちに行ってもいい？」

　返事はない。

「花音先輩、お身体からだの調子はいかがですか？」

　やはり返事はない。

　うららと心美が顔を見合わせる。

　二人の気持ちは、同じだった。




『思っていることは言葉にしなければ伝わらない』




　いつか不思議な空間に放ほうり込まれた二人が、それぞれもう一人の自分と戦った末にたどり着いた答えがこれだった。

　ここで花音を独りにするのは、それはきっと思いやりではない。

　たとえ花音の怒いかりを買うことになっても、悲しませることになっても、今は花音の気持ちを聞いてあげることが大切だと信じた。

「……開けるね、かのかの先輩」

　うららがそっとカーテンを引く。

　花音はベッドに横たわり、どこか虚うつろな眼まな差ざしで天てん井じようを眺ながめていた。

　その視線がゆっくりと二人の方を向く。

「うらら、心美……」

　まるでたった今、二人の存在に気がついたかのようだった。

「ずっとね……同じ事考えてた……」

　うららと心美が促うながすでもなく、花音がぽつりぽつりと語り始めた。

「詩穂のことはなんでも分かってて、私のことも詩穂はなんでも知ってて……ずっとそう思ってたのに……」

　詩穂があんなことになっちゃった原因が、どうしても分からないの──花音が苦しげに呟つぶやいた。

　ずっと近くにいたからこそ、いざ離はなれてみて初めて気がついた心の隙すき間まだった。

「詩穂のこと……分かんなくなっちゃった……」

　つっと涙なみだが頰ほおをつたう。

　その横顔にうららは──確信した。

「あーもう！　なによなによ！　うじうじしちゃってさ！」

　落ち込む花音をみていられなくなったうららが声を張り上げた。

「しほっち先輩のことが分からない？　そんなの、あったりまえじゃない！　なにバカなこと言ってるのよっ!?」

「ちょ、ちょっと……うららちゃん、そんな言い方……」

「いいの、ここみは黙だまってて！　この分からず屋に教えてあげるんだから！」

　心美の制止にも耳を貸さず、うららはなおも強い言葉で続ける。

「いくらずっと一緒にいたってね、いくらいつもそばにいたってね、分からないもんは分からないのっ！　同じ人間じゃないんだから、そんなの当たり前でしょ！」

　うららの手厳しい言葉に、花音も思わず言い返す。

「そ……そんなこと、言われなくても分かってるわよ！　だからこうやって悩なやんでるんじゃない！　どんなに一いつ緒しよにいたって分からないことはある……それなら、いったいどうすればいいっていうのよっ！」

「伝えればいいんじゃないでしょうか……」

　激しく言い争う二人に割って入るように、心美がおずおずと自分の想おもいを語り出す。

「分からないなら、伝えればいいんじゃないでしょうか……？　私とうららちゃんは、性格も全然違ちがいますし、考え方も全然違います……」

　心美の言葉は穏おだやかなものであったが、しかしとてもはっきりとしたもので、そこには不思議な説得力があった。

「だから時々、うららちゃんは本当に私のことを友達だと思ってくれてるのかなって不安になる時もあります。だから、私たちは約束したんです……」




『思ってることは言葉にしなければ伝わらない』




「っ……！」

　普ふ段だんならあまり自分の考えを主張することのない心美の言葉は、花音の心の奥底に突つき刺ささったようであった。

　しかし──

「でも……私の声は詩穂には届かなかった！　いくら呼び止めても、詩穂は耳を貸してはくれなかった。もう、私の想いが詩穂に届くことはないのっ……」

「ホントに……伝えたの？」

「えっ……？」

　うららの言葉の意味を、花音は瞬しゆん時じに理解することができなかった。

「……ホントに全部伝えたのかって言ってるの！　思ってること、悩んだこと、嬉うれしかったこと、つらかったこと、不安だったこと……かのかの先輩の想いを、しほっち先輩に全部伝えたのかって聞いてるのっ！」

「あっ……！」

　花音は、うららの言葉の意味をようやく理解した。

（私……詩穂に私の気持ちを全部伝えてたのかな……？）

　あの時の光景が花音の脳のう裏りによみがえる。




『私、一人だってアイドルできるんだから！』




　葵に啖たん呵かを切った時、花音は強がっていた。

　本当は詩穂が隣となりにいてくれるから、アイドルとして頑がん張ばっていけているのに。

　自分が堂々としていないと詩穂を不安にさせてしまうかもしれない──そんな自分勝手な思い込みもあって、詩穂に対して自分の心の弱さを見せたことは、これまであまりなかった。

（あの時だって、そうだ……。あの時も、あの時も……）
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『詩穂、今日の最後のところ、タイミング合わせるの、やっぱり難しそう？』

『ううん、大だい丈じよう夫ぶ。本番までにはちゃんと花音ちゃんに遅おくれないように頑張るから』

『無理しなくても、ちょっとくらい難易度下げてもいいのよ？　ダンスで無理して、せっかくの詩穂の歌に影えい響きようがでちゃったら、元も子もないでしょ？』

『ありがとう、花音ちゃん。……でも……大丈夫だから』

『そう……詩穂がそう言うなら……』




（詩穂は、きっと不安だったはず。でも私に気を遣つかわせまいとして……）
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『ん、おはよ、詩穂』

『おは……よ……』

『どうしたの、詩穂？』

『う、うん……ちょっと、ね……』

『大丈夫？　保健室行く？』

『ありがとう……でも、なんでもないから……』

『そう……でも、無理だけはしちゃダメだからね』




（あの時だって、詩穂に元気がないのは分かってた。悩みがあるのなら教えてほしい。私は詩穂の力になりたいから、詩穂の支えになりたいから……そうやってちゃんと伝えればよかったんだ……）
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「ごめん、詩穂……私、詩穂になにも伝えられてなかった……」

　花音の瞳ひとみから涙がこぼれ落ちた。

　心細い想いをさせてしまった、つらい想いをさせてしまった──詩穂への懺ざん悔げの気持ちでいっぱいになった。

「かのかの先せん輩ぱい……」

「花音先輩……」

　嗚お咽えつをもらす花音を、うららと心美はそっと見守り続けていた。

「初めて、詩穂の歌声を聴きいた時ね……」

　花音は先ほどまでの口調とは一転、静かに語り出した。

「一瞬、時が止まった気がしたの……ずっと、この歌声を聴いていたい、そう思ったんだ。あの日以来、私は詩穂の一番のファンになったの」

　うららも心美も、黙って花音の話に耳を傾かたむけていた。

「だからね、私たちf*fフオルテシモの初めてのライブの時も……」
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『……ありがとう、花音ちゃん』

『もう、それはさっき聞いて……』

『ううん、さっきのことじゃないの』

『私は歌が好き。歌うのが大好き。でも……ずっとひとりで歌ってきた。誰だれかの前で歌うのが怖こわかったから……。だけど、そんな時に花音ちゃんが私に手を差し伸のべてくれたの。詩穂の歌はすごいよって、きれいだよって教えてくれたの。そうじゃなかったら私、きっとここまで来られなかった……』

『詩穂……』

『だから……ありがとう、花音ちゃん。こんな私と一緒にいてくれて……』

『…………なーに言ってるのよ。詩穂のためだけじゃない。詩穂の歌を聴ききたい、たくさんの人に聴いてほしいって私が願ったの』

『花音ちゃん……』

『だから、詩穂がここにいる理由の半分は私のワガママみたいなものよ。そんなふうに自分で全部を背負い込まないで』

『うん……うん……』
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「……本番前に、不安でいっぱいだった詩穂に伝えたの。私の、想いを。でも……」

　いま、詩穂のことを思い出そうとして脳裏によみがえるのは、最後に別れた時の彼女だった。

『私を捨てたくせに、分かったふうな口を利きかないでっ！』

　そう絶ぜつ叫きようする詩穂の怒いかり狂くるった──でも寂さびしそうな顔だった。

「詩穂、忘れちゃったのかな……？　私の想いはやっぱりもう、詩穂には届かないのかな……？」

　あの冷れい徹てつな顔の下に詩穂がどんな孤こ独どくを抱かかえ込んでいたのか、今なら分かる気がした。

　きっと詩穂は声なき声で叫さけんでいたはずだ。

　もっと花音ちゃんの気持ちを教えてよ──と。

「ごめん……ごめんね、詩穂……」

　ぎゅっと手を胸に当てて嗚咽をもらす花音に、心美がそっと声をかける。

「まだ、きっと大丈夫です。花音先輩の想いは、きっと詩穂先輩に届くはずです」

「そうよっ！　かのかの先輩がここで諦あきらめたら、f*fフオルテシモがf*fフオルテシモを諦めたら、この先、誰が国くに枝えだ詩穂を救えるっていうのよっ！」

　ツンとそっぽを向きながらうららが花音の背中を押す。

「心美、うらら……」

「そ、それにf*fフオルテシモがいなくなっちゃったら、うららも、ほ～んのちょっと、困るっていうか……ま、まあうららが唯ゆい一いつ認めたライバルがいなくなっちゃうわけだし？　張り合いがなくなるっていうか？」

「ふふっ……そうだね、うららちゃん」

「なっ、だからなんでここみはちょっと笑ってるのよーっ！」

　うららと心美の、そんな少し気の抜ぬけたやり取りに、花音の表情も思わずゆるむ。

　そして、なにかを決意したような瞳で呟つぶやいた。

「詩穂に、会いにいかなきゃ」

　花音は、自分の想いを詩穂に伝えようと決意した。

　あの日──ファーストライブの直前のように。

　緊きん張ちようで震ふるえている詩穂に語ったように。

　どれだけ詩穂が大切で、どれだけ詩穂の歌声に救われてきたのか、そのことを素す直なおに伝えよう。

　もう一度、あの時のように──いや、あの時以上にすべての想おもいを込こめて。

「違ちがっててもいい、傷ついてもいい……それでも私は、詩穂に伝えたいことがあるの」

　花音の真しん剣けんな瞳に、うららと心美も優やさしく微笑ほほえんだ。

「ふぅ、仕方ないわねぇ、それじゃ……」

「一いつ緒しよにいきましょう」

「……一緒に？」

「そうですよ。花音先輩も詩穂先輩も、私たちの大切な……仲間なんですから」

「そうよっ！　そ、それに、うららにとっては……ライバル、でもあるんだからっ」

「心美、うらら……ありがとう」

　花音の表情に、もはや迷いはなかった。

　ぎゅっと握にぎりしめたこぶしを胸に押し当てた花音の顔には、大いなる意志が見て取れた。
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　花音とうらら、そして心美の三人は、樹や風蘭に無断で学園を飛び出した。

　詩穂に会いにいくなんて言えば絶対に止められてしまう。

　自分たちの身を案じてのことだろうけど、今だけは詩穂のところに急がなければならなかった。

　花音は、色鮮あざやかな黄色のドレスに身を包み、髪かみにはf*fフオルテシモのヘアピンに加え、青い蝶ちようのブローチを身につけていた。

　あの、想い出のファーストライブの衣い装しようであった。

「花音先輩、詩穂先輩の居場所が分かるんですか？」

「分からないわ」

「かのかの先輩!?」

「でもね、詩穂はきっと姿を見せるわ。たぶん今の詩穂は……私に対して強いこだわりを持っているでしょうから」

　だから自分がここにいる──そう詩穂に示すことができれば必ずやってくる、そんな確信があった。

　そして、自分たちの存在を詩穂に察知させる方法となると──

「イロウスを倒たおしまくるわよ！　片かたっ端ぱしから！」

　自分の身を餌えさにするのが手っ取り早かった。

　今やイロウスが支配する街のど真ん中へと三人が斬きり込んでいく。

「か、かのかの先輩……うららが言うのもなんだけど、ちょっと適当すぎない……？」

「ま、まあ……でもそれ以外にいい方法もなさそうだし……」

「さあ、行くわよっ！」

　花音が先せん陣じんを切って突とつ撃げきする。

　手当たり次し第だいにイロウスを撃うって、撃って、撃ちまくる。

　群れて迎むかえ撃たれる前にことごとく薙ぎ払う。

（さあ、詩穂……私はここにいるわよ。お願い、姿を見せて！）

　自らの存在を詩穂に届けるように花音がイロウスを次々と倒していく。

　しかし──

「か、かのかの先輩……なんかイロウスの数が半はん端ぱないんですけど……」

「多すぎですぅ～！」

　三人を脅きよう威いと認にん識しきしたイロウスたちが四方八方から集まりつつあった。

　何百何千という濁にごった瞳が三人を取り囲む。

「くっ……さすがにこの数はちょっと厳しそうね」

「もうっ！　でも、うららたちでなんとかするしかないでしょ！　ほら、いくわよ、ここみ！」

「そ、そんなこと言っても……」

「うらら、心美、危ない！」

　背後から迫せまるイロウスを花音が退けようとする。

　しかしこのタイミングでは間に合わない──そう思った時だった。




　上空から突つき刺ささった光の矢がイロウスを一いつ掃そうした。




「花音先せん輩ぱい！　ひとりで突っ走りすぎですよ！」

　ビルの上に立つ無数の人ひと影かげ──見知った星守クラスの仲間たちだった。

「あなたたち、どうして……？」

「どうしてって……私たち、仲間だからに決まってるじゃないですかっ！」

「そうですよ！　勝手に出ていっちゃうなんて、水くさいじゃないですか！」

「私たちだって、詩穂さんを助けたいという想いは同じなんです！」

「みき、昴すばる、遥はる香か……」

　三人の言葉に花音は思わずうるっときてしまった。

「詩穂に会いたいんだろう!?　ここは私たちに任せて先に行け！」

「絶対に詩穂を連れ戻もどすのじゃぞ！」

「あんな悲しい顔のままにさせておくんじゃないぞ！」

「花音せんぱいなら、助けられるはずだよっ！」

「詩穂先輩の歌声を取り戻してくださいませ！」

「サドネ、応おう援えんする！」

「うふふっ、れんげへのお礼は花音ちゃん、詩穂ちゃんのハグでいいから♡」

「花音さん……行って」

　少女たちが花音の道を切り開く。

「みんな……ありがとう」

「もう、そんな湿しめっぽいのはあとあと！　行くわよ、かのかの先輩！」

「詩穂先輩のもとへっ！」

　うららと心美が背中を押す。

（そうだった……みんなにお礼を言うのは全部を終わらせてからだ……）

　花音がぐっと表情を引き締しめた。

「行くわよ、うらら！　心美！」

　仲間たちの一撃がイロウスをなぎ払はらって切り開いた道を駆かけ抜ける。

　すでに行き先は決まっていた。

　この先──渋しぶ谷やの方角からこちらに向かって、真っ黒な瘴しよう気きの塊かたまりが近づきつつあった。




　迫ってくる瘴気の塊を迎え撃つべく、赤に染まった渋谷の街に花音たちが乗り込む。

　右も左もイロウスばかりで、まるでイロウスだけが住む街のようだった。

　そして三人の正面、そこに巨きよ大だいな黒い塊が鎮ちん座ざしていた。

　向こうを見通せないほどの漆しつ黒こくの衣ころもに覆おおわれ、まるで砦とりでのようだった。

「詩穂っ！」

　花音は喉のどを絞しぼって叫んだ。

「そこにいるんでしょ、詩穂っ!!」

　何度も何度も呼びかける。

　するとゆっくりと、闇やみの塊が形を変えた。

　鳥が翼つばさを広げるように闇の衣が左右に開き、その中に彼女が見えた。

「なにしに来たの？」

　招かざる客を追い返すような冷たい声だった。

　花音はぐっとお腹なかに力を入れ、闇の圧力に逆らうかのように声を張った。

「詩穂に会いにきたに決まってるでしょ！」

「私に？　どうして？」

　カクン──壊こわれた人形のように詩穂が首を傾かしげる。

「どうしても伝えたいことがあるの！」

「伝える……？　別に私は、花音ちゃんから聞きたいことなんてないのだけれど……。それに、なに……その格好？　いまさら……」

　花音が身を包む鮮あざやかな黄色のドレスに、詩穂は少しだけ顔をしかめる。

　そうやって二人が会話している間にも、周りを取り囲んでいたイロウスたちは続々と花音めがけて飛びかかってきていた。

「させないっ！　ここみ！」

「うんっ！　花音先輩と詩穂先輩の邪じや魔まをしないでっ！」

　花音に迫る凶きよう爪そうをうららと心美が受け止め、はじき返す。

　花音からイロウスを遠ざけるように奮ふん闘とうする。

（ありがとう、二人とも……）

　花音は心の中で感謝を伝え、詩穂を見み据すえ続けた。

「詩穂、あなたになにを言われようとも、私はもうくじけない。私の気持ちが詩穂に届くまで、絶対に諦あきらめない！」

「ふーん、あっそ……好きにすれば？　でも、邪魔だけはしないでね」

「ええ、詩穂を助けるためなら私はなんだってするわ。だって、私は……詩穂に救われたんだから。今度は私が詩穂を助ける番だから」

　詩穂の肩かたがわずかにピクリと動いた。

「今でも覚えてるわ……詩穂と初めて会った時のこと」

　花音はゆっくりと語り始めた。

「放課後、音楽室の前を歩いていたら、歌声が聞こえてきたの。あの頃ころの私はね、将来に対する不安でいっぱいで、くだらないことですぐにイライラしちゃって……クラスでも、少し孤こ立りつ気味だった」

「…………」

　詩穂はなにも言わない。

　感情の見えない視線を花音へ注ぐだけだった。

「それでも、身近に相談できる人なんていなかったから、平気なフリをして、なんでもないような顔をして……。本当は不安で仕方なかったのにね。そんな時だったの……私が詩穂の歌声と出会ったのは」

「……やめて」

　詩穂の声のトーンが少し変わった。

　それでも花音は伝え続ける。

「その優しい歌声は、怖おそれずに進め、あなたなら大だい丈じよう夫ぶ……そんなふうに励はげましてくれているように聞こえた。私、詩穂の歌声に、心からの勇気をもらったんだよ」

「やめて……やめてよ……」

「私が感じたあの感動を、誰だれにも伝えないまま終わらせたくなかった。詩穂の歌声に勇気をもらったおかえしをするために、私は詩穂と運命をともにしたいと思ったんだ。だから、アイドルをやっていくって決めた時、そのパートナーは詩穂以外にありえなかった」




『あなた、私とアイドルやりなさい』

「えっ」

『歌うのが怖こわいなら……私のためだけに歌えばいいの……』




「やめてって言ってるでしょ！」

　とうとう詩穂が感情をあらわにした。

　血走った瞳ひとみが花音を射い貫ぬく。

「ううん、やめない。私、いつも詩穂の前では強がっちゃうけど、本当は強くなんかないんだよ。詩穂が隣となりにいてくれなきゃなにもできない、ただの臆おく病びよう者ものだよ。だから……私はこの先もずっとずっと、詩穂と歩いていきたいの。だから……」

　花音の正直な告白が詩穂の胸を貫つらぬいた。

　ズキン！　ズキン！

「なんなのっ、この胸の痛みは……!?　捨てたはずなのに……なんなのっ、どうして今さら私の心をかき乱すのっ!?」

　その時、詩穂の頭の中で聞き慣れた、あのねっとりした声が響ひびき渡わたる。

『よく考えなさい、詩穂……あの女の言葉を信じて、どうだった？』

「葵……先生……」

『結果、裏切られて……あなたが味わった痛み、苦しみはこんなものじゃなかったでしょう？』

「そうだっ！」

　詩穂は迷いを断たち切るように頭を振ふる。

「私のためだけに歌ってほしいって言ったのも、どうせ私を利用するためのウソだったんでしょ!?　利用して、有名になって、ひとりでアイドルをやっていくためのウソだったんでしょ!?」

「詩穂……違ちがうの！　あれは、葵ちゃんが……いいえ、あんなの葵ちゃんじゃない。あなたを利用しようとした〝誰か〟が仕し掛かけたことだったの！　詩穂も、もう気がついているんでしょ！」

「ウソっ！　ウソだ、ウソだっ！」

　詩穂の感情とシンクロするかのように、闇の力が一気に膨ふくれ上がる。




「うららちゃん、心美ちゃん！　いったいどうなって……」

「すごい闇の力だ……あの中心に詩穂がいるんだな！」

　みき、明日葉たちもようやく追いつき、うららと心美に合流する。

「うん、でも……しほっち先輩、とっても苦しそう」

「私たちにもなにかできれば……」

　今はまだ彼女たちも、凶きよう暴ぼう化するイロウスを退けつつ、花音と詩穂の行く末を見守るしかなかった。




「お願い、詩穂！　私の話を聞いて！」

「うるさいっ！　黙だまって！　黙って!!」

　詩穂は闇にまみれてすべてを捨てようと決意した自分、そして花音を信じたいという強い想おもいをいまだ抱いだき続けている自分──二つの自分の間で大きく揺ゆれ動いていた。

　花音を信じようとする詩穂に、闇に堕おちたもう一人の詩穂が囁ささやきかける。

（でも、蓮見さんは？　あの子はどうなるの？　花音ちゃんは、私の誘さそいを断って蓮見さんと会ってたじゃない。あんなに楽しそうな顔をして。アイドルのことに関しても、あの子の方が詳くわしいし、あの子がいれば、花音ちゃんは私のこと、いらないんじゃない？）

　その言葉が再び詩穂を闇に引き戻す。

「そうよっ……！　やっぱり花音ちゃんが言ってることはウソ！　私に隣にいてほしいだなんてウソ！　だって……あの日、私の誘いを断って蓮見さんと会ってたじゃない！　蓮見さんといる時の方が、私といる時よりも楽しそうだったじゃない！」

　詩穂が、うららに対する嫉しつ妬とを初めて口にした瞬しゆん間かんだった。

　うららに花音を取られてしまうのではないか──そんなドロドロとした感情を詩穂自身が口にした初めての瞬間だった。




「バカっ！」




　そんな詩穂に対して真っ先に反応したのは花音ではなく、目の前のイロウスを放ほうり出して花音のもとへと急いで駆け寄ってきたうららであった。

「バカっ！　あんたたち、そろいもそろって大バカよっ！　かのかの先せん輩ぱいが、しほっち先輩の誘いを断ってうららと会ってたですって!?　そうよ、かのかの先輩と二人で会ってたわよっ！　でも、でも……それはしほっち先輩に内ない緒しよでプレゼントを用意して喜ばせたいって、かのかの先輩が考えてたからなのっ！」

「えっ……？」

　詩穂の表情が固まる。

「f*fフオルテシモの記念日だからって、神樹ヶ峰に早く馴な染じめるようにしほっち先輩が気を遣つかってくれたからって、かのかの先輩はしほっち先輩にお礼がしたかっただけなのっ！　そんなことで勘かん違ちがいして、ひとりで悩なやんでたなんて……ほんっと世紀の大バカよっ！」

「花音……ちゃん……」

　うららに先に言われてしまった花音が、ほんのり朱しゆに染まった顔で詩穂を見上げる。

「詩穂、私にとってf*fフオルテシモを結成した日は特別なの。だから、ここのところ元気がなかったあなたに内緒でプレゼントを渡したかったの……」

　こみ上げる想いを伝えるように花音が言った。

「ねえ詩穂、覚えてる？　私が詩穂をアイドルに誘った時のこと……。歌に自信を持てないっていうあなたに、だったら私のために歌ってって言った時のこと……」

「そんなの……忘れるわけ、ない……」

　詩穂が懐なつかしむようにゆっくりと瞳を閉じた。

「奏かなで乃の宮みやに通うようになって、でも周囲の人との付き合い方が分からなくて孤立して……そんな時に声をかけてくれたのが花音ちゃんだった……」

　純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　自分の歌を好きだと言ってくれる人がいる──それだけで胸が躍おどった。

　しかも、それが密ひそかに憧あこがれを抱いていた花音だったから。

　花音はいつも堂々としてキラキラしていて──自分に自信を持てない私とは正反対だったから。

　アイドル活動を始めてからも、分からないことだらけだった。

　それでも歌い続けた。

　f*fフオルテシモの活動が順調に進んで、たくさんの人から注目されるようになっても、気持ちは変わらなかった。

「花音ちゃんの期待に応こたえたい、花音ちゃんと一いつ緒しよに花音ちゃんの夢を目指したい……それだけが私が歌う理由だった……」

　そう──自分のすぐ隣にいる、この歌を好きだと言ってくれる大切な人のために歌っていた。




『詩穂、とっても楽しそうに歌ってた。詩穂の気持ちがそのまま伝わってきたよ』




　そうしているうちに、自然と自分もアイドルを楽しめるようになっていた。

　ライブで盛り上がるお客さんの笑顔、応おう援えんしてくれるファンの声──アイドルをやって良かったと心から思えるようになった。




「花音ちゃんと一緒にいられて……本当に楽しかった……」

「私だってっ！」

　花音がたたみかける。

「ずっと詩穂の歌に背中を押してもらってた！　勇気をもらった！　この感動を誰かに伝えたかったのっ！　詩穂の歌をもっともっと多くの人に聴いてもらいたくて……それがいつの間にか私の夢になってた！」

　もっと高みへ、もっと遠くへ──詩穂と一緒に進んでいきたいと願った。

　でもそれはきっと、詩穂に絶えず小さな不安の種を植え付けてしまっていたのだ。

　自分は本当に必要とされているのか、自分には花音の隣にいる資格があるのだろうか。

　そんな悲しい猜さい疑ぎ心しんをくすぶらせてしまっていたのだ。

「詩穂！　私ね……この先もずっとずっと詩穂と一緒に歩いていきたい！　詩穂と並んで進んでいきたい……だからっ！」

　だから伝えよう。

　今の自分のまっさらな気持ちを。

「だからお願い！　私のところに帰ってきてっ！　私の隣に戻もどってきてよっ!!」

　さっきまで憑つき物が降りてきたように錯さく乱らんしていた詩穂は、花音との思い出を振り返っているうちに、いつの間にか落ち着きを取り戻していた。

「わ……私は……」

　その唇くちびるがたどたどしく想いを紡つむぐ。

「私だってずっと怖こわかった……。いつもキラキラしてる花音ちゃんの隣に、私なんかがいてもいいのかって……。本当は花音ちゃん、ひとりでアイドルをやりたいのに、私が足を引っ張ってるんじゃないかって……」

「そんなわけないじゃないっ！　私だっていつも怖いわよ！　本当にいま進んでいる方向は正しいのか、本当に上手うまくやれているのか……だから、詩穂に隣にいてほしいの！　詩穂じゃなきゃダメなのっ！」

　本音をさらけ出す詩穂の抱かかえていた闇やみはもはや、その拠よりどころを失おうとしていた。

　詩穂の瞳に宿っていたほの暗い闇が消え去り、力ある輝かがやきを取り戻していた。

「花音ちゃん……いいの？　私が花音ちゃんの隣にいても……」

「当たり前でしょ！　詩穂じゃなきゃダメなの！　お願い、戻ってきて！」

「花音ちゃん……花音ちゃん……」

　呟つぶやく詩穂の脳のう裏りに、ファーストライブの時の思い出がよみがえる。




『……ありがとう、花音ちゃん』

『もう、それはさっき聞いて……』

『ううん、さっきのことじゃないの。私は歌が好き。歌うのが大好き。でも……ずっとひとりで歌ってきた。誰だれかの前で歌うのが怖かったから……』

『詩穂……』

『だけど、そんな時に花音ちゃんが私に手を差し伸のべてくれたの。詩穂の歌はすごいよって、きれいだよって教えてくれたの。そうじゃなかったら私、きっとここまで来られなかった。だから……ありがとう、花音ちゃん。こんな私と一緒にいてくれて……』

『…………なーに言ってるのよ。詩穂のためだけじゃない。詩穂の歌を聴ききたい、たくさんの人に聴いてほしいって私が願ったの』

『花音ちゃん……』

『だから。詩穂がここにいる理由の半分は私のワガママみたいなものよ。そんな風に自分で全部を背負い込まないで』

『うん……うん……。ありがとう……本当に……』




　そうだ──私は歌が好き。歌うことが大好き。

　自分の言葉を歌にして、誰かに届けることがこんなにも幸せなことなのだと気づかせてくれたのは花音ちゃんだった。

　そんな花音ちゃんが私が隣にいてもいいと言ってくれている。私じゃなきゃダメだって言ってくれている。

　花音ちゃんも私と同じ気持ちだったんだ。

　それなら、私は。私は──

「花音……ちゃん……」

　闇の砦とりでからふわりと降りた詩穂が、熱に浮うかされたような顔で一歩、また一歩と花音へと歩み寄る。

『止やめなさい、騙だまされているのよ』

　詩穂の歩みを遮さえぎるように、大地に落ちた影かげから偽いつわりの詩穂が姿を現した。

　彼女を今の姿へと堕だ落らくさせたもう一人の自分だ。

　一人、また一人と影から現れては詩穂を引き留めようとする。

『あの子はあなたを裏切った。信じてはいけない』

『また傷つくだけなのに、同じ過あやまちを繰くり返すの？』

『目を覚まして。あなたの幸せはこちら側にある』

　矢や継つぎ早ばやに彼女の耳に呪じゆ詛そのように言葉を流し込む。

　しかし、もはや詩穂には聞こえていなかった。見えていなかった。

　彼女の目に映っていたのはただ一人、たった一人の笑顔だけだった。

「……おいで、詩穂」

「花音ちゃん！」

　詩穂が駆かけた。

　両りよう腕うでを広げて迎むかえてくれる、花音の胸の中へと飛び込んだ。

（あぁ……花音ちゃんだ……）




『あ～ら、ダメよ詩穂？　あなたは私の駒こまでしょ？』




　ズブッ──嫌いやな感かん触しよくが詩穂の腕に伝わってきた。

　瞬しゆん間かん、彼女は自分になにが起こったのか分からなかった。

　どこからか声が聞こえてきた、それだけのはずだった。

　しかし気がついた時には、その手に長大な銃じゆう剣けんを握にぎりしめていた。

　その切っ先には、貫つらぬいた先には──




「花音ちゃんっ!?」




　鮮せん血けつに染まった花音が音もなく崩くずれ落ちた。

「花音ちゃん！　わ、私……こんなつもりじゃっ!?」

　力なく横たわる花音をとっさに抱だき起こす。

　真っ青な顔で泣きじゃくる詩穂に、花音は渾こん身しんの力を込こめて微笑ほほえんだ。

「やっと……私の知ってる詩穂が戻ってきてくれた……」

　血に濡ぬれた手が詩穂の頰をそっとなでる。

　詩穂はとっさにその手を握りしめた。

「すぐに手当てするから！　だからお願いっ！　お願いだから……っ!!」

「もう……そんなに涙なみだでグチャグチャな顔をしないの……。そんなんじゃアイドル、失格よ……」

　花音がもう片方の手をそっと差し出した。

　その手はなにかを守るようにぎゅっと固く握られている。

　詩穂を見失った河か川せん敷しきからずっと──神樹ヶ峰女学園で治ち療りようを受けている時も、ここへやってきた時もずっと。

　ただの一度もこぶしを緩ゆるめなかった、その手が守っていたものは──




「ほら……忘れ物よ、詩穂……」

　二人の絆きずなの証あかし──f*fフオルテシモのヘアピンだった。




「花音ちゃん……花音ちゃんっ！」

「詩穂……このヘアピンに誓ちかったこと、覚えてる……？」

　泣きじゃくる詩穂の髪かみに、花音がヘアピンを留める。

「詩穂は歌で、私はダンスで……方法は違ちがえど、伝えたいっていう想おもいはきっと同じだった……」

「うんっ……うんっ……！」

「それがf*fフオルテシモ……だから私たちは、これまでも、これからも、二人でf*fフオルテシモだって……」

「もうしゃべらないで、花音ちゃん！　もう私はどこにも行かないから！　絶対に花音ちゃんのこと、放さないから！　だから……」

「そんな顔をしないで、詩穂……。詩穂が無事なら、私は……」

「いや……いやぁ……。いやぁぁぁ────っ!!」

　詩穂が花音の身体からだを強く抱きしめる。

「そんなこと言わないで花音ちゃん！　私をひとりにしないでっ！」

　お願い、誰でもいいから助けて──詩穂は祈いのった。

　花音を連れていかないでくれと。

「お願い、花音ちゃん……目を開けて……！」

　まだまだ伝えたいことがたくさんあった。

「花音ちゃん、言ってくれたよね！　私たちは二人でf*fフオルテシモだって！」

　せっかく、花音が素す直なおに気持ちを伝えてくれたのだ。

　今度は自分が伝える番だった。

「花音ちゃんにアイドルに誘さそわれた時、どんなに嬉うれしかったか……。花音ちゃんが私の歌を褒ほめてくれる時、私がどんなに幸せな気持ちだったか……。花音ちゃん、知ってる？」

　花音の隣となりにいられることが、どんなに幸せなことだったか。

　自分にとって、花音がどれほど大切な存在だったか──

「伝えたいのに……花音ちゃんに、私の気持ちを伝えたいのに……。それがもうできないなんて……ウソだよね、花音ちゃん？　お願い、目を覚まして……」

　強く、強く祈る。

　この半身を捧ささげてもいい。自分がどうなったっていい。

　だからお願い、花音ちゃんを返して──




　刹せつ那な、二つのヘアピンが輝きだした。
















　花音の髪を留めている一つと、花音が詩穂の髪に留めてくれた一つ──二つのヘアピンが眩まばゆいばかりの光を放ち、花音と詩穂を吞のみ込んだ。

　鮮せん烈れつな光はイロウスの瘴しよう気きを吹ふき飛ばし、詩穂を失った闇の砦をも消しよう滅めつさせる。

　すべての闇を消し去らんとするかのように。

「詩穂……ありがとね……」

　目も開けていられない閃せん光こうの中、詩穂は確かに花音の声を聞いた。

「大好きだよ、詩穂……」




　光が弾はじけた。

　花音に覆おおい被かぶさるようにして倒たおれていた詩穂がそっと目を開ける。

「こ、これって……」

　その身は星衣に包まれていた。

　星守の証である星せい衣いに。

「神樹様が……？」

　呟つぶやく詩穂に、もちろん答える声はない。

　だがきっとそうなのだろうと信じた。

　花音を強く想う気持ちが神樹に届いたのだろうと──

「か、花音ちゃんは!?」

　急いで起き上がった詩穂が見下ろす先で、彼女もまた星衣となっていた。

「ない……キズが、ない……」

「ん……んんっ……」

　もぞもぞと身じろぎした花音がそっとまぶたを開く。

「あ、あれ……？」

　急に痛みから解放された花音が素すっ頓とん狂きような顔で、自分を見つめる詩穂と視線が交差する。

「詩穂……？　なにがどうなって……」

「花音ちゃんっ!!」

　起き上がろうとした花音に詩穂が抱だきつき、強く抱きしめる。

「痛くない？　どこかケガはない？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶみたい……」

　心地ここちよい息苦しさにボーッとしながら花音が答える。

「どうして私たち、星衣になってるの？」

「分からない……でも今はそんなことどうでもいいっ！　花音ちゃんが目を覚ましてくれた、それだけで、それだけで、私は……」

「ぐ……ぐるじい……」

　容よう赦しやない詩穂の抱ほう擁ように花音がもがく。

　でもその目にヘアピンが──詩穂の髪に留まったヘアピンが映った瞬間、安心したように詩穂が小さく微笑むと、彼女の背中をそっとなでた。

「もうっ、なーにやってるのよ、二人とも！」

　そんな二人にうららが声をかけた。

　花音と詩穂が振ふり返ると、そこには星守クラスの仲間たちがいた。

「みんな……イロウスの相手をしてたんじゃ……」

「消えちゃったわよ！」

　詩穂が元に戻ってくれたこと、花音が無事であったこと、その安あん堵どからちょっと涙ぐんでいたが、うららはそれを悟さとられまいと気き丈じように振る舞まっていた。

「消えた……？」

「はい、お二人が光り輝かがやいた直後に……」

　心美が首を傾かしげていた。

「跡あと形かたもなく消えちゃったんです」

「アタシたちもなにがなんだか……」

「ええ、あんなにいたのに……」

　みき、昴、遥香も急展開についていけていなかった。

「でもでも、詩穂先せん輩ぱいが戻もどってきてくれて良かった！」

「花音せんぱいもいっしょで、ミミ、安心したよっ」

「うむ、なによりじゃ！」

「カノン！　シホ！　おかえりっ！」

「ようやく終わったのですわね……」

　中学生組が花音と詩穂の無事を心から喜んでいた。

「これで一件落着だな！　望のぞみ、くるみ、お疲つかれ様！」

「ゆりもね」

「うん……頑がん張ばった……」

「は～ん♡　かわいい二人が戻ってきてくれて、れんげもしあわせ～♡」

「これからどうする、明日葉？」

「まずは八や雲くも先生に連れん絡らくしよう。二人が神樹様に選ばれたことを報告しないと……」

　そう言って明日葉が通信端たん末まつを取り出した時──向こうから通信が飛び込んできた。

『星守クラスに伝達します……』

　どこか緊きん張ちようと不安をはらんだ樹の声だった。

『七嶋葵の……居場所を突つき止めたわ』

　その一言に、それまで和なごやかだった空気が硬こう直ちよくした。








終章　始まりと終わりの場所









　奏かなで乃の宮みや女学院。

　花か音のんと詩し穂ほが多くの時間をすごしてきた場所。

　そして、七なな嶋しま葵あおいとすごしてきた場所だ。

「静かね……」

「ええ……不気味だわ……」

　葵を捕つかまえるため、花音と詩穂を含ふくめた星ほし守もりクラスの全員が遣つかわされていた。

　相手の正体も実力も分からない以上、手を抜ぬくわけにはいかなかった。

「どこにいるのかしら……」

　校舎を見み渡わたし、慎しん重ちように調べるが葵は見つからない。

　どこにも人の気配はなく、がらんとしている。

「他に隠かくれられそうな場所ってないの？」

「そうね……」

　一通り校内を見て回ったうららの問いかけに花音が答える。

「教会があるわ……大きなステンドグラスのある教会よ」




　少女たちは校舎の横にそびえ立つ教会の前に立った。

　固く閉とざされた扉とびらは、中になにが潜ひそんでいるのかを察知させない。

　誰だれもいないのか、それとも正解なのか。

「開けるわよ……」

　みんなが頷うなずくのを待ってから花音が扉に手をかける。

　薄うす暗ぐらい教会の中に光が差し込む。

　花音が扉を開くにつれて、光が奥へ奥へと伸のびていって──彼女を映し出した。

「あら、いらっしゃい」

　祭さい壇だんに腰こし掛かけた葵が少女たちを迎むかえ入れた。

「ようやく見つけたわ。七嶋葵……」

　花音にその名を呼ばれた葵がニコリと微笑ほほえむ。

「つれないわね～、ついこの間まで葵ちゃんって呼んでくれていたのに」

「七嶋……葵……」

「詩穂まで～。う～ん、嫌きらわれちゃったな～」

　それは花音と詩穂の知っている彼女だった。

　どこか天然で抜けていて──二人がよく知っている七嶋葵だった。

　だが間ま違ちがいなく、こいつこそがすべての黒幕なのである。

「まあいいわ。どうせその名前は仮のものだし。せっかくだから教えてあげる。……イリス……それが私の名前」

「名前なんてどうでもいい！」

　雄ゆう弁べんに語る葵を──イリスを花音が遮さえぎる。

「どうして詩穂にあんなことをしたわけ？」

「私はね……器うつわがほしかったの」

「器……ですって……？」

「そうよ。汚よごれを知らなくて美しくて……とっても壊こわれやすい器がほしかった」

　イリスの唇くちびるが怪あやしくゆがむ。

「あなたたちはぴったりだったわ。ほかのものとは格が違った。だから奏乃宮に潜もぐり込んだの。きれいなきれいな器を大切に守って、育て上げて、磨みがいて……この手で粉々に砕くだく日を夢見てきたの」

「そんなっ……そんなふうに私たちを弄もてあそんでなんとも思わないんですか!?」

　詩穂の激しい追つい及きゆうもイリスはどこ吹ふく風だった。

「そんなわけないじゃない」

　心外だと抗こう議ぎするようにイリスが両りよう腕うでを広げた。

「なんとも思わないなんてことないわ。とってもとっても……とーっても楽しんでいるんですもの」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく言い切る。

　花音や詩穂の激情すら自分は無関係だと言わんばかりに。

「ひどい……ひどすぎます……」

「許せない……こんなやつ絶対に許せない！」

　心ここ美みとうららもイリスの狂きよう気きが突き抜けているのを感じ取る。

「うふふ……許せなかったらどうするのかしら？」

「ここで止めます。私たちが、あなたを！」

「ふふっ、真ま面じ目めね……」

　詩穂を一いち瞥べつしたイリスがふぅと息を吐はいた。

「私を止める……ね。まぁ……できるものならやってみなさい!!」

　イリスがその指をくいっと曲げた。

　直後、彼女の背後の闇やみの中から、何体ものイロウスがその身を起こした。

「ここにもまだ……っ!?」

「さあ、私のところまでたどり着けるかしらっ!?」

　イリスがパチンと指を鳴らす。

　それを合図にイロウスが一いつ斉せいに突とつ進しんを始めた。

「みんな、ここで迎え撃うつわよ！」

　花音はとっさに教会の中で戦うことを決めた。

　教会の外に出れば確かに戦いやすい。イロウスを分散させやすい。

　しかし目を離はなした隙すきにイリスに逃にげられてしまうかもしれない。

　だったらここに留とどまるのが最善だ。

　それに──

（あんなやつに背中を見せるなんて、そんなの癪しやくじゃない！）

　なんとしても彼女に一ひと泡あわ吹ふかせたい──いろいろと思い出があるからこそ葵、いや、イリスに対する想おもいは人一倍強かった。

「すぐにかたづけるわよっ！」

「覚かく悟ご……してくださいっ！」

　花音と詩穂が肩かたを並べてイロウスを迎え撃つ。

　一体、さらに一体──お互たがいがお互いの死角を守り、押し潰つぶすようなイロウスの波をことごとく吹き飛ばす。

　みきたちも二人に負けじと、お互いに連係を取りながらイロウスを仕留めていった。

　十八人の少女たちが次々とイロウスを打ち倒たおし、イリスへと迫せまる。

　だが──

「朝あさ比ひ奈なさん、後ろにイロウスがっ！」

　倒したはずのイロウスが起き上がり、再び牙きばをむこうとしていた。

　詩穂の声を受けたうららがとっさに心美の背後を守り、イロウスの攻こう撃げきをはね返す。

「あ、ありがと、うららちゃん……」

「ここみ、大だい丈じよう夫ぶ!?　でもこれって……」

　改めて周囲を確かく認にんする。

　教会の入り口側で、倒したはずのイロウスが再び立ち上がろうとしていた。

　これまでなら倒したイロウスは消しよう滅めつし、もとの肉体へと精神が戻るはずだ。

　しかしそうならない。

「うふふ……私の可愛かわいい可愛い教え子たちなんだから、しっかりとお相手してあげてね？」

「教え子って……まさか奏乃宮の生徒なわけ!?」

「酷ひどい……なんてこと……」

　声を失う花音と詩穂に、しかしイリスはなんら意に介かいさない。

「さあ、私はここよ！」

　かかってこいと挑ちよう発はつするようにイリスが笑う。

「このっ……」

　頭に血が上りそうになる花音を、横で詩穂がそっとなだめる。

「詩穂……？」

「花音ちゃん、このイロウスたちって、ひょっとして……」

　詩穂には一つ思い当たるところがあった。

　イリスに操あやつられた当人であるからこその直感だった。

「このイロウス……ううん、この子たちもあの人に、心の中の不安や悲しみ、怒いかりを育てられたんじゃ……」

「それって……詩穂みたいに？」

「うん……」

　ただ心の負の部分に働きかけてイロウス化するのではない。

　負の部分を丹たん念ねんに育て、膨ふくれ上がらせて、後あと戻もどりができないくらい追い込んでからイロウス化していたなら──

「心の闇を解き放たない限り、イロウスの姿のまま留まってしまう……か」

「だから、ただ倒すだけじゃダメなの、きっと」

「でも倒す以外の方法なんて……」

　言いかけた花音が口をつぐむ。

　ふと詩穂の顔を見やると、彼女も小さく頷いた。

　イリスに囚とらわれた心を解き放つ。闇に覆おおわれた心を解き放つ。

　ならばイロウスの──彼女たちの心に直接、呼びかけるしかない。

　イリスに縛しばられた心に訴うつたえかけるしかない。

　だとしたら自分たちがやるべきは、武器を振ふるうことではない。

　自分たちにしかできないことがある──

「詩穂っ！」

「うんっ！」

　花音と詩穂が手にしていた武器を捨てる。

「あら、血迷っちゃったかしら？」

　ニタァと嗤わらったイリスがイロウスに止とどめを刺させと命令を下す。

　突つき動かされたイロウスが丸まる腰ごしの二人に飛びかかって──




「争いの中、独り怯おびえてても……」

「抱だき寄せてくれた、震ふるえる肩を……」




　花音と詩穂が歌を紡つむぐ。

　祈いのりを込こめながら、想いを込めながら。

　物言わぬイロウスの、その奥深くに届けと願って喉のどを震わせる。




「戦いの渦うずに、惑まどわされそうでも……」

「教えてくれたね、君の光が導いて……」

　その歌声がイロウスたちの動きを止めた。

　見えない鎖くさりに縛られたかのように、その場で硬こう直ちよくして微び動どうだにしない。

「ん……？　いったいなにが……。早く仕留めてしまいなさいな」

　イリスがどこまでも冷れい徹てつに命ずる。

　しかしなにも反応はない。

　イロウスは──彼女らは花音と詩穂の、f*fフオルテシモの歌声だけに包まれていた。

　やがて──

「うららちゃん！　イロウスが！」

「うん、消えていってる……」

　イロウスが次々と、その身にまとう闇を引きはがされていく。

　まるで心の闇から解き放たれていくかのように。




『きっと……孤こ独どくじゃない。信じて』




　花音と詩穂が歌いきった直後、最後のイロウスが姿を消した。

　手て駒ごまを失ったイリスの顔が醜みにくくゆがむ。

「まさか……あのイロウスのすべてを浄じよう化かするなんてね」

　それまで余よ裕ゆう綽しやく々しやくだったイリスが、少し感心したように呟つぶやいた。

「この私が手を下すことになるなんて……」

　ゆらりとイリスが祭さい壇だんから立ち上がる。

「邪じや魔ま者ものは誰だれ一人として生かしておかない……誰にも私の邪魔はさせない」

　ぐっと踏ふみ出した脚あしが──しかし床ゆかを踏みしめることができなかった。

「ん？　これは……」

　自分でも理解できない様子でイリスが目を丸くしていた。

　その脚は小刻みに震えていた。

「な……ぜ……」

　思い通りにならない自分の身体からだにイリスが愕がく然ぜんとする。

　そして察する。

「まさか……さっきの歌のせいで……」

　イロウスだけではなく自分にも及およんでいたというのか。

　闇を打ち払はらうあの歌声の力が──

「さあ、覚悟しなさい！」

　身動きの取れないイリスに花音がにじり寄る。

　みんなを、奏乃宮の生徒を、そしてなにより詩穂を傷つけた相手を許すわけにはいかなかった。

「くっ……こうなったら……」

　イリスが大きく腕うでを振りかざす。

　なにかやってくる──花音が反射的に身を守った。

　だが──

「これで勝ったと思わないことね」

　ドゥン──突とつ如じよとして出現した漆しつ黒こくの闇がイリスの身体を吞のみ込んだ。

　その身を闇に覆われながら、イリスが引きつった笑えみを向ける。

「次は必ず……」

　イリスと闇は忽こつ然ぜんと姿を消した。

「逃げたっ！　このっ……待ちなさい!!」

　慌あわてて花音が伸のばした手は空を切った。

「くっ……！」

　あと一歩だったのにと花音が悔しさを滲にじませる。

「花音ちゃん、気持ちはわかるけど、生徒のみんなも助けることができたし、今はそれで十分じゃないかしら？」

「そうね……。なにより、詩穂が無事ならそれで……」

　詩穂にポンポンと背中をたたかれ、花音がぐっと悔くやしさを押し殺す。

「みんな、大丈夫だった？」

　詩穂が星守クラスの面々を気き遣づかう。

　だがその少女たちはというと──興奮していた。

「うららちゃん！　f*fフオルテシモの生歌聞いちゃったよ！　伴ばん奏そうもないのにすごい迫はく力りよくだったねっ！」

「こっ、これがf*fフオルテシモの歌唱力……やば、自信なくしそう……」

「すっごいすっごい！」

「これが……あいどるの本気か……」

「サドネ、ふたりの歌、だいすき！」

「もう胸がいっぱいになってしまいましたわ……」

　花音と詩穂の歌を間近で聴きいた感動ですっかり舞まい上がっていた。

　そんな仲間の慌てっぷりにクスッと笑みをこぼした花音と詩穂は、

「……帰ろっか」

「うん」

　お互いの手を握り合うのだった。
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　数週間後──




『今日のゲストはf*fフオルテシモのお二人でーすっ！』

　朝、うららは机に突っ伏ぷしたまま、スマホで花音と詩穂が出演した音楽番組を見ていた。

　二人の人気は相変わらずで、さまざまなメディアに引っ張りだこな毎日である。

　画面の向こうで輝かがやく二人の姿に、うららは小さくため息をもらした。

「うららちゃん、また見てるの？」

「んー……」

　心美の声かけにもうららの反応はどこか鈍にぶい。

　元気のない眼差しで花音と詩穂を見つめていた。

「遠くに……行っちゃったね」

「うん……」

　花音と詩穂が神しん樹じゆヶが峰みね女学園を去ってしばらく経たった。

　もともと短期の編入という形だったため、いつかは離はなればなれになってしまうことは、誰もが承知の上であった。

　しかし、いざその時が来てしまうと、胸の中にぽっかり穴が開いてしまったような感覚をぬぐえないのだった。

　とりわけ、f*fフオルテシモに人一倍の対たい抗こう心しんと憧あこがれを抱いだいていた、うららの落ち込み具合は大きかった。

　あれだけ花音と衝しよう突とつしたり競きそっていたりしていただけに、その相手がふっと消えてしまうと気持ちをぶつける先を見つけることができなかった。

「でも、そろそろまたライブもあるから……元気出して、うららちゃん」

「べ、別にf*fフオルテシモに会えないから元気がないわけじゃないから！　なに勘かん違ちがいしてるの、ここみ！」

　アイドルについて語り合ったり、ケンカしたり──そういったことも、もうできないだろう。

　遠くから見守って、応おう援えんすることしかできない。

　それがどうしようもなく寂さびしかった。

　そんなうららに、そっと近づく足音が二つ──




「なに……暗い顔しちゃって。具合でも悪いの？」

「保健室、行く？」




「だから、そういうのじゃないって言ってるでしょ。放ほうっておいてったら……って!?」

　がばっと起き上がったうららが声のした方を振ふり返る。

「なななな……っ!?」

「落ち着きなさいよ。はい、深呼吸」

「なんでここにいるのよっ!?」

「なんでって……そんな言い方はないんじゃないかしら？」

「そうよ。謝りなさい」

「だーっ！　うららの質問に答えなさいよっ！」

　ずびしっと指を突きつける。

「なんでf*fフオルテシモがここにいるのよっ!?」

　そこにいたのは、神樹ヶ峰女学園の制服に身を包んだ花音と詩穂であった。

「あら、もうこっちに来ていたのね」

　教室のドアから樹いつきがひょこっと顔を出した。

「八や雲くも先生！　なんで二人がここにいるの!?」

「奏乃宮の理事長と相談して、こちらに籍せきを移してもらうことにしました。二人とも星守になったわけだし、同じ星守同士、一いつ緒しよにいた方がお互たがいになにかと都合がいいでしょう？」

「そうだけど……そうかもしれないけどっ！」

　こんなドッキリみたいな登場の仕方はズルイと抗こう議ぎする。

　だってこれじゃまるで──

「なーに？　私たちに会えなくて寂しかった？」

「やっぱりこうなっちゃうじゃん！」

　にししと悪い顔をする花音に、首まで真っ赤になったうららだった。

「朝比奈さんも、これからよろしくね？」

「は、はい！　詩穂先せん輩ぱい！」

　詩穂と心美の方はすんなりと再会を果たしていた。

　ますます自分だけがいじられたような、恥はずかしい思いをした感覚に陥おちいるうららだった。

「お二人とも、これから同じ星守クラスになるんですね！」

「アイドルと同じクラス……なんだか緊きん張ちようしてきたわ……」

「なんで遥はる香かが緊張するのさ」

　みきの隣となりで緊張した表情の遥香に昴すばるがつっこむ。

「ねえねえ、またひなたたちに歌、教えてくれる？」

「ミミも聞きた～い！」

「サドネも……もっと上手に歌ってみたい……」

「わしは民謡が好きじゃのう」

「f*fフオルテシモの演歌……すごく芸術的かもしれませんわ！」

　中学生組がやいのやいのと花音と詩穂におねだりを繰くり返す。

「はいはい！　それじゃ朝のホームルーム始めるわよ！」

　樹が教きよう壇だんに立ち、花音と詩穂の登場にざわつく教え子たちを落ち着かせる。

「ちぇ～、もうちょっと好きにさせてくれてもいいのに～」

「望のぞみ、後でいくらでも話せるだろう？」

「ふふっ、あとでお花さんたちにも、教えてあげにいかなくちゃ……」

「あら～、じゃあれんげは後でた～っぷりと楽しませてもらうわね～♡」

「楽しむとはなんだ、楽しむとは。蓮れん華げが言うと普ふ通つうに話すだけには聞こえないから困る……」

「アイドルにセクハラして警察沙ざ汰た……なんて勘かん弁べんしてよね」

　妙みように瞳ひとみを輝かせる同級生に、これからの苦労を想像して大きくため息をつく明日あす葉はとあんこであった。

「花音と詩穂は前と同じ席ね」

　樹に促うながされ、二人がそれぞれ自分の席へと向かう。

「…………ねえ」

　それまでだんまりを決め込んでいたうららが声をかけた。

　足を止めた花音と詩穂がそちらを振り返る。

「あの……その……」

　うららが、もじもじと身体からだを揺ゆする。

　どうしたのだろう──花音と詩穂が口を開こうとした時、うららがボソッと呟つぶやいた。




「お……おかえり……」




　花音と詩穂が少し驚おどろいたように顔を見合わせる。

　やがてどちらからともなくクスッと微笑ほほえむと、ツンとそっぽを向いたうららと、にっこりと微笑む星守クラスの仲間たちに向かって、声をそろえた。




『ただいま！』





了










あとがき









　いよいよバトガのアニメが放送されました。

　あとがきを書いている時点では、まだ数話しか進んでいませんが、本巻が発売される頃ころにはどんな展開になっているのでしょうか。

　気をもみながら、今日も教え子をなでなでしています。




　ご無ぶ沙さ汰たしてます、八や奈な川がわです。

　本巻は原作の二部に準じゆん拠きよしたストーリーとなっています。

　特に人気が高いのが二部とのことです。花か音のんと詩し穂ほのキャラクターだったりシナリオだったり歌だったり、力が入っていますからね。

　私も執しつ筆ぴつ中、f*fフオルテシモの歌を聞いてイメージを膨ふくらませました。

　その効果が作品に表れていれば幸いです。




　それにしても──名前アリの女の子が全部で十八人ですよ！

　先生や敵キャラも入れたら二十人以上ですよ！

　一冊の中でこれだけ登場させるなんて初めてです。今後もまずないでしょう。

　そもそも、二十人以上も名前を思いつけるかどうか──もう名前を考えるのがイヤになって、単に『剣けん道どう部部長』という肩かた書がきで片付けてしまいそうです。




　さあ、バトガのアニメはここから佳か境きように向かっていきます。

　アニメを見ながら、ふと昔のシナリオが懐なつかしくなった時、本作を思い出して読み返してもらえれば本望です。





八奈川　景けい晶しよう










八奈川景晶

●やながわけいしょう



第22回ファンタジア大賞にて読者賞を受賞。いよいよバトガのアニメが始まりました。みなさんの推しキャラは元気に元気に動き回っているでしょうか。ちなみに私は、小説では転勤してしまったプレイヤー先生の活躍に期待しています。やっぱり星守たちをなでなでしちゃうんでしょうか。少女たちの照れ顔に期待です。
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